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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。













　目次







青龍の虜




　あとがき







ギャラリー
















　郊こう外がいにあるイタリアンレストランのホールは、たくさんの招待客で溢あふれ返っていた。

　花らしい花も少ない十一月だが、窓越ごしに見える庭は美しくライトアップされていて、婚こん約やく披ひ露ろうパーティーに相応ふさわしい彩いろどりを添そえている。

「乾かん杯ぱい」

　友人代表の声に合わせ、名な波なみ友とも也やはホールの隅すみでシャンパングラスを掲かかげた。

　パーティーの主役は、有あり馬まコーポレーションの専務である有馬和かず臣おみと、その恋こい人びとの沙さ世よ。

　友也は有馬の秘書なのだが、今夜はとある理由から秘書という立場を隠かくし、妹の美み奈な子ことともに出席している。

「すっごくきれいだよね。私もあんなのプレゼントされてみたいなぁ」

　美奈子がシャンパングラスの脚あしを両手で挟はさみ、友也の隣となりでふとため息をつく。

　沙世の髪かみを飾かざっているティアラのことを言っているのだろう。耳を澄すますまでもなく、美奈子と同じことを女性たちが囁ささやき合っているのが聞こえる。一か月ほど前に有馬が沙世に贈おくったものだ。

　重なり合って咲さく薔薇ばらの花をモチーフにしたクラシックなティアラで、細やかな彫ちよう金きんが花びらの一枚一枚にほどこされている。薔薇を飾るのは朝あさ露つゆのようなダイヤモンド。いくつも鏤められたそれらは、沙世が少し動くだけで銀色の光を放つ。

　だが有馬がこだわったのは、デザインでもダイヤモンドの数でもない。ティアラの中央、薔薇の花に囲まれるようにして収まっている、ロシア産のアレキサンドライトだ。

　五カラットを超こえる大きさで、真昼の光の下では凜りんとしたブルーグリーンに、夜の艶つやめいた光の下では燃えるようなレッドに変わる美しい宝石だ。友也は宝石に詳くわしくないのでよく知らないが、このサイズでなおかつここまで鮮あざやかに色を変えるアレキサンドライトは、いまではまったくといっていいほど採さい掘くつされないらしい。

　青せい龍りゆうの雫しずく──。

　アジアの富ふ裕ゆう層の間でそう名付けられ、幻まぼろしのロシアン・アレキサンドライトとして珍ちん重ちようされていたのを有馬が買い取り、沙世のためにティアラを作らせた。

　しかし一いち途ずを誓ちかった証あかしというより、有馬家の財力を暗にアピールする意味合いのほうが強いかもしれない。ティアラの縁ふち裏うらには有馬家の繁はん栄えいを願う一文が彫ほり込まれている。

　それでも稀き少しような宝石を使ったアクセサリーというのは、女性を夢中にさせるものなのだろう。沙世はずいぶん感動したようで、有馬にティアラを贈られてから一か月、外出するとき以外は片時も離はなさなかったとか。今夜のパーティーの開かい催さいも、ティアラを友人たちにお披ひ露ろ目めしたいからと、沙世のほうが有馬にせがんだと聞いている。

　嬉うれしそうに何度もティアラに手をやる沙世。その仕草を微笑ほほえましく見つめる有馬。仲なか睦むつまじい恋人同士そのままのふたりに、いたるところから冷やかしの声がかかっているが、この婚こん約やくがいまだ正式に調ととのっていないことは、招かれた客たちはきっと知らないはずだ。

　有馬は近いうちに社長である父親の跡あとを継つぐ。土地開発や都市部の再開発を手がける有馬コーポレーションは、業界では大手の部類に入る。対する沙世は、官かん僚りようや代議士を多く輩はい出しゆつしている伊い勢せ崎ざき家のひとり娘むすめ。それなりに釣つり合いはとれているだろうに、沙世の父親だけがふたりの結けつ婚こんに難色を示しているのだ。

　おかげでこのパーティーも、表向きは双そう方ほうの友人を招いた食事会という形になっていて、血けつ縁えん者や会社関係者は招いていない。友也が秘書として振ふる舞まっていないのもこれが理由だ。

「おめでとうございます」

　友也は沙世の肩かたを抱だいて近づいてきた有馬に一礼した。

「ありがとう」

　有馬はよそいきの顔で微笑むと、素す早ばやく友也の耳に唇くちびるを寄せる。

「何か変わったことはなかったか？」

　女遊びが派手だった有馬は、過去に交際していた女性がこのパーティーに乗り込んでくることを警けい戒かいしている。友也以外の秘書にも友人や知人のふりをさせ、ホールと庭の両方に配置しているのだが、「特には」と友也が答えると、安心したようだ。今度は同じ微び笑しようを美奈子に投げかけた。

「久しぶり。見み違ちがえるほど美人になったね。名波の隣にいなかったら、美奈子ちゃんだと分からなかったよ」

「そ、そうですか？　ありがとうございます。……あっ、今夜はおめでとうございます」

　父親同士が親友だったこともあり、美奈子は有馬と面識がある。とはいえ、まだ大学生だ。こういうパーティーにも社交辞令にも慣れていない。その頰ほおが桜色を通り越こして真っ赤に染まるのを見て、友也はさりげなく妹を背中に隠した。

　だが有馬に他意はなかったらしい。先ほどよりもいっそう愛いとおしげに沙世の肩を抱き、「ま、適当に楽しんでくれ」と他ほかの招待客のほうへ歩んでいく。

「ねぇねぇ、私のこと美人だって。有馬さんが」

「真に受けるなよ。あの人はああいうことは言い慣れてるんだ。ほら、挨あい拶さつも終わったんだし、料理でももらってきなよ」

　友也は大皿が並ぶブースに美奈子を追い立てると、窓辺で人知れずため息をついた。

　有馬は容姿と外そと面づらだけはいい。彫りの深い甘めの顔立ちも、三十代半ばという年ねん齢れいに相応しい振る舞いも、厳しい家に育った娘には眩まぶしく映るのだろう。沙世はぴったりと有馬に寄り添っていて、どの招待客の前でも幸せそうな笑えみを頰に咲かせている。

　可哀かわい想そうにと思ったが、あんなふうに笑えるのはうらやましかった。

　チャコールグレーの細身のスーツと、派手すぎず地味すぎないネクタイ。凍いてついた窓には個のない自分の姿がおぼろげに映っている。

　切れ長の眦まなじりのせいか、それとも日焼けしない肌はだ質しつのせいか、涼すずしげだとよく形容されるが、自分ではむしろ能面のようだと思っている。専務秘書として有馬の側に控ひかえているときならともかく、こういう祝いの席には不向きな顔だ。二十七歳になったいまでも、愛あい想そ笑いとおべっかは得意ではない。

　早く終わればいい。何もかも。

　窓に背を向け、すでにぬるくなっているシャンパンで喉のどを潤うるおしていたとき、

「きれいですね」

　ふと声をかけられた。

　友也より一つか二つ年下だろうか。うねりの強い長めの髪をアッシュゴールドに染めた男だ。

　何か華はなやかな職業についているのかもしれない。髪色は派手だったが、立ち振ふる舞いは堂々としていて、ずいぶん場慣れしているようだ。すっと通った鼻筋も、微笑を浮うかべた唇も端たん整せいとしかいいようがなく、長身で肩かた幅はばもしっかりある体たい軀くが、男に雄おすらしい美質を添えている。

　黒くろ豹ひようのようだ。しなやかな肉にく食しよく獣じゆう。男は黒など一点も身につけていなかったが。　>>>♥

　そんな男にきれいですねと声をかけられて、何と答えればいいのか。結局友也は「え？」と訊き返し、聞きとれなかったふりをしたのだが、その対応で正解だった。男はホールに向き直ると、五、六人の輪の真ん中で笑っている沙世に目を向けたからだ。

「きれいですよね、あのアレキサンドライト。ロシアのウラル山脈で採れたものらしいですよ。コレクターの間では、青龍の雫と呼ばれているとか」

　友也はグラスに口づけながら苦笑した。男の自分がきれいなどと言われるわけがない。この会場で美しいと賞賛の眼まな差ざしを向けられるのは、沙世とそのティアラだけだ。青龍の雫はシャンデリアの光を受け、いまは深い緋ひ色いろの煌きらめきを周囲に放っている。

「色が変わる石なんてあるんですね。私はあまり詳しくないので知りませんでした」

「アレキは、石に含ふくまれている酸化クロムの影えい響きようで色が変わるんですよ。クロムがコランダムに入り込めばルビーの、ベリルに入り込めばエメラルドの色のもととなります。ちなみにアレキは鉱物学的にはクリソベルです」

　友也はまじまじと男を見た。

「ずいぶんお詳しいんですね」

「ええ、まあ」

　男は微笑んでみせただけで、それ以上は語らない。友也のほうも深く訊くことはせず、ただ静かにグラスを傾かたむけていたのだが、ふと男が有馬ばかりを目で追っていることに気がついた。

「それにしても皇こう帝ていの名を持つ石を伊勢崎家のお嬢じようさんに贈るとは大したもんだよな」

「……え？」

　独り言だったのかもしれない。かろうじて聞きとれるほどの呟つぶやきだったが、先ほどとは打って変わった低い声こわ音ねと、どこか侮ぶ蔑べつめいた口調に友也は驚おどろいた。

「ご存知でしたか？　アレキサンドライトはロシア皇帝にちなんでつけられた名前なんですよ。この石が最初に発見された日がアレキサンダー二世の誕生日だったとか、はたまたニコライ一世に献けん上じようされた日がそうだったとか。そんな通説がいくつもあるほどで」

　男は友也のほうへ顔を捻ねじ曲げたが、口くち許もとに浮かべた微笑とは対照的に、双そう眸ぼうは挑いどむような強さをはらんでいる。

　この男は誰だれだ。

　有馬家側の招待客リストは友也が作成したので、客の顔と名前はすべて頭に入っている。だが沙世が持参したリストのほうは、さすがにそこまで把は握あくしきれていない。

「あの、──」

　名めい刺し交こう換かんを願い出るつもりでジャケットの懐ふところに手を入れたとき、友也は窓の向こうがざわめいていることに気がついた。友也の後こう輩はいでもある秘書課の人間が、アプローチを進む初老の男を止めようとしている。

　国会議員、伊勢崎善ぜん一いち。沙世の父親だ。

「失礼」

　友也は男に断りを入れると、足早にその場を離れた。だがすでに酔よい始めている人の輪が壁かべとなり、思うように進めない。結局伊勢崎善一のほうが先に有馬と沙世の前に辿たどり着いた。

「お父さま……」

「沙世。今夜は食事会としか聞いておらんぞ。母親を騙だましてこんなところで何をしている」

　善一は娘を恫どう喝かつすると、有馬に向き直った。

「有馬さん。私はあなたと娘の結婚を認めているわけではない。しばらく考えさせていただきたいと伝えたはずだ。勝手にこんなパーティーを開いてもらっては困ります」

「いえ、お父さん、食事会というのは本当なんです。私はただ沙世さんを友人たちに紹しよう介かいしたくて」

「伊勢崎と呼んでいただきたい。帰るぞ、沙世」

　善一が娘の腕うでを摑つかむ。だがその手はふと緩ゆるみ、沙世の頭上に伸のばされた。

「お前、まだこれを持っていたのか。これは有馬さんにお返ししろと言ったはずだ」

　善一が摑んだのはティアラだった。沙世が悲鳴を上げるのにも構わず、強ごう引いんにむしり取り、ぬっと有馬の胸に突つきつける。

「失礼なのは重々承知だが、正式に婚こん約やくが調うまで預かっておいていただきたい。娘には分不相応なものだ」

　そして善一は泣きじゃくる沙世を引きずるようにしてホールを出ていった。

　ややあって有馬がふたりを追いかけていったが、止めることはできなかったようだ。容よう赦しやなく発進する車のエンジン音が、ホールに届く。

　ふと気づくと、先ほどの男はどこにもいなかった。




　　　　＊＊＊




　父親に乱入された挙句に恋こい人びとを連れ去られ、なおかつティアラまで返された──。

　有馬の苛いら立だちは相当だった。

「いつの世も政治に金はつきものだろう。その金をこっちが用意してやろうと言っているんだ。娘むすめのひとりくらいさっさと差しだせばいいものを、何を清せい廉れんぶっているんだ、あの親父おやじは」

　あのパーティーの出席者がこの科白せりふを聞いたらきっと驚くに違ちがいない。

　有馬が本当に手に入れたいのは沙世ではなく、政界に繫つながるパイプ──土地開発の際に伊勢崎善一の娘むすめ婿むことして便べん宜ぎを図はかられることだ。

　有馬が知人の結けつ婚こん式しきで知り合っただけの沙世を熱心に口説いたのも、ひとえに政治家の娘だったから。華のある女を好む有馬にとって、三十間近の垢あか抜ぬけない箱はこ入いり娘は本来圏けん外がいだ。だが沙世に惚ほれられ、その母親も結婚に賛成しているというのに、父親の善一だけがいまだ首を縦に振ふろうとしない現実が、有馬をしきりに苛立たせている。

　いくら政治家とはいえ、肩かた書がきを外せばただの父親だ。ひとり娘を嫁よめに出すには相応の覚かく悟ごがいるのだろうが、有馬には男親の心情など分からないらしい。特にあの婚約披ひ露ろうパーティー以降、友也をしょっちゅうホテルに連れ込み、鬱うつ憤ぷんの捌はけ口にしている。

「おい、何をしている」

　ベッドから伸びた手に腕を摑まれ、友也は体を硬かたくした。

「専務。いまはご婚約前の大事な時期です。もし伊勢崎家に素行調査でもされれば、きっと私とのことも明るみに出てしまうでしょう。ですから──」

「それが分かっているからお前を誘さそっているんだろう。秘書とホテルの一室で内々の打ち合わせをして何が悪い。お前が男でよかったことは、いくらでもそういう言い訳ができるところだ」

　しかし、と言いかけた言葉は最後まで言えなかった。有う無むを言わさぬ力でベッドへ引き込まれ、そのまま乱暴にシャツの前を割られる。思わず両手を突っ張ぱらせたが、それすらも簡単に封ふうじ込まれ、嚙かみつくようにして唇くちびるが降りてきた。

　唇と唇、舌と舌を合わせる行こう為いほど嫌いやなものはない。狭せまい口こう腔こう内に逃にげ場ばはなく、まじり合う唾だ液えきと生々しい舌の感かん触しよくに吐はきそうになった。

　感情のない人形になりたい。

　有馬に抱だかれているときはいつも思うことを今夜も思う。

　もともと友也は、有馬の父──有馬コーポレーションの社長でもある有馬正しよう一いち郎ろうの秘書だった。

　転機は二年前。正一郎が病に倒たおれたときだ。入院と退院、そして自宅療りよう養ようを繰くり返し始めた正一郎に、「今度は息子むすこの秘書になってやってくれ」と頭を下げられた。

　友也が二つ返事で了りよう承しようしたのは、単に社員だったからではない。

　友也の母は、友也が小学生だった頃ころに病気で亡なくなっている。それからは男手ひとつで父が友也と美奈子を育ててくれたのだが、そんな父も友也が十四歳の頃、事故で亡くなった。

　ある日突とつ然ぜんに歳の離はなれた妹とふたりっきりになってしまった恐きよう怖ふと混乱。呆ぼう然ぜんとするばかりの友也にまっさきに手を差し伸べてくれたのが、父の親友の正一郎だった。

　まさか狭いアパートによく遊びにきていた『お父さんの友達のおじさん』が大だい企き業ぎようの社長だとは思ってもいなかった。正一郎は残された友也たちのために本気で涙なみだを流し、親しん戚せきでもないのに率そつ先せんして世話を焼き、高校にも大学にも行かせてくれたのだ。

　友也にとって正一郎はまぎれもない、ふたり目の父親。

　その正一郎のひとり息子である有馬和臣に仕えることで、正一郎の助けになるのなら。そう思い、友也は喜んで献けん身しんを誓ちかったのだが、有馬は正一郎とはまったく異なる男だった。

　人当たりがよく、頭の切れるところは父親に似ている。だが女に節操がないことは、秘書になるまで気がつかなかった。交際相手は常に複数。簡単に手を出す分、簡単に捨てもする。その上、ときにその好こう奇き心しんは女以外にも向けられる。

「名波。お前は男のくせにきれいな顔をしているな。親父の秘書だった頃から気になっていたんだ。俺の愛人になれよ」

　終業後の専務室でさらりと言われた言葉を、友也は生しよう涯がい忘れることはないだろう。

　もちろんきっぱり断ったのだが、有馬はにやにやと笑った顔で、とんでもないことを言った。

「だったらお前の妹にするよ。あまり幼いのは好みじゃないが、たまには処女も悪くない」

　悪ふざけかと思ったが、有馬が正一郎を通じて美奈子に食事の誘いをかけたのが決定打となった。こんな男に妹を弄もてあそばれてはたまらない。当時、美奈子はまだ高校生だったのだ。

　結局友也は有馬に言われるまま、自分の体を投げだした。常に美奈子のことが頭にあったので、拒こばむことは一度もしなかったし、望まれれば昼間の専務室でも体を開いた。

　美奈子は何も知らない。正一郎も知らない。

　いつか有馬にも本気で愛する人ができるかもしれない。それを信じ、二年。

　美奈子が成人するまでは、もしくは正一郎が社長の座を退くまではと思っているが、そろそろ限界だった。

「ひっ……ぐ」

　閉じていた襞ひだをこじ開け、侵しん入にゆうする怒ど張ちよう。貫つらぬかれる衝しよう撃げきに、たまらずシーツに顔を埋うずめる。

　有馬は友也に気がないことを知っている。だからいつも嬲なぶるように抱くのだろう。目の奥でいくつも飛び散る火花。唇を嚙み、嵐あらしが通りすぎていくのをひたすら待つ。

「……っう、んん……っ」

　有馬は友也のなかに欲よく望ぼうを吐きだすと満足したらしい。余よ韻いんを味わうように二、三度突き入れたあとは、あっさり幹を引き抜ぬき、バスローブを羽織ってベッドを降りていく。シーツの色と一体化した視界のなかに、自分だけミネラルウォーターで喉のどを潤うるおす男の姿が映る。

　友也は痛む体を無理に起こし、ティッシュボックスに手を伸ばした。

　有馬に背を向ける形で体内に放たれた情液の後始末をする。五枚目のティッシュを手のなかで丸めていると、スプリングが軋きしむ音で有馬が再びベッドに入ってきたのが分かった。二度目に挑いどむつもりなのだろう。わずかに体を強こわ張ばらせたとき、頭の上に何かを載のせられた。

「こっちを向けよ。──おっ。なかなか似合うなぁ」

　頭上に手をやり、ギョッとする。

　ティアラだ。青せい龍りゆうの雫しずくを使ったあのティアラが頭に載せられている。

「こ、これは……ご実家の金庫に保管されているものではなかったのですか？」

「ああ、お前に被かぶらせてみたくて持ちだした。きれいだろ？　お前は肌はだが白いから何色でもよく映はえる」

　有馬は友也の手からティアラを取りあげると、ヘッドボードの明かりにかざし、緋ひ色いろが揺ゆらめくさまを楽しみ始めた。

　伊勢崎善一に突き返されてしまったとはいえ、本命の恋人に贈おくったものを愛人に被らせる神経が分からない。「早くご実家の金庫に戻もどしたほうが……」と言いかけたとき、有馬が突とつ如じよ、表情を凍こおりつかせた。

「これは……偽にせ物ものだ……」

　何を言っているのだろう。訝いぶかしみつつ有馬を見ると、明かりの真下でティアラを引っくり返し、目を剝むいてプラチナの台座を擦こすりあげている。

「縁ふち裏うらに刻印がない。有馬家の繁はん栄えいを願った一文がどこにもないんだよ」

「部屋が暗いせいではないのですか？」

　友也はバスローブを羽織り、部屋の明かりをすべてつけた。

　真昼のように明るくなったベッドの上で、有馬とともにティアラの裏面を覗のぞき込む。だが優美な曲線を描えがくプラチナは曇くもりのない照りを放つだけで、文字らしい文字はどこにも見当たらない。呆然とティアラを見つめる有馬の横顔は、真っ青を通り越こし、土気色に変わっていた。

　偽物──。

　ようやく有馬が発した言葉の意味が友也にも理解できた。

「専務。すぐに盗とう難なん届を」

　いったいどこですり替かえられたのか。縁裏に有馬が依い頼らいしたとおりの一文が彫ほり込まれていることは、海外のデザイナーからこのティアラが納品された際に友也も確かく認にんしている。それを有馬が沙世に贈り、そのあとパーティーの席で友人たちに披ひ露ろうした──。

　友也は手早くスーツに着替えながら記き憶おくの巻き戻しを図っていたが、有馬はいまだベッドの上でティアラを見つめたままだ。

「……専務？」

「これは有馬家で厳重に保管されているものだ。盗ぬすまれるはずがないんだよ」

「だけど実際、刻印のないダミーにすり替えられているわけですよね？」

「実は俺が何度か持ちだしているんだ。今夜もお前に被らせてみたくて持ちだしたように」

　互たがいが互いの眸ひとみの奥を探さぐるような沈ちん黙もく。パーティーの席で善一にティアラを返されて約二週間。きっと有馬は沙世以外の女性にこのティアラを見せたのだ。

　婚約まであと一歩という大事な時期にいったい何をやっているのか。秘書という立場を脇わきに置いてなじりたくなったが、言葉が通じる相手なら、妹を脅おどしの材料にして男の友也を弄ぶような真似まねはしていないだろう。

　友也はため息を殺し、極力冷静な声で言った。

「専務。やはり盗難届を出しましょう。たかだか女性ひとりの力では、盗むまでは可能でもダミーまで用意することは不可能です。それもセンターストーンは青龍の雫。換かん金きんも容易ではありません。背後には必ず策を練った人間がいるはずです」

「策を練った人間……？」

　有馬はしばらく考え込む素そ振ぶりを見せたものの、「いや」と首を振ふる。

「ただでさえ沙世の父親には結けつ婚こんを反対されているんだ。盗難届など出してしまえば、他ほかの女に青龍の雫を見せびらかしたことがバレるだろうが。なんとか秘ひ密みつ裏りに取り戻したい。案を考えてくれ、名波」

「そんな……」

　もう二年もこんな調子で振りまわされている。

　終わりにしたい。──妹や正一郎の顔を思い浮うかべてみても、長い間胸を揺さぶっていた感情を堰せき止めることはできなかった。

「それでしたら専務。私が青龍の雫を取り戻すことができたなら、私の願いも叶かなえてくださいますか？」

「願い？」

「もうこういう関係は終わりにしていただきたいのです。もちろん妹にも手は出さないでください。私のことも忘れてください。私が専務にお願いしたいことはそれだけです」

　言い切ったのと同時に、ピンと空気が張りつめる。

　有馬は無言でベッドを降り、やはり無言のまま友也の前に立つ。ギッと持ちあがった肩かたを見ても、有馬を怒おこらせてしまったことはあきらかだった。

「それは俺と別れたいということか？」

「はい」

「会社はどうする」

「退職させてください」

　その瞬しゆん間かん、叩たたくような強さでミネラルウォーターを顔にかけられた。

「兄妹きようだい揃そろって親父おやじに世話になっておきながら、ずいぶん恩知らずなことを言うようになったな。たとえお前が生涯有馬コーポレーションのために身を粉にして働いたとしても、俺は足りないくらいだと思っていたけどな」

　怒いかりだけでない、侮ぶ蔑べつもはらませた双そう眸ぼうに見み据すえられ、筋となって顎あごから伝う水すい滴てきを拭ぬぐうこともできない。次し第だいにそれは途と切ぎれがちな雫となり、震ふるえながら上下する胸に滑すべり落ちていく。

　だが有馬はふんと鼻を鳴らすと、意外にも口の端はしを持ちあげた。

「俺にそこまで言ったんだ。必ず青龍の雫を取り戻してこい。どう抱だいても泣きもしない、笑いもしないお前には退たい屈くつしていたところだ。お前のかわりはいくらでもいるが、青龍の雫で作ったティアラはこの世にひとつだけだ。本当に取り戻すことができたなら、親父には俺のほうからうまく言ってやる」

「本当ですか？」

　思わず顔を上げたが、安あん堵どするのは早かった。

「ただし取り戻せなければ、お前は俺が手放すまで俺のものだ。女と同じで、秘書の使い道はいくらでもある。お前には選ばせない」

　有馬は言い捨てると、床ゆかを踏ふみ鳴らすようにしてバスルームへ向かっていく。

　友也がようやくまともに呼吸できるようになったのは、シャワーを使う水音が聞こえてからだろうか。どうやら自分で思う以上に緊きん張ちようしていたらしく、乱れたベッドを整える、たったそれだけのことをするのにも息が切れ、体中の血が逆巻くような動どう悸きがした。

　この首には見えない鎖くさりがつけられている。

　それを外すためには、なんとしてでも青龍の雫を取り戻さなければいけない。

　友也は両手で髪かみをかき上げ、鼓こ動どうが鎮しずまるまで虚こ空くうを見据えていた。
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　長いつけ睫まつ毛げに縁ふち取どられた眸。濃こいアイライン。ふっくらとしたヌードベージュの唇くちびる。

　友也はスマートフォンを開き、羽は村むら優ゆう花かの写真を取りだした。

　有馬から転送してもらった元恋こい人びとの写真だ。歳は二十代前半、ファッション誌の専属モデルで、有馬いわく「この女がいちばん怪あやしい」そうだ。

　どうやら優花は、有馬が青龍の雫でティアラを作ったことをどこからか聞きつけ、「別れてあげるからティアラを見せて」としつこく連れん絡らくを寄よ越こしてきたらしい。それだけでなく、実際に優花にティアラを見せたとき、有馬のスマートフォンが鳴り、一、二分ほど優花から目を離はなしてしまったのだという。

　調べる価値はあるだろう。そう思い、友也は朝から都内を駆かけまわっているのだが、徒労で終わりそうな予感を覚えていた。優花が住んでいたマンションの一室はすでに空き室になっていて、モデル事務所もとっくに辞やめていたからだ。

「だけど優花ちゃんなら二、三日前に青山のカフェで見かけたわよ。新しい彼氏かな、スタイルのいい男の子と一いつ緒しよだったけど」

　唯ゆい一いつの収しゆう穫かくが雑誌の編集スタッフのその言葉だ。

　さっそくカフェを訪ね、店員に優花の写真を見せたのだが、「覚えてません」とあっさり首を振られてしまった。それもそうだろう、右みぎ隣どなりはジュエリーショップ、左隣はブランドショップという立地だ。平日の昼下がりだというのに、店内は女性客がひしめいている。

　友也はコーヒーとベーグルサンドをオーダーすると、ひとつだけ空いていた窓まど際ぎわのテーブル席でタブレットを広げた。

　──青せい龍りゆうの雫しずくを取り戻すことができたなら、私の願いも叶えてくださいますか？

　ずっと従っていた有馬にあんなことが言えたのは、当てがあったからだ。

『きれいですね』

　パーティーの夜、窓辺に佇たたずむ友也に声をかけてきた長身の男。友也が怪しいと踏んでいるのは、有馬が捨てた女よりもあの男だ。

『皇こう帝ていの名を持つ石を伊勢崎家のお嬢じようさんに贈おくるとは大したもんだよな』

　男がふと洩もらした辛しん辣らつな皮肉は、いまだこの耳に残っている。何か有馬に対して思うことがあったのか、男は有馬ばかり目で追っていたし、宝石にも造ぞう詣けいが深いようだった。名めい刺しをもらうことができなかったのが悔くやまれるが、あのパーティーは有馬が警けい戒かいしていたせいもあり、徹てつ底ていした招待制で、招待状を持っていない人間は入ることはできない。

　ということは、沙世側の招待客を洗っていけば、必ずあの男に辿たどり着く。

　友也は持ちだした招待客リストを片手に、沙世側の招待客をひとりずつ検けん索さくにかけていった。検索にかからない客は、パーティーの際の騒そう動どうを詫わびる名目で訪問し、今夜中に顔を確認するつもりだ。

「お待たせいたしました」

　トレイを持った店員がテーブルにやってきたので、リストとタブレットを端はしに避よけているとき、ふと路ろ肩かたに停とまっている車が目に入った。

　きっと誰だれかを待っているのだろう。普ふ段だんなら気にもとめないのだが、運転席の女性が優花に似ていることが気になった。

　窓辺とはいえ、歩道が広いので路肩までは距きよ離りがある。眸の形や鼻の高さまでは分からなかったが、卵型の顔に並ぶパーツの間かん隔かくが写真とそっくりだ。それに厚みのある唇。今日は写真よりも濃い色をのせているせいで、遠目でも際きわ立だってみえる。

　本人だ。確信したのと同時に、コートと伝票を引っ摑つかんで立ちあがる。だがレジに行きかけた友也を引きとめたのは、優花の車に近づこうとしているひとりの男の姿だった。

　眉み間けんに皺しわを寄せ、目を凝こらす。

　信じられない。あの男が優花に軽く手を振り、車に近づいている。

　目が覚めるようなオレンジ色のダウンベストと、細身のジーンズ。パーティーのときと装よそおいはまったく違ちがったが、男の美び麗れいな顔立ちと、バランスの取れた八頭身はこの距離でも見てとれる。どうやら真横のジュエリーショップから出てきたようで、ブラックスーツを着た年配の男性がわざわざ車の側までやってきて、男に最敬礼の形で背を折っている。

　友也は急いで会計を済ませると、カフェを飛びだした。

　しかし路肩に辿り着く寸前に車は発進してしまう。反射的に追いかけたが、車はぐんぐんとスピードを上げていき、ナンバーを読み取ることも叶わない。くそ、と心のなかで吐はき捨て、今度はジュエリーショップに戻もどろうとしている男性を追いかける。

「すみません。先ほどのお客さんはどなたでしょう」

　息せき切った声で訊きいたものの、「あなたは？」と不ふ審しんの籠こもった声を返され、ハッとした。

　名札を見ると、オーナーと肩かた書がきがついている。咄とつ嗟さに声をかけてしまったが、オーナーだろうが店員だろうが、顧こ客きやくの情報を洩らすわけがない。

「失礼いたしました。知り合いに少し似ているような気がいたしましたので」

　友也は丁てい重ちように詫びると、オーナーとは時間差をつけて、ジュエリーショップに入った。

　ダイヤモンドに、ルビー、サファイア。ショーケースには友也でも知っている宝石をあしらったアクセサリーが整然と並んでいる。しょせんは石ころだろうに、ダイヤにいたっては米こめ粒つぶほどのサイズでも、友也の一か月分の給料が飛んでいくほど高い。ブライダルティアラもあったが、もちろんどれも青龍の雫を使ったあのティアラとは別物だ。

　すぐにタクシーを捕つかまえて男を追いかけていれば──。

　苦々しく思いながら店を出ようとしたとき、ふとショーケースの上に置かれているリーフレットが目に入った。

　三つ折りの表には、黒のタートルネックを着て微笑ほほえむ男の写真。その斜ななめ上には、ブランドロゴなのか、上下左右が不均等な星印が箔はく押おしされている。

　友也の視線に気づいたらしい女性店員が、「どうぞ」とリーフレットを差しだしてきた。

「こちらのブランドもこの週末から店頭に並ぶ予定です。特別なネックレスの展示もございますよ。初日は須す賀が先生もご来店されますので、ぜひ」

　友也はリーフレットを受け取り、愕がく然ぜんとした。紙の上から怜れい悧りな眼まな差ざしを放っていたのは、先ほど優花の車に乗って立ち去ったあの男だった。







「名前は須賀琉りゆう生せい。年ねん齢れいは二十五歳。職業は宝石デザイナーです。彼は婚こん約やく披ひ露ろうパーティーにも来ています。私に声をかけてきたので間ま違ちがいありません。沙世さん側の招待客でした。多分優花さんの新しい恋人だと思われます」

　友也は持ち帰ったリーフレットと、ネット上で集めた須賀の情報を有馬に差しだした。

　二十五歳というと、友也より二つ年下になる。デザイナーとしてはまだ駆け出しなのかと思いきや、須賀の才能は美術工芸大学に在ざい籍せき中から突とつ出しゆつしていたらしい。国内外で数多くの賞を受賞しており、大学時代にすでにスポンサーがついている。現在は自身の名前そのままのブランドを立ちあげていて、都内にショールームを構えているようだ。

　須賀の腕うでがあれば、ティアラのダミーを作ることなど朝飯前だろう。須賀の作品をいくつかネット上で見たが、どれも繊せん細さいな造形に緻ち密みつな彫ちよう金きんがほどこされていて、とても貴金属でできているとは思えないものばかりだった。その上、東洋を意識したデザインを得意としているせいか、須賀は海外でも高い評価を受けていて、外資系企き業ぎようの広告にも多くの作品を提供している。

　これだけの仕事をしていれば、人脈は相当あるはずだ。須賀に絡からむことで会社の不利益になっては困る。その辺りを有馬に確かく認にんするつもりで、友也は社に引き返したのだが──。

「なるほどな。パーティーのときに派手な男がいるなとは思っていたんだ。まさかこの男だったとはな。こいつは沙世の母親が贔屓ひいきにしているデザイナーだ。沙世の口から名前だけは聞いたことがある」

　有馬自身も面めん倒どうな相手だと思ったのかもしれない。きつく眉まゆ根ねを寄せた顔で頰ほお杖づえをつき、その目はリーフレットの須賀の写真を見み据すえたままだ。

「専務。一度須賀に接せつ触しよくを試みてもよろしいでしょうか。ただし彼がダミーを作ったという証しよう拠こはありませんので、この件について言げん及きゆうするようなことはできませんが」

「ただの挨あい拶さつなら、してもしなくても同じだ。須賀はパーティーに来たんだ。すなわちバレないという自信があるから、俺に姿を見せたんだろうよ」

　まぁこいつがこの件に嚙かんでいるとしたらだが、と有馬はつけ足したが、友也には須賀が無関係とはとても思えなかった。他ほかの招待客と同様に、単に有馬と沙世を祝福したくてパーティーに出席したのなら、有馬に対してあんな皮肉を口にしたりはしないだろう。

「そうかといって、須賀を下手へたに刺し激げきして名めい誉よ棄き損そんで訴うつたえられては困る。それに婚こん約やく前の大事な時期に、沙世の母親が気に入っている宝石デザイナーとトラブルは起こしたくない。母親のほうは俺と沙世の結けつ婚こんに賛成しているんだからな」

　ということは、警戒されないよう須賀に近づき、須賀を怒おこらせることなく本物のティアラの在り処かを探さぐらなければいけない。

　顎あごに手を当て、それを考えていると、ふいに有馬が「おっ」と声を上げた。

「お前、色いろ仕じ掛かけでもしてみるか？」

　眉まゆをひそめたのも束つかの間、ただの冗じよう談だんだったらしい。友也が何か言う前に、「女ならともかくお前じゃなぁ」とぼやかれた。好きで愛人をしているわけではないので、小こ馬ば鹿かにされても心が波打つこともない。ため息のひとつくらいはこぼしたかったが、それもせず、引き続き須賀に近づく方法を思案する。

　何かを閃ひらめいたらしい有馬が「いや、待て」とデスクから身を乗りだしたのは、それからほどなくしてからだった。

「お前、パーティーのときに須賀のほうから声をかけてきたと言ったな？」

「ええ、そうですが」

「あれだけ招待客がいて、どうしてお前なんだ。ようはお前に興味を覚えたということじゃないか。だったら須賀に言い寄って口説き落としてこいよ。須賀を夢中にさせて青せい龍りゆうの雫しずくの在り処を聞きだすんだ」

　一いつ瞬しゆん、有馬が何を言っているのか分からなかった。

　二度三度瞬またたいたあとで、『色仕掛け』から発展した案だということに気づく。

「お言葉ですが、専務。須賀がゲイだという情報はありません」

「それがどうした。お前がその気にさせればいいだろ。この方法なら須賀に訴えられることはないし、沙世の母親にまで話が及およぶこともない。文句なしの最善策だ」

「しかし、私は同性を口説くということをしたことがありません」

「だからやってみればいいだろ。慣れていないほうが案外うまくいく」

　泣きもしない、笑いもしない、退たい屈くつな愛人──自分でそう言っておきながらこの科白せりふだ。相変わらず自分本位で、実行する側の心情を思いやっている気配は窺うかがえない。

「お前は俺と別れたいんだろ？　だったらそのくらいやってみせろよ」

　捨てて当然の愛人のほうから別れを切りだされたことがよほど気に入らなかったのだろう。有馬はにやついた笑えみを浮うかべると、青龍の雫を取り戻すより、友也を追いつめるのが目的のようなことを言う。

　無表情を貫つらぬきたかったが、さすがに頰ほおの筋肉が引きつった。

「かたがつくまで出張扱あつかいにしておいてやる。須賀を口説き落として、青龍の雫を取り戻してこい。くれぐれも会社の不利益になるような真似まねだけはするな」

　有馬の判断を仰あおぐつもりで社に引き返した、自分の生き真ま面じ目めさが情けない。だが青龍の雫さえ取り戻すことができれば、この男とは終われる。

　友也は、手段ではなく最優先事じ項こうを理解したという意味で「分かりました」とうなずいた。




　　　　＊＊＊




　週末のジュエリーショップは大勢の客で賑にぎわっていた。

　特に注目を集めているのは、布張りのネックスタンドに飾かざられているネックレスだ。『特別なネックレス』と店員が言っていたのはこれのことに違いない。

　あでやかな黒アゲハのネックレスだ。帯模様を作るのは群ぐん青じよう色のタンザナイトと漆しつ黒こくのオニキスで、後こう翅しの紋しは真しん紅くのルビー。鏤められているダイヤモンドはきっと鱗りん粉ぷんをあらわしているのだろう。使用されている宝石名とともに、制作者として須賀琉生の名前がプレートに刻まれている。

「きれい……」

　嘆たん息そくまじりの声がいたるところから聞こえてきたが、友也はアクセサリーにも宝石にも興味はない。須賀を知るための貴重な現物資料として両目に映したあと、店の奥に素す早ばやく視線を走らせた。

　須賀はいま、店の奥──ＶＩＰルームだろうか。白い革張りのソファーが置かれた一角にいる。パーティーのときとはまた違ちがうシックなスーツ姿で、先日見かけたオーナーとともに、複数の女性客と談だん笑しようしている。

「何かお探しですか？」

「ええ。リュウセイ・スガのアクセサリーが今日から店頭に並ぶと聞きまして」

　声をかけてきた店員にそう答えると、幸いにも案内されたショーケースは、ＶＩＰルームの真後ろだった。ここなら話し声も聞こえるし、須賀が店を出たとしてもすぐに追うことができる。友也は「素す敵てきですね」とショーケースを覗のぞきつつ、背後に神経を張り巡めぐらせていた。

　──須賀を口説き落としてこい。

　有馬はそう言ったが、実行する気はさらさらなかった。

　須賀は男で、友也も男なのだ。間違いなく恥はじだけをかいて終わることになる。

　たとえ須賀が同性に興味を持っていたとしても、友也には男を口説けるようなスキルはない。そもそも他人に興味も好意も持ったことがないのだ。そんな人間が「あなたが好きです」と形だけの告白をしたところで、本当に恋こいを知っている人間から見れば、その温度差は明白だろう。

　ようは名誉棄損で訴えられるような真似さえしなければいい。

「本物の青龍の雫はどこですか？」などと愚おろかな直球は投げずに、須賀を持ちあげ、迎げい合ごうするようなやり方で近づく──。

　さりげなく後ろを振ふり向くと、「では僕はこの辺で」とソファーを立つ須賀の姿が見えた。

　いよいよだ。

　友也は入口からほど近いショーケースの前へ移動した。そのすぐ脇わきをオーナーと須賀が通りすぎていく。もしや連れ立って食事にでも行くつもりかと焦あせったが、オーナーはショップの表で丁てい寧ねいに背を折って須賀を見送り、須賀は彼に一礼を返したのちに歩きだす。

　友也は須賀を追いかけて店を出た。路ろ肩かたに視線を走らせたが、今日は優花の車は見当たらず、須賀は歩みを緩ゆるめることなく大通りを進んでいる。

　どうかうまくいきますように──。

　友也は襟えり元もとをいま一度正してから目の前の背中に声をかけた。

「あの、須賀先生ですよね？」

　声は届いたらしい。目が合った瞬しゆん間かん、須賀の唇くちびるから洩もれた「あ……」という呟つぶやき。たったそれだけの言葉で、友也は須賀の記き憶おくのなかに自分が存在していることを知った。

　意外だった。パーティーの席ではほんの一言二言しか言葉を交かわしていない。会話の内容まで覚えられていたら面倒だなと思ったが、いまさらあとには退ひけない。友也はつとめて自然な仕草で名めい刺しを取りだした。

「先日のパーティーでは失礼いたしました。まさか須賀先生にお会いできるとは思っておらず、ご挨拶が遅おくれてしまいました。私、有馬コーポレーションの専務秘書で名波と申します」

　須賀は無言で名刺を受け取り、目を落とす。

　ここからが本番だ。友也は意識して両の口角を持ちあげた。

「実は私、以前から須賀先生の大ファンだったんですよ。ゴールド・ヴァーテュオーシ賞を受賞された『花群れの譜ふ』、それにジュエリー・デザインアワードで入賞された『オーシャン』シリーズ、どちらも見み惚とれるほど美しいもので、いまだに鮮せん明めいに記憶に残っております。今日は黒アゲハのネックレスをじかに見ることができて感動いたしました」

　友也が考えていたのはファンという立場を利用して、須賀に近づく方法だ。

　ベタだが、男が男を口説くよりもはるかに自然だ。もちろん須賀の受賞作はすべて頭に叩たたき込んである。『花群れの譜』は本物のアイビーのようにデザインされたゴールドのネックレスに、わざと歪いびつな真しん珠じゆをあしらったもので、『オーシャン』はサンタマリアと呼ばれる最上級のアクアマリンを使ったシリーズだ。

　須賀にとってはファンに声をかけられることなど日常茶さ飯はん事じだろうと思っていたが、やはり嬉うれしいものなのかもしれない。名刺を渡わたしたときはノーリアクションだったくせに、ファンだと告げた途と端たんに微笑を浮かべ、「ありがとうございます」と頭を下げてみせる。

　最初の一歩としてはまずまずだ。友也も須賀につられるようにして眦まなじりをほころばせた。

「実は須賀先生とは一度ゆっくりお話がしたいなと思っていたんです。よろしければ先生のご都合がよろしいときに、お食事などいかがですか？」

　秘書という仕事をしてきて五年。酒が入った途端に饒じよう舌ぜつになり、余計なことを洩らしてしまう人間ならば、たくさん見てきた。それを目的に接待の席を設けるのも秘書の仕事だ。

　だが須賀は唸うなりながら天を仰ぐと、苦く渋じゆうともいえる表情で下した顎あごをかく。

「申し訳ありません。実は少々仕事が立て込んでおりまして……しばらくの間はまったくといっていいほど時間が取れないんですよ。先ほどのジュエリーショップに卸おろすアクセサリーの制作もありますし、新しいシリーズを展開させる予定もありますので」

「そうですか……」

　友也はさも残念そうに睫まつ毛げを伏ふせたが、実は須賀の返事は想定内だった。

　ファンだと名乗る相手と、いちいち食事に行く約束を交わしていたらきりがない。だが断るときは間ま違ちがいなく多た忙ぼうを言い訳にするだろうと思っていたので、今度はそれを利用する。

「こちらこそ不ぶ躾しつけなお願いをしてしまい、申し訳ありませんでした。先生のお仕事がお忙いそがしいことくらい考えれば分かることですのに、失礼いたしました」

　と、目礼したあと、

「ところで私に何かお手伝いできることはないでしょうか？」

　神しん妙みような面おも持もちでそれを切りだす。

　ファンだと告げ、断られるのを承知で食事に誘さそったのも、すべてこの科白せりふに繫つなげるためだ。

「こう見えても私、社長付きの秘書を三年、専務付きの秘書を二年やらせていただいております。日常会話でしたら英語と中国語も話せます。きっと先生のお力になれると思うのですが。もちろん報ほう酬しゆうなど望みません。私は先生の大ファンですので」

　強ごう引いんなのは百も承知だった。本当はもう少し時間をかけて近づきたいところだが、もし須賀が今回の件に関かかわっているとしたら、売ばい却きやく目的ということも考えられる。宝石デザイナーという職しよく業ぎよう柄がら、コレクターとは付き合いがあるはずだ。青せい龍りゆうの雫しずくが再び海外のコレクターの手に渡ってしまえば、もはや友也では取り戻もどせない。

「お気持ちは嬉しいですが、名波さんは有馬コーポレーションにお勤めでしょう」

　須賀が苦笑するのも当然だろう。だが青龍の雫を取り戻すために出張扱いになっているとは口が裂さけても言えないし、言うつもりもない。

「実は有馬コーポレーションは退職するんです。現在は有給休きゆう暇かの消化中なんですよ」

「退職……ですか」

「ええ」

　有休を消化中というのは噓うそでも、辞やめたいと思っていることに変わりはない。友也は須賀の不躾な視線を跳はね返すつもりで、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ずっと会社勤めでしたので、実は少々時間を持て余しておりまして。……ああ、いえ、暇ひまだから先生にお声をおかけしたわけではないんです。ただ会社にも時間にも縛しばられていないのは本当でして。先生さえよろしければ、明日からでもお手伝いできますよ。何なりとおっしゃってください」

　社交辞令ではなく、本気。須賀にもそれが分かったらしい。瞬またたきつつ友也を見つめたあと、「参ったな……」と呟き、言葉を探すかのように宙に視線をさまよわす。

　だが再び友也を捉とらえたとき、その双そう眸ぼうには言いようのない笑みが滲にじんでいた。

　強者が弱者を追いつめるときと同じ表情だ。なぜここでこんな笑みを向けてくるのか。

「せっかくのお話ですが……」

　切りだす須賀の唇を食い入るように見つめる。

「宝石について知識のある方、もしくは彫ちよう金きんのできる方でしたら大だい歓かん迎げいなんですが、名波さんはそうではないですよね。アレキサンドライトのカラーチェンジもご存知なかったと、僕は記憶しておりますが」

　パーティーのときに交わした会話を言っているのだとすぐに気がついた。

　そもそも須賀が友也を覚えていたこと自体、小さな誤算だったのだ。話しかけられたから応じた、たったそれだけの言葉が命取りになるとは。

「実はあのときはその……」

　すぐに言い訳をしようとしたのだが、須賀はそれも見み越こしていたらしい。「ではこの石が何か分かりますか？」と、自身のネクタイを突つきつけてくる。

　タイピンのワンポイントに使われている宝石の名を問われたのだろう。澄すんだ若草色の宝石だ。パーティーの夜に訊きかれていれば答えられなかっただろうが、いまは違う。

「鉱物名はオリビン。ペリドットですね」

　自信満々に答えると、須賀の口くち許もとがいっそう緩む。

「惜おしい、と言えないのが残念ですね。ガーネットです」

「……は？」

　アレキサンドライトの特とく徴ちようを知らなかっただけで、ここまで馬ば鹿かにされないといけないのだろうか。ガーネットの色くらいは、須賀のことを調べる前から知っている。

「ガーネットでしたら赤でしょう。ざくろ石とも呼ばれていますよね」

「名波さんがおっしゃっているのは、ロードライトガーネットのことですね。だけどガーネットはレッドだけじゃない、実はいろんなカラーがあるんですよ。明るいグリーンのこれは、デマントイドガーネットと呼ばれるものです。ぜひ調べてみてください。僕の受賞歴を調べてくださったように」

　完全に見み抜ぬかれていたことを知り、カッと頰ほおが熱を持つ。

　だがここまで来て引き下がるわけにはいかない。

「し、しかし私は本当に須賀先生のファンなんです。宝石に関しての知識はまだ浅いですが、先生のお力になりたいという気持ちに偽いつわりはありません」

「そうおっしゃられても名波さんにしていただくような仕事はありませんよ。無報酬というのもありえません。せっかく名の通った会社にお勤めなのですから、退職されるにしても職歴を活いかすお仕事を探されたらどうですか？」

　須賀は「では」と頭を下げると、友也に背を向け、再び大通りを歩きだす。

　さすがに察した。この接せつ触しよくは失敗だ。ここまで突き放されてしまえば、日をあらためての接触はもっと難しくなってしまう。

　なんとかしなければ──。

「須賀先生っ」

　夢中で追いかけると、須賀は半ばうんざりしたような表情で振ふり向いた。

「まだ僕に用ですか？　あまりしつこくされると、何か他ほかに目的があるとしか思えないんですが」

「……あ……」

　呟つぶやいたきり、言葉を失なくす。睨にらみつけるほどではなかったが、それでも強い眼まな差ざしに射い貫ぬかれ、友也はようやく躍やつ起きになりすぎていた自分に気がついた。

「……目的だなんて……私はそんなつもりでお声をおかけしたわけではなくて……」

　なんとかしなければいけない。焦あせる気持ちは先ほどと同じだったが、須賀にすげなく断られたのにもかかわらず追いかけた、この状じよう況きようを言い訳するための言葉なら、ひとつだけ知っている。

　まさかありえないと切り捨てた方法を試ためすはめに陥おちいるとは思ってもいなかった。

　だがこれ以上警けい戒かいされてしまうと、二度と須賀には近づけない。どうせ玉ぎよく砕さいするのなら同じだろう。そう腹を括くくり、頭ひとつ分高い位置にある端たん整せいな顔を見上げる。

「好きなんです」

「……は？」

「私は須賀先生のことが好きなんです」

　須賀はゆっくり瞬くと、「ああ」と笑った。

「ファンということですね。先ほども聞きました。どうもありがとうございます」

　棒読みがいけなかったのか、それとも言葉が短すぎたのか。須賀がまたもや踵きびすを返しかけたので、今度はその腕うでに手をかける。

「いえ、そういう意味ではないんです。私はパーティーの夜、初めて須賀先生にお会いしたときから先生のことが忘れられなくて……。私は先生に一ひと目め惚ぼれをしてしまったんだと思います。あの夜の先生は誰だれよりも素す敵てきでした」

　あからさまに目を瞠みはった須賀を見て、終わったと思った。

　これは越こえてはいけないハードルだったのだ。だが越えた先にたとえ奈な落らくが待ち受けていようとも、いまさら引き返すことはできない。

「すみません、ファンだなんて曖あい昧まいな言葉を使ってしまって。年上の、それも男なんて興味はないですよね。だけど私は先生のためでしたら、どんな仕事でもいたします。先生のことが好きなんです。どうかお側そばに置いてもらえないでしょうか」

　須賀は瞬きもせず友也を凝ぎよう視ししている。

　驚きよう愕がくなのか嫌けん悪おなのか、その眉み間けんが目の前でつっと寄せられた。

「意外ですね。あなたが同性の僕に一目惚れだなんて。パーティーでお会いしたときは、もっとクールな方だと思っていたんですが」

「そ、そんなことはないです。きっと顔立ちのせいでしょう。よく誤解されるんです」

「なるほど。実は情熱家ということですか。だけど僕が住み込みの仕事をお願いしたらどうします？　なおかつ僕と同じベッドで寝ねることを強要したら？」

　有馬には出張扱あつかいにされているので、住み込みだろうが何だろうが不都合はない。大だい丈じよう夫ぶですと答えようとして、問いの裏側に仕込まれた本当の疑ぎ問もん符ふに気がついた。

　須賀は友也の告白を信じていない。だから試すようなことを訊いているのだろう。

　同じベッドで寝ろということは、つまりそういうことだ。

「だ、大丈夫です……。私はその、本当に須賀先生に惹ひかれていますので、先生と同室同どう衾きんだなんて夢のようです。緊きん張ちようしすぎてしまって、きっと一いつ睡すいもできないと思いますが……」

　状況を塗ぬりかえるための噓とはいえ、当然自分の言葉は自分の耳にも届く。

　いったい何を言っているのかと、耳と口を塞ふさいでうずくまりたくなった。周囲にはそれなりにざわめきもあっただろうが、胸を打つ鼓こ動どうがうるさすぎて何も聞こえない。

　笑いたければ早く笑えばいい。たまらずアスファルトに目を伏ふせたとき、

「あんた、それ本気で言ってんの？」

　初めて聞く、くだけた口調が前まえ髪がみに触ふれた。

　まさか年下の男に『あんた』呼ばわりされるとは思ってもいなかった。

　だがつい先ほどまでの須賀は、友也が何を言っても職業人らしい振る舞まいを貫つらぬいていたのだ。それが『好き』という言葉で素すの須賀を引きだすことになろうとは。

　これはもしかして一歩近づけたことになるのかもしれない。

「ほ、本気です……」

「すごいな、ベッドも同じで構わないなんて。だけどわざわざ住み込みで来てもらっても、本当にあんたに頼たのめるような仕事なんてないんだよ。ショールームのほうも事務所のほうも人手が足りてるし、せいぜい俺んちの掃そう除じをしてもらうか、俺のメシを作ってもらうくらいかな。大だい企き業ぎようの元秘書さんがそんな仕事なんてできないだろ？」

　これも試すつもりで訊いているのだろうか。秘書課に在ざい籍せきして五年。退職していく秘書を何人か見てきたが、確かに家政夫やハウスキーパーに転職した例は聞いたことがない。

　だが家政夫まがいの仕事なら宝石の知識は必要ないし、住み込みなら須賀を思う存分探さぐることもできる。いまの友也にとってはこれ以上ないほど好都合だ。

「できますよ。ぜひお願いいたします」

　笑みを浮うかべて答えると、須賀は思案するようにしばらく宙を見つめていたが、

「じゃあおいでよ」

　再び友也に視線を移したとき、あっさりそう言った。

「えっ、いいんですか？」

「いいよ。ちょうど部屋が散らかってて、ハウスキーパーを探してたところなんだ。住み込みでメシまで作ってくれるんなら、ほんと助かるよ。再来週の月曜からでもいいかな？　来週はちょっと仕事が立て込んでて、俺の都合が悪いんだよな」

　すぐにでも荷造りをして乗り込みたいほどだったが、仕方がない。「私のほうはいつからでも大丈夫です」と、力強くうなずいてみせる。

「そう？　じゃあ再来週の月曜日の午後、ショールームに来てよ。夜の八時にクローズだからそれまでに」

　信じられない。まさかこんなにもとんとん拍びよう子しに事が運ぶとは思ってもいなかった。

　他人を自宅に入れることに抵てい抗こうを持っていないのか、それともこれが『好き』という言葉の威い力りよくなのか。

「ありがとうございます。必ずお伺うかがいいたします」

　差しだされた名めい刺しを両手で受け取っていると、ふいに須賀が背を丸め、ニッと笑った唇くちびるを友也の耳に近づけてきた。

「だけど俺、あんたが思うよりやらしい男だと思うよ。今夜は俺のこと、たくさん想像してみてよ。本当に俺と同じベッドでも平気かどうか、まずはあんたがあんたの体に訊きいてみないと」　>>>♥

　ざっと頰の産うぶ毛げが逆立ち、視野すべてが真っ白に弾はじけた。

　じゃあまた再来週に。最後の言葉はそんなものだっただろうか。乾かわいた冬の風が前髪をさらっていったが、須賀の囁ささやきが触れた右の耳みみ朶たぶだけは、いつまでもじんじんと熱かった。




　　　　＊＊＊




「これから須賀のショールームへ向かいます。進展がございましたら、また連れん絡らくいたします」

　待ちに待った一週間後、友也は有馬に電話を入れたあと、ひとり暮らしのマンションを出た。

　須賀のショールームは麻あざ布ぶにある。スーツケースを持っての移動はきつかったので、マンション前からタクシーを使った。

　須賀にはずいぶんきわどいことを最後の最後に囁かれたが、あれは須賀流の牽けん制せい球きゆうだったのかもしれない。たった一晩で友也が逃にげだすことを想像したのなら、まったく余計な世話だ。

　男の体なら有馬を知っている。耐たえれば終わることも知っている。たとえ体を弄もてあそばれようとも、この機会を利用する以外に手はない。それが友也の出した結論だった。

　麻布までの道はそう混雑しておらず、『効率的な掃除の仕方』や『男が喜ぶ肉料理』などをスマートフォンで検けん索さくしているうちに、ショールームに辿たどり着いた。

　白い外観のモダンな建物だ。四階建てだったが、ビルというより戸建てに近いデザインで、住宅の多い一角に自然と溶とけ込んでいる。ガラス張りの一階がショールームになっていて、わざわざ探さなくても須賀を見つけることができた。今日はスタイリッシュなブラックスーツにループタイを合わせている。

　見つめながら扉とびらに近づいていくと、須賀のほうも友也に気がついた。

　約束どおりのはずだが、須賀は目を見開き、『噓うそだろ……』と唇を動かす。そしてまじまじと友也を見たあと、笑えみを嚙かみ殺したような顔で扉から出てきた。

　そして開口一番、

「あんたさ、本当に来てどうすんの」

　そう言った。

「どういうことですか……？」

「どうもこうもないだろ。住み込みの家政夫で、ベッドも俺と同じなんて、ありえないと思わなかった？　なのに本当に荷造りしてのこのこ来るなんてさ」

　さすがに察した。

　いくら須賀の『ファン』で、須賀のことが『好き』だったとしても、ごくふつうの神経の持ち主なら引くところだったのだ。友也とて須賀を探るという目的がなければ、いきなり告白をして、その相手が言うままに住み込みの家政夫になろうとするなど、ぜったいにない。

「あんたは俺より大人なのに、惚ほれると見境がないんだな。一目惚れもほどほどにしておかないと、悪い男に弄ばれるだけだと思うよ？」

　妙みように優やさしい声でそれを囁かれたのが、今日いちばんの屈くつ辱じよくだった。

「どうする？　冷静になれたんだったら送っていくけど？」

「いいえ、帰りません。私は本当に先生のお宅の住み込みの家政夫になれると思って、喜び勇んでここへ来たんです。それなのに先生は冗じよう談だんにしてしまわれるんですか？　いくら私が男でも、それは度を超こえたからかいなのではありませんか？」

　ここまできて諦あきらめられるわけがない。だが須賀の目にはきっと『想おもいが強すぎて暴走している人』に映っているだろう。見開いた眸ひとみでじっと見つめられ、自分の知らない自分を演じているのが途と方ほうもなく恥はずかしくなった。

　じょじょに熱くなっていく頰ほおを持て余し、うつむいたとき、

「あんたってさ、普ふ段だんから自分のこと、『私』って言ってんの？」

　ぽりぽりと顎あごをかく音にまじり、先ほどまでの話とはまったく関係ないことを訊かれた。

「いえ、仕事のときだけですが……？」

「だったら普段のままでいいよ。俺、堅かた苦くるしいのは好きじゃないんだ。それから俺のことを『先生』って呼ぶのもやめてくれる？　家に帰っても仕事をしてるような気分になるだろ？」

　なぜそんなことをいま言うのだろう。戸と惑まどいながらも「気をつけます……」とうなずくと、須賀はショールームの扉を開け、「ちょっと出てくるから」とスタッフに声をかける。そして友也のスーツケースを持つと、先に立って歩き始めた。

「あの、どちらへ？」

「俺んちに決まってんだろ」

　須賀はぶっきらぼうに答えると、来客用の駐ちゆう車しやスペースを横切り、ショールームの裏手へと進んでいく。

「それは私が……いえ、僕が住み込みの家政夫になってもいいということですか？」

「ま、そういうことだろな」

　押しの一手で迫せまったせいで怒おこっているのかと思いきや、そうではなさそうだった。須賀は追いかけてきた友也にちらりと顔を向けると、軽く口角を持ちあげてみせる。

「あんたがいいなら俺のほうは構わないよ。ハウスキーパーを探してたのは本当だったから」

　ありがとうございます、と頭を下げかけたとき、

「だけど俺と一いつ緒しよに寝ねてもらうのも本当だから。俺は好きだと言い寄ってきた人を、床ゆかやソファーで寝させるほど冷たくはないよ」

　須賀はにやついた顔でそんなことも言った。

　覚かく悟ごしてきたとはいえ、昼日中からあからさまに宣言されたくはない。またもや頰が熱くなり、須賀の背に続く足が縺もつれそうになる。

　ショールームの裏手にはガレージがあった。車が収まっているのが見えたが、須賀はガレージへは向かわず、建物の上階へ続く外階段をのぼり始める。

「もしかしてこの上がご自宅ですか？」

「そう。一階がショールームで、二階が事務所。三階と四階が自宅」

「へぇ……」

　階段をのぼりながら辺りを見まわしているうちに三階に辿り着いた。

　どうやらホームセキュリティをかけているらしい。須賀はスティック状の鍵かぎでセキュリティを解除したあと、同じキーケースから自宅の鍵を取りだしている。

「どうぞ。かなり散らかってるけど」

　扉を開け放ち、先に室内へと入っていく背中。「お邪じや魔まします」と頭を下げてからあとに続き、その言葉が謙けん遜そんではないことを知った。

「急ぎの仕事を終えたばかりなんだ。普段はここまでじゃないんだけど」

「なるほど。ずいぶん大変なお仕事だったようですね」

　モノトーンにゼブラ柄がらを効かせたリビングはしゃれているといえばしゃれていたが、床にもソファーにも洋服が脱ぬぎ散らかされていて、雑然を超えた雑然さだ。ローテーブルの上には雑誌や弁当殻から、空き缶かんなどが散乱していて、天板が何色なのかも分からない。

「びっくりした？」

「いいえ。片づけ甲が斐いのある素す敵てきなお部屋じゃないですか。だけど恋こい人びとが来るときはどうしているんですか？　そのときだけ片づけているんですか？」

「恋人？」

　友也は足あし許もとに落ちていた花はな柄がらのストールを摘つまみあげた。その拍ひよう子しに何かが床に落ちた。星が三つ連なった形のピアスだった。

「実は僕、須賀せ……いえ、須賀さんが女性の車に乗るところを目もく撃げきしたことがあるんです。先々週の火曜日辺りだったでしょうか。青山のジュエリーショップの近くで」

　友也は須賀にストールとピアスを差しだしながら、さりげなく羽村優花のことを訊いた。「車は黒の軽四でした」と補足すると、須賀は初めて声を上げる。

「ああ、思い出した。あの店で打ち合わせした日かな。確かモデルをやってた子に迎むかえに来てもらったような気がする。だけどもう別れたよ」

「えっ、別れたんですか？」

「別れたよ。連絡先も消した。まぁそんなに好みのタイプでもなかったし」

　来る者は拒こばまず、ということなのだろうか。あの日のふたりを思い出す限り、別れが近い雰ふん囲い気きには見えなかったので意外といえば意外だったが、これで優花の消息は完全に分からなくなったということだ。もしかして有馬以上に遊んでいる男なのかもしれない。

　そのあとはリビング以外の部屋をざっと案内された。キッチンやダイニングは三階で、寝しん室しつやバスルームは四階という配置だ。

「とりあえずあんたに頼たのみたいのは、リビングの掃そう除じと片づけ。時間が余ったら他ほかの部屋もどうにかしてくれよ。掃除道具はすぐそこのクローゼットのなか。それからごみ袋ぶくろは……」

　須賀はキッチンの収納からごみ袋を取りだすと、それを束のまま友也に差しだし、「じゃあよろしく」と、自身はさっさと玄げん関かんのほうへ歩んでいく。

「あの、須賀さんはどちらへ？」

「ショールームにいるよ。まだ昼休きゆう憩けいに行ってないスタッフがいるんだ。その子の休憩が終わったら一度戻もどってくるから」

　昼休憩ということは、一時間は帰ってこないだろう。友也は須賀を見送ると、さっそくリビングでごみ袋を広げた。

　もしかして青せい龍りゆうの雫しずくを取り戻す上での重要な手がかり──たとえばコレクターとのやりとりをメモした紙でも残っているかもしれない。そう思い、弁当殻をごみ袋に突つっ込みながら、丸められた紙かみ屑くずや雑誌の余白にも注目してみたが、特にそれらしい走り書きを見つけられないまま、あっさり一枚目のごみ袋がいっぱいになった。

　それにしても見れば見るほど散らかっている部屋だ。苦く笑しようしながらソファーで団子になっている毛布に手をかけたとき、毛布にまぎれていたらしい何かが、音を立ててリビングの床を転げていった。

　先ほどはピアスを拾っている。今度は何だ、と呆あきれながら辺りを見まわし、ギョッとした。

　窓辺にほど近い床の上にティアラが転げている。

　センターストーンはエメラルド色の石だったが、石の大きさも、薔薇ばらが重なり合ったデザインも、有馬が沙世に贈おくったものとよく似ている。飛びつくようにしてティアラを拾いあげ、愕がく然ぜんとした。

　縁ふち裏うらには有馬が海外のデザイナーに彫ほらせた一文と、まったく同じものが彫られている。

「ほ、本物……!?」

　ぶるっと手が震ふるえ、あやうくティアラを落としそうになった。

　だがいくらデザインと刻印が同じでも、センターストーンがエメラルドなら、友也が探しているものではない。アレキサンドライトの最大の特とく徴ちようは、カラーチェンジ。陽光の下では青や緑だが、ろうそくや白熱灯に照らされると、赤系の色になる。

　片かたっ端ぱしからリビングの明かりをつけていくと、ソファーの上の、三つ並んだスポットライトが白熱灯だった。

　自然光があまりまじらないようティアラを手のひらで覆おおうようにして、ライトにかざす。すると、グリーンだったはずのセンターストーンがさっと鮮あざやかなレッドに変わった。

　間ま違ちがいない。これは青龍の雫を使った本物のティアラ──。

　確信した途と端たん、くらりと目がまわり、友也は崩くずれるようにしてその場にへたり込んだ。

　何か手がかりを見つけることができれば……とは思っていたが、まさかティアラそのものを見つけてしまうとは。

　とりあえず有馬に連れん絡らくをしよう。いや、これを隠かくすのが先か。

　どうにか思考を整え、スーツケースににじり寄ろうと尻しりを浮うかしたとき、いきなり玄関の扉とびらが開く音がした。

　息を吞のんだその瞬しゆん間かん、須賀が大おお股またでリビングに入ってくる。

　咄とつ嗟さにティアラを背中に隠したが、須賀は友也には目もくれない。それどころかひどく慌あわてた様子で、ソファーに並んでいたクッションを忙せわしなく引っくり返しては床へ放り始めた。

　あきらかに何かを探している手つき。ごくりと唾つばを飲む。

　だが須賀はふと手を止めると、おもむろに頭上を仰あおぐ。陽ひがあるのにつけられているスポットライトに気がついたらしい。そこで初めて据すわった眸ひとみが友也に向けられた。

「あんたさ、もしかしてなんか見つけたんじゃねえの？」

　一歩、二歩と長い足が近づいてくる。それはいまだ床に座り込んでいる友也の真ん前で止まり、曲げられた。

　鼻先と鼻先が触ふれ合うくらいに顔を近づけられ、「──なあ」と急かす、苛いらついた声。

　とぼけることも考えたが、この距きよ離りではいずれ見つかってしまう。

「こ、これのことですか……？」

　友也はできるだけ自然に、後ろ手に握にぎっていたティアラを須賀に差しだした。

「あんた、やっぱり──」

　がっくりと首を垂れた須賀が、露ろ骨こつに舌を打つ。

「くそう。他人を家に入れるときは気をつけないとだめだな。ほんとにあんたが来るとは思ってなかったからさ、これを置きっぱにしてたの、すっかり忘れてたよ」

　須賀はうねった髪かみを乱暴にかきむしりながら、「あーあ」と声に出して息を吐はく。

「あんた、これが何か知ってる？　知ってるよな、有馬の秘書だもんな」

「……有馬が……沙世さんに贈ったものですよね……？」

「そう。それの複製品」

「複製品……？」

　須賀の言葉をそのままなぞったあとで、「ええっ」と声が出た。

「こ、これは複製品なんですか？」

「そうだよ、あのティアラのコピー。俺が作ったんだ」

　そんなわけがないだろう。思わず言いかけたが、友也はすんでのところで飲み込んだ。

　もしかして須賀は、縁裏の刻印に気づいていないのかもしれない。

　単にデザインをコピーするだけなら、写真さえあれば可能なはずだ。羽村優花が有馬をおびきだし、隙すきをついてティアラの写真を撮とる。それを参考に須賀がダミーを制作し、パーティーの夜に本物とすり替かえる──。

　まったく考えられない話ではなかった。

「へぇ……驚おどろきました。こんなに完かん璧ぺきな複製品なんて作れるんですね」

　ここは騙だまされたほうがいい。友也はそう判断をつけた。

「うまくできてるだろ？　だけど複製品だから、地金はホワイトゴールドだし、アレキもイミテーションを使ってる」

「イミテーション？　色が変わる石なのに人工で作れるんですか？」

「作れるよ。日本のメーカーだって作ってる。よく見てみろよ。青龍の雫みたいにカラーが鮮やかじゃない。少しくすんでるだろ？」

　言いながら須賀は友也にティアラを差しだしてきたが、友也がティアラに触れても、完全に手を離はなそうとはしなかった。

　──須賀はこのティアラが持ち去られてしまうことを警けい戒かいしている。

　滅めつ多たにかかない汗あせがじんわりと腋わきの下に滲にじんでいくのを感じていたとき、

「誰だれにも言うなよ」

　須賀が友也の肩かたを引き寄せて囁ささやいた。

「パーティーのときに見たティアラがきれいだったから、思わず作っちまっただけなんだ。他のデザイナーがデザインしたものをコピーしたなんて、誰にも知られたくない。悪用するつもりはなくても、聞こえは悪いだろ？　俺も一応はデザイナーなわけなんだしさ」

　もしかしてこういう事態に陥おちいったときのために、事前に言い訳を用意していたのかもしれない。須賀はまったくつっかえることなく保身のための弁を語る。

　思わず失笑しかけたが、それを親愛の微笑ほほえみにすり替え、

「ご安心ください。けっして口外はいたしません」

　友也はうなずいてみせた。







『須賀の自宅にて本物と思われるティアラを発見いたしました。詳しよう細さいは日をあらためて連絡いたします』

　友也は有馬にメールを打つと、四階の寝しん室しつにいる須賀のためにコーヒーを淹いれた。

　今夜の夕食は須賀に連れられて外で済ませたので、家政夫らしい仕事といえば、リビングと寝室を掃除したくらいだ。さすがに半日にも満たない時間だと、すべての部屋を完璧に片づけるのは難しく、だが須賀には「あんたってきれい好きなんだな」と感心されたので、住み込みの家政夫としてはまずまずのスタートだと思っている。

「失礼します」

　軽くノックしたのちに寝室の扉を開ける。

　須賀は急ぎの仕事が入ったようで、しばらく前から窓辺に置いたパソコンデスクの前だ。今日着ていた黒いジャケットは、さっそく回かい転てん椅い子すの後ろに放り投げられている。

「お仕事、大変そうですね」

　友也はマグカップを須賀の前に置くと、ジャケットを拾いながらさりげなく切りだした。

「そういえばあのティアラはどこにしまわれたんですか？」

　毛布にまぎれているティアラを発見したところを須賀に見つかり、数時間。

　須賀はショールームに戻もどるときにティアラを持っていってしまったので、それ以降友也はあれを見ていない。

「ティアラって？　ああ、複製品のこと？」

「ええ」

　うなずきながら、ジャケットをしまうためにウォークインクローゼットに向かう。

　我ながら自然に訊きけたなと悦えつに入っていたのも束つかの間、「隠したよ」とあっさり言われてしまい、ジャケットを取り落としてしまった。

「あんたにはバレたけど、人に見られたくないのは変わらないよ。花びらの表現法が俺とは違ったから勉強したかっただけなんだ。あんたも忘れてくれるとありがたいな」

「そんな……」

　隠されてしまっては、もう一度確かく認にんすることも、取り戻すことも叶かなわない。友也はジャケットをハンガーにかけると、慌ててクローゼットを出た。

「もったいないですよ、隠してしまうなんて。僕はもっと見たいと思っていたのに」

「コピーなんか見てどうするんだよ。本物のほうが百倍きれいだろ」

「須賀さんが作られたあの複製品も同じくらいきれいでしたよ。それに本物のほうを知らない人には、複製品だなんて分からないんじゃないですか？　せめて僕にだけは見せてくださいよ。薔薇ばらの形とかすごくきれいだったんで、ゆっくり手にとって眺ながめてみたかったんです」

　どうにかして心変わりさせなければ──。

　思いつく限りを並べていると、ふと須賀が頰ほお杖づえをついた。少しの笑みを滲ませた鳶とび色いろの眸。それは離れることなく、デスク脇わきに立つ友也をじっと見上げている。

「な、なんですか？」

「いや、全然緊きん張ちようしないんだなと思って」

「……緊張？」

「夜よ更ふけに寝室で、一応俺とふたりっきりなわけじゃん。なのに複製品のことばかり言って。あのティアラがそんなにも気になるわけ？」

　またもや躍やつ起きになりすぎてしまったらしい。焦あせったせいか、それとも見つめられたせいか、ぼっと頰が熱を持ち、自分のことなのに面めん食くらう。

「ち、違ちがいますよ。僕は須賀さんの作品だから言ってるんです。デザインはコピーでも、作ったのは須賀さんじゃないですか。僕は毎日でも須賀さんの作品を見ていたいんです」

　なんとかファンらしい科白せりふで締しめくくり、須賀の視線から逃のがれるため、スーツケースを置いているベッドサイドへ向かう。平常心を取り戻そうと中身の整理を始めたものの、何度着き替がえをたたみ直しても、一度乱れた鼓こ動どうはなかなか治まらない。

　須賀が言うとおり、ふたりっきりなのだ。しかもすっかり夜の帳とばりは下りている。

　これが有馬なら、友也をベッドに突つき飛ばすなりしてさっさと始めてしまうところだが、須賀は再びパソコンに向かっていて、腰こしを上げる気配はない。

　目の前にはキングサイズのベッド。

　意識すればするほど、ぎゅっと空気が凝ぎよう縮しゆくしていくようで息が苦しい。

　ここからどう展開させればいいのだろう。ちらちらと須賀を盗ぬすみ見しながら、スーツケースに着替えを入れ直していると、

「ああ、ごめん」

　いきなり振ふり向かれ、友也はびくっと肩を跳はねさせた。

「あんた、先に寝ねたらいいよ。俺のことは気にしなくていいから。ちょっと仕事のきりがつきそうにないんだ。バスルームの場所は分かるだろ？」

　拍ひよう子し抜ぬけした。体を投げだすことは覚かく悟ごしていたが、何もないまま朝を迎むかえられるのなら、そのほうがいいに決まっている。

「そうですか。では、お言葉に甘えて先にバスルームを使わせていただきます」

　着替えを手にして一礼したのは、ともすれば緩ゆるんでしまいそうになる口くち許もとを隠かくすためだ。安あん堵どしていることを須賀に悟さとられないよう、うつむいたまま隣となりのバスルームに向かう。

　須賀が多た忙ぼうな男で助かった。たっぷりと湯を張ったバスタブで、魂たましいごと抜け出るような息を吐はく。思いきり手足を伸のばし、また一息。友也が借りているマンションとは大違いの広いバスルームだ。バスタブの他ほかにジェットバスまでついているという豪ごう勢せいさ。

　住み込みの家政夫だからいいだろうと勝手に判断して、シャワーもジェットバスも遠えん慮りよなく使ったのだが、バスタオルを引っかけてバスルームを出たとき、青ざめた。

　洗面所に置いていたはずの着替えがない。

　脱ぬいでたたんでおいたスーツと一日穿はいた下着すらないのだ。

　もしや寝室で素すっ裸ぱだかになって、着替えすら持たずバスルームに向かってしまったのかと考えたが、そんな馬ば鹿かな振る舞まいは天地が引っくり返ってもしない。

　考えられるのはただひとつ。須賀が隠したのだ。

　いったい何を考えているのか。年下の男とはこういうくだらないことをする生きものなのか。

　友也は体にきつくバスタオルを巻きつけ、洗面所を出た。スーツケースにさえ辿たどり着くことができれば、この窮きゆう地ちから抜けだせる。

　音を立てないよう細心の注意を払はらって寝室の扉とびらを開けると、須賀はいまだパソコンの前だった。都合がいいことに扉へは背を向けていて、友也が戻ってきたことにも気がついていないようだ。

　チャンスとばかりに、抜き足差し足でベッドサイドへ向かう。

　だが五歩進んだところでまたもや青ざめた。

　スーツケースがない。

　ベッドの下、パソコンデスクの脇、ウォークインクローゼットの扉の前。床ゆかに這はいつくばって何度も部屋中を見まわしてみたが、どこにもない。

　呆ぼう然ぜんと固まっていると、回転椅子のキャスターが動いた。椅子を降りた足は、迷うことなく友也の側までやってくる。

「お帰り。そんな格好で何やってんの？」

　四つ這いのまま、須賀と眸ひとみを合わせなければいけないこの羞しゆう恥ち。赤らんだ頰を隠したかったが、身じろぎすればタオルの合わせ目がほどけてしまう。

「服が……僕の服がないんですけど」

「あ、そう。だけどいらないんじゃないの？　あんたは俺と抱だき合いたいんだろ？」

　そんな直ちよく截せつ的てきなことを言った覚えはないが、先に寝てもいいと言われたのは覚えている。

「あ、あの……お仕事は……？」

「とっくに終わってる。お預けを食わせたら、あんたがどんな顔するのか見てみたかっただけだよ。だけど思ったほどがっかりされなくてびっくりだったんだけど」

　友也はうなだれた。歳は友也よりも下だが、したたかさでは須賀のほうが上らしい。視野の端はしにゆっくりとベッドの縁ふちに移動する下半身が映る。

「あの、ひとつ訊いてもよろしいでしょうか」

「何」

「もしかして須賀さんは……ゲイですか？」

　この問いにイエスなら、「好きです」と告白した途と端たんに態度をやわらげてきたのも、バスタオル一枚しか与あたえられていないこの状じよう況きようにも納なつ得とくできるのだが、須賀は「まさか」と笑う。

「だけどあんたが相手なら勃たつんじゃないかな。いまでも結構興奮してるから」

「……そうですか……」

　ゲイではないが、ベッドをともにする気はあるらしい。

　何もないまま朝を迎えられると思ったあの瞬しゆん間かんが、ただのぬか喜びだったと知るのは癪しやくだったが、もともと心を決めてここに来ているのだ。

　友也はひとつ息を吸い、立ちあがった。

「それはよかったです。須賀さんはてっきり僕には興味がないんだろうと思っていましたので」

　危き惧ぐしたとおり体からバスタオルが滑すべり落ちたが、その行方ゆくえではなく須賀を見る。それでも値ね踏ぶみするように頭のてっぺんから爪つま先さきまで視線を這わせられると、覚悟とは裏腹に肌はだがざわついた。

「へぇ。あんたってスーツ着てるときも美人だけど、脱いでもきれいなんだな」

　だけど、と言葉を継つぎながら須賀が喉のど奥おくで笑う。

「萎なえてるのはつまらないよ」

「…………」

　勃たなくてもいいところで勃つのは男の性さがだが、勃たなければいけないところで勃たないのも男の性だ。

「すみません、緊張していて……」

「ふぅん。緊張ねぇ」

　須賀はあまり信じてなさそうな口くち振ぶりで言うと、友也の下か肢し肉に手を伸ばしてきた。

　どう扱あつかわれるか想像できなかったせいもある。馴な染じみのない温度に包まれた雄おすは、嫌いやだ嫌だとでも言うようにますます縮こまる。

「参ったな、そう乱暴なことをするつもりじゃないんだけど」

　すみません、口ではそう謝りながらも、もしかしてこのまま逃にげられるかもしれない──友也は頭の隅すみでそんなことを考えていた。

　だが続く須賀の言葉で、ささやかな期待は木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んだ。

「だったら自分で勃たせてみなよ。自分の手だったら怖こわくないだろ？」

　自じ慰いを勧すすめられたのだと理解するまで三拍ぱくかかった。

　とんだ屈くつ辱じよくだ。そんなことを人前でするくらいなら、血まみれになるほうを選ぶ。

「僕のことは気にしていただかなくて結構です。須賀さんにならどんなふうに抱だかれても平気なので好きにしてください」

「いや、そういうわけにはいかないよ。俺のことが好きで好きでたまんなくて、家政夫をやってくれるんだろ？　その気持ちに応こたえるつもりで、今夜は俺があんたのおもちゃになるよ」

「……おもちゃ？」

　バスタブに浮うかべて遊ぶアヒルの玩がん具ぐが頭あたまに浮かんだが、須賀が言っているのは多分そういう類たぐいのおもちゃではない。

「だから、俺があんたの体を使うんじゃなくて、あんたが俺の体を使えばいいってこと」

　やはり三拍置いたのち、目の奥が恥ち辱じよくの赤に染まる。

「結構です。僕は生身のおもちゃで遊ぶ趣しゆ味みはありません」

「へぇ、生身じゃないおもちゃなら使うんだ。あんたも真ま面じ目めな顔してやらしい人だな」

「そういう意味じゃ──」

　ありませんっ、と否定する前にベッドへ引き込まれた。

　このまま組み敷しかれたらどんなに楽だったか。だが須賀はシーツに倒たおれた友也にのしかかることはせず、腕うでを摑つかんで引き起こす。目まぐるしく変わる体勢にシーツの白も天てん井じようの白もごっちゃになり、ようやく焦しよう点てんがあったときには足を開かされ、須賀の太ふと腿ももの上に跨またがらされていた。

「俺、最初に言っただろ？　本当に俺と同じベッドでも平気かどうか、自分の体に訊きけって。その答えを教えてよ」

　ありえない。須賀のどの科白せりふに反応したのか、雄おす茎ぐきが鎌かま首くびを持ちあげている。

　目ざとくそれを見つけた須賀が薄うすく笑い、その吐と息いきがこめかみに触ふれる。思わず上体を後ろへ引くと、腰こしを支えていた須賀の手に力が籠こもった。

「あんたの想像のなかの俺はどんなことをした？」

「な……何も……」

「そんなわけないじゃん。あんた、俺が好きなんだろ？　俺と同室同どう衾きんなんて夢のようだって言ったくせに、俺をおかずにしないなんてありえないだろ」

　まさか自分がついた噓うそで、こんなふうに追いつめられてしまうとは思っていなかった。

　だが好きだと告げて近づいたからには、須賀には信じてもらわないといけない。

「噓……です。たくさんいろんなことをされました……」

「たとえば？」

「ここを……その、触さわられたり……」

　友也は観念して自身の性器を握にぎった。

　ちらりと須賀を見ると、冷めた眼まな差ざしで見おろしているだけだ。仕方なくあてがった手のひらを上下に擦こする。気持ちいいとはまったく思わなかったが、陥おちいっている状況が刺し激げきとなったらしく、性器は手のなかでいとも簡単に硬こう起きした。

「他ほかには？」

「えっと……乳ち首くびを、乳首を触られました」

「やってみせて」

　特に触ることのない場所だ。こちらは大だい丈じよう夫ぶだろうと踏ふんで左の花芽に手を伸のばしたが、親指の腹で撫なでただけで、ぞくっと肌が震ふるえて驚おどろいた。

「なんでやめるんだよ」

　続けろ、ということなのだろう。きつく唇くちびるを嚙かんでからもう一度撫でてみる。

　声が出なかったかわりに「……っふ……」と鼻息が洩もれた。

「へぇ、乳首、好きなんだ」

　たかだか鼻息ひとつでなぜそんなことが分かるのか。だがぬっと持ちあがった須賀の手で右の花芽を弄られたとき、それが憶おく測そくではなかったことを知った。

「待、あっ」

　凝こり始めの尖とがりを摘つままれた瞬間、じんと下肢に走り抜ぬけた熱。その衝しよう撃げきで太腿からずり落ちそうになったが、須賀の手がそれを許さない。変わらず友也の胸にある手は、花芽を潰つぶしたり、摘まんだりを繰くり返し、まだやわらかなものを残していたそこを肉にく粒つぶへと変えていく。

「……ひっ、い……」

　有馬は蹴け散ちらすように挑いどんでくるので、こういう快感を教えられたことはない。

　なぜ乳首を弄られると、下肢が疼うずくのか。導線を見つけることもできないまま、手のなかの果か芯しんがぐっと反り返る。思わず手のひらで覆おおい隠かくすと、先せん端たんがぬるついていてまた驚いた。

　好きでもない男と寝ねるのはいままでと変わらない。

　それなのにこの体は──。

　思わず泳がせてしまった目をどう思ったのか、須賀はわざわざ友也の手を外して下肢の狭はざ間まを覗のぞき込んでくる。

「この程度で濡ぬれるんだ。スイッチ入ったら早いほう？」

　友也は首を振ふった。照れではない、本当に分からなかったのだ。

「こ、こういうことはあんまり……したことがなくて……」

「するだろ。男なんだから」

　ほら、と須賀が再び友也の手を局部へあてがう。

「最後までちゃんと見せてよ。右手も左手ももっと動かして」

「い……」

　嫌、と言いかけた唇を引き結ぶ。須賀に恋こいをしているのなら、悦よろこんでしなければ。

　その決意が眩くらむような羞しゆう恥ちを連れてきたが、言われるままに両手を動かすと、肌だけでない、目の奥までもが淫いん靡びな桃もも色いろに染まってきた。

「……あっ……は」

　上乗せされた羞恥のせいか、誰だれもいないベッドで密ひそやかに味わう快楽とは桁けたが違ちがう。

　生白い幹には絶え間なく欲よくの脈動が打ちつけていて、鎮しずめるために撫でさすっているつもりが、鎮まらない。とめどなく生まれる欲は淫液となって冠かんむりを濡らし、花芽から染み入る熱がさらなる追い打ちをかける。だめだと分かっているのに腰がもぞつき、くぐもった喘あえぎが引っきりなしにこぼれた。

「……ぁあ、ぁ……」

　こんなことで理性を失なくすなと自分を張り倒したいほどだったが、体が言うことを聞かない。

　自由を奪うばわれて蹂じゆう躙りんされるほうがどんなにましか。たまらず須賀の首筋に顔を埋うずめたが、須賀はそれすらも許さなかった。

「俺を見ろよ。惚ほれてんだろ？」

　ぐいと下した顎あごを摑まれ、眼前に迫せまった端たん整せいな顔。

「……っうぅ……」

　鏡がなくとも自分がどんな姿をさらしているのかは想像がつく。ハァハァと湿しめった息を継ぎながら臀でん部ぶをくねらせ、張りつめた欲の根を自らの手で撫でさする。そんな痴ち態たいをこの鳶とび色いろの眸ひとみは映しているのだ。自身はいまだ胸むな元もとすら乱していない、クールなままで。

　無理という言葉は極力使わないようにしている。仕事でもプライベートでも、だ。

　だが、

「も、もう……無理です……」

　縋すがるような声が洩れた。

「出せばいいじゃん。我が慢まんしろなんて言ってないし」

　誰が自じ慰いで果てるところなど見せたいものか。二度でも三度でも後こう孔こうに突つっ込んで終わりにしてほしい。そういう意味で訴うつたえたのだが、須賀には伝わらなかったようだ。

「俺もこの小さな穴から出るところが見てみたい。やらしいよな、涎よだればっか垂らして」

　須賀がからかうように亀き頭とうに指を絡からめてくる。たまらず目を逸そらしたのも束つかの間、親指と中指を使って蜜みつ口ぐちを剝むきだしにされた。

「いっあぁあっ」

　叫さけんで仰のけ反ったが、腰を支える手も亀頭を摑んだ手も離はなれない。それどころか人差し指の爪つめ先さきで蜜口をつつかれ、目の奥に閃せん光こうが走る。

「すげえ真っ赤。蕩とろけてるよ」　>>>♥

　須賀が言ったが、友也には見えない。見たくもない。必死に唇を嚙んでやり過ごそうとしたが、須賀の爪の先が繰り返し与あたえる細やかな振しん動どうに、蜜口があらたな露つゆを吐はきだす。きっと先走りにしては、はしたないほどの量だったのだろう。顔を歪ゆがませた友也とは裏腹に、須賀が満足そうな笑えみを唇に刻む。

「もっといい顔してみなよ。好きな男にオナニーを手伝ってもらえて嬉うれしいんだろ？」

「んん……っう……」

「嬉しくないのか？　あんたのここは悦んでるようにしか見えないんだけどな」

　ティアラを取り戻もどしたあとは、ぜったいに縁えんを切ってやる。この顔も声も名前も手の感かん触しよくもすべて忘れてやる──。

　ぐっと強く下唇を嚙んだとき、蜜口を嬲なぶっていた須賀の手が離れた。

「こっちも寂さびしいときは弄ってんの？」

　どこ、と考えるより早くその手は後方へまわり、双そう丘きゆうの狭間に潜もぐり込む。

「ひ、いっ」

　窄すぼまっていた襞ひだを割り、埋められた第一関節。ざっと粟あわ立だった肌はだのまま背筋がしなり、凝った乳首が須賀のループタイに擦れた。金属の冷たい硬かたさに思わず背を丸めてしまったが、後孔の入口でうごめく異物を感じると、またしても伸びをするように須賀に縋りついてしまう。

「本当にひとり遊びが好きなんだな。思ったほどきつくない」

「そ、そんなこと……しませんっ……」

「へぇ。だったら男がいるってことか。俺に惚れてるふりして本当は誰のものなんだよ」

　キスするように下顎に触れたその囁ささやきが、友也を我に返らせた。

　惚れてはいない、それを見み抜ぬかれるだけでも困るのに、有馬との関係まで知られてしまったら、この計画は頓とん挫ざしてしまう。

　捨て身で臨いどむ──友也は身をもってその言葉の意味を知った。

「だ、誰かのものだなんて……僕は本当に須賀さんのことが好きで……だけどその、同性の人と付き合ったことはあるんです。でも昔のことなので、いまは須賀さんのことしか……」

「そのわりには冷めてるんじゃないの？　どう見てもあんたが俺に惚れてるようには思えないんだよ」

　言葉途と中ちゆうで中指を根元まで埋められ、友也は引きつった悲鳴を上げた。

　蜜液を纏まとわせているせいで痛みはなかったが、その分奥深いところまで須賀の自由にさせてしまい、力ずくで馴な染じまされた柔やわ襞ひだが喘ぐようにして須賀の指に絡みつく。尻しり肉にくを摑つかんで揺ゆさぶってくる手はしたたかで、このまま友也が何もかも投げだして許しを請こうことを望んでいるようだった。

「待っ、待ってくださっ……ほ、本当に僕の……僕の好きにしていいんですか……？」

「ああ？」

「さっきの話です……。本当にその、須賀さんが僕のおもちゃになってくれるんですか？」

「なるよ。嚙みつくとか痛いのはナシだけど」

「だったら……須賀さんに触さわらせてください……。男の須賀さんを知りたいんです……」

　体だけならともかく、心まで暴あばかれてしまってはたまらない。

　友也は縺もつれる指で須賀のベルトのバックルを外しにかかった。その間も緩かん急きゆうをつけて後孔を突く手はやまず、ベルトを緩ゆるめ、スラックスの裂さけ目から須賀の雄おすの証あかしを取りだす、それだけのことをするのにずいぶん時間がかかってしまった。

　目を瞠みはる。意外なことに須賀の雄は猛たけっていた。

「悪いかよ。あんたの痴態見てたら本当に勃たったんだ」

「い、いえ……嬉しいです」

　少しでも須賀を興奮させられるポイントが自分にあったことに安あん堵どした。

　天を仰あおぐその怒ど張ちようを手に包み、ゆっくりと上下に擦こすると、漲みなぎりはなおも張りつめ、雄お々おしく充じゆう血けつしていく。均整の取れた体つきに相応ふさわしい刀身だ。対面にある自分の性器とは色も形も違う。なぜだろう、ごくりと喉のどが鳴った。

　友也はわずかに腰こしを浮うかせ、須賀の漲りに自分のものを擦りつけた。

　おもちゃにする──言葉どおりのことを少しは実行しておかないと、と思っただけなのだが、灼やけつくような熱をじかに感じると、甘えるような息が鼻から抜ぬけた。

　もしや自分のなかにそういう願望が眠ねむっていたのか。そう思ってしまうほど、二本の肉棒を手のなかで束ね、扱しごくことにためらいはなかった。

　むしろ止まらなかった。

「こういうこと、したかったんだ？」

　須賀にからかわれても、赤い顔でただ睫まつ毛げを伏ふせることしかできない。

　もっと密着させたい。芽生えた欲のまま、手のひらをふたつとも使い、須賀の怒張にマーキングするように腰をうごめかす。

　互たがいの漲りの括くびれと括れが触ふれ合うのが好いいと分かってからは、くちゅくちゅと音が立つほど擦りつけた。それはそのまま後孔に埋まっている指の節くれを味わう行こう為いに繫つながり、引っきりなしに先走りをこぼす果か芯しん同様に、理性もとろりと溶とけ崩くずれていく。

「真ま面じ目めな顔してる人ほどやらしいってほんとだな。あんたがこんなにはしたないなんて思ってなかったよ」

　言葉には意地の悪さが滲にじみでていたが、そのわりに須賀は優やさしく、友也のこめかみに浮いた汗あせの粒つぶを舐なめとっていく。倒とう錯さく的てきな下か肢しの昂ぶりとはまた別の、ささやかな愛あい撫ぶ。ぞくぞくと肌が震ふるえ、「……ぁあん……」と切なげにこぼれた声が須賀の頰ほおをかすめる。

「色っぽい声。そういうのをもっと聞かせてよ」

　こめかみに口づけられ、また雌めす猫ねこのように鼻を鳴らす。

　本当は須賀を追いつめたかったのだが、これでは追いつめられてばかりだ。友也は快楽に痺しびれた腰をなんとかスライドさせ、後孔から須賀の指を抜いた。名残なごり惜おしそうに湿った音を洩もらした蕾つぼみに、今度は須賀の雄おす芯しんをあてがう。

「無理だろ。まだ指一本しか入れてない」

「へ……平気です……。もう欲しくて……好きだから、須賀さんのこと……」

　早くこの夜を終えてしまわないと、体から籠ろう絡らくされてしまうような気がした。

　だが焦あせる気持ちとは裏腹に、やはり指とは太さが違う。強ごう引いんに腰を沈しずめると、入口の襞がギッと引きつったのが分かった。

「……い、っ……」

「何やってんだよ。無理だっつっただろ」

　責めるような声を放たれたのと同時に、太ふと腿ももの上から突き飛ばされる。

「す、すみません、うまくできなくて。でも……」

「そうじゃねえだろ」

　起き上がろうとしたところをまたもや突き飛ばされ、四つ這ばいの姿勢をとらされた。

　ああ、この体勢で挿そう入にゆうするほうが好みだったのか──そう思いきや、違ちがった。

「あんた、さっきので怪け我がしたんじゃないのか？」

　えっ、と訊きき返すより早く、尻肉を左右に割られ、窄まりに舌をあてがわれた。

「ひい……ぃ」

「痛い？」

「……あ、いえ……」

　馬ば鹿か正直に首まで振ふると、再び窄まりに舌が降りてくる。

「あんたのここ、そんなにきつくないとは言ったけど、入ってもせいぜい指一本だよ。二本も三本も入らない。本当は男を食うところじゃないんだ。ちゃんと濡ぬらしてやわらかくしておかないと、痛い思いをするのはあんたなんだよ？」

　それは知っている。有馬はろくにほぐしもせず、ここを使っているからだ。怯おびえ竦すくむ襞に無理やり突っ込むのも、男を抱だく醍だい醐ご味みなのだろうと勝手に解かい釈しやくしていたのだが。

「ほら、もっとお尻上げて」

　言われるままに尻を掲かかげると、

「あ……っ」

　気持ちいい──。

　放射線上の襞のひとつひとつに須賀が舌を這わせてきた。

　たっぷりと唾だ液えきを染しみさせた舌が、濡れた熱で襞をやわらかくしていく。こんなことは有馬はぜったいにしない。舐め溶かすように何度もあてがわれるそれに背がしなり、ゆっくりと指を埋うめられたときには、「あ……あ、あ」と喉奥から[image: 迸]ほとばしるようにして声が出た。

　どうして蕾の奥を擦られると心ここ地ち好いいのか。優しく触れられるだけでこんなにも体は変わるものなのか。乱されまいと唇くちびるを嚙かんだものの、中指に添そうようにして入ってきた二本目、三本目にも思考を崩され、また甲かん高だかい喘あえぎを上げてしまう。

「気持ちいい？」

　須賀の問いかけに、夢中でかくかくと首を振る、知らない自分がシーツにしがみついている。

　後ろで須賀が笑ったのが分かったが、四し肢しに咲さいた欲よく望ぼうには逆らえない。まだ一度も達していないのだ。小刻みに震えるばかりの太腿に先走りの飛ひ沫まつが散り、その雫しずくのぬるさにも肌が粟立った。

　もっと深いところを指ではないもので突ついてほしい。

　そんな欲よつ求きゆうを抱かかえてしまうほど、乱され、味わおうとしている体。耐たえれば終わるものと当たり前のように信じていた自分は、今夜どこにもいない。

「……ぁあ、も……も……」

「何」

「む……無理です……お願、い……」

「あ、そう。やめたほうがいい？」

　違うと首を振ると、また須賀が笑う。

　こんなはずじゃなかった──。束つかの間、胸に渦うずを巻いた悔くやしさは、すぐに三本の指に攪かく拌はんされ、消えていく。心ではない、体が須賀を求めている。うねり、狂くるい立つほどに。

「お、お願いしま……ぁっ……も……挿いれ、て……」

「四本目？」

「ち、ちが……っ……須賀さんの……須賀さんのが欲ほしっ……」

　はしたなさを言い訳するつもりで「好き……好きなんです……」と繰くり返したが、すすり泣くような声になってしまい、須賀に届いたかどうかは分からない。

　ただ誰だれにも告げたことのない、誰からも告げられたことのない言葉の余よ韻いんが、愛撫と同じ甘さでぞろりと脳内をなぞっていく。

「あんた、興奮するとすごい変わるんだな。悪くないよ、そういうの」

　ずっ、と音を立てながら漲りを穿うがたれたとき、理性はあとかたもなく姿を消した。

　そのかわり、揺らめく水面みなものような快楽の薔薇ばら色いろが体を覆おおい尽つくす。

「す、好き……あぁあっ、須賀さ……」

　くねる腰の最さい奥おうまで突き上げられ、友也は必死にシーツをかき抱いた。唯ゆい一いつ縋すがれる綱つなは自分の噓うそだけ。それでも大波のなかで溺おぼれ喘ぐ自分の姿が見えるようだった。










　　　　＊＊＊




「……ん……」

　朝が来たことは、ほんのりと明るくなったシーツの色で分かっていた。

　だが全身を包む倦けん怠たい感かんには逆らえず、あと少し、あと少しと学生時代のように惰だ眠みんを貪むさぼり、目が覚めたときには、真昼の陽光が部屋中に満ちていた。

　眩まぶしい。眇すがめた目で体を起こす。真横には誰もいない。

「──あっ」

　住み込みの家政夫が主あるじよりも朝あさ寝ねをするなど失格だ。友也はすぐに飛び起きたのだが、ベッドの縁ふちを越こえたところで何かにつまずき、転げてしまった。

「いっ、た……」

　スーツケースだった。

　昨夜どこにもなかったスーツケースが、ベッドの足あし許もとにどんと置かれている。

　その上には昨日着ていたスーツ一式。さらにその上には朝食という意味なのか、コンビニのあんパンがひとつ。ただしそれは友也がぶつかった反動でころりと床ゆかに転がった。

「……須賀、さん？」

　寝しん室しつを見まわしながら呼びかけたものの、返事はない。

　友也は普ふ段だん着ぎのニットとジーンズを身につけてから須賀を探した。だが四階にも三階にも須賀の姿はなく、メモ書きすら残されていない。きっと仕事に行ってしまったのだろう。リビングの時計を仰あおぐと、とっくに正午をまわっている。

　友也はもう一度須賀がどこにもいないのを確かく認にんしてからスマートフォンを取りだした。

　電話をかけた先は有馬コーポレーションの専務室。ダイレクトに有馬に繫つながる番号だ。

「お疲つかれさまです。名波です」

『ああ、お前か。連れん絡らくを待っていたんだ。本物のティアラを見つけたというのは本当か？』

「ええ。住み込みの家政夫として須賀邸ていに侵しん入にゆうすることができたんです。ティアラは掃そう除じの最中に偶ぐう然ぜん見つけました。デザインも使っている宝石もまったく同じな上に、縁裏には有馬家の繁はん栄えいを願う一文がしっかりと彫ほり込まれていました」

　ただし肝かん心じんのティアラは須賀が隠かくしてしまい、現在はどこにあるか分からないことを伝えると、有馬はあからさまに落らく胆たんの息を吐はいた。

『……まぁ須賀が持っているのが分かっただけでもいいだろう。しっかり須賀を見張っておけよ。国外に出されてしまえば、取り返すことができなくなるからな』

「分かりました。また状じよう況きようが変われば連絡いたします」

　では、と通話を切ろうとしたとき、

『どんなふうに須賀に言い寄ったんだよ』

　妙みようににやついた声に耳元を撫なでられた。

「どんな、とは？」

『仲ちゆう介かい業者も通していないのに、このご時世に住み込みの家政夫になんかなれるわけがないだろう。相手が絶世の美女でも警けい戒かいするのがふつうだ。俺でもさすがに自宅には住まわせない。お前はいったいどういう方法で須賀の家に潜もぐり込んだんだ？』

　有馬がどこに興味を覚えたのかが分かり、友也はわずかに頰ほおを強こわ張ばらせた。

『お前、まさか本当に須賀を口説いたのか？　その低体温であいつに好きだと言ったのか？』

　友也が答えないのを有馬はイエスだと解釈したらしい。『どんなふうに足を開いたんだよ。何回いかされた？　寝ねたんだろう？』と露ろ骨こつな問いを重ねてくる。

「すみません。須賀が帰ってきたようなので」

　友也は噓をついて通話を切った。

　どうも有馬はこの状況をおもしろがっているとしか思えない。青せい龍りゆうの雫を取り戻もどすことができなければ、有馬にとっても有馬家にとっても大きな損失だろうに、いったい何を考えているのか。友也は短くため息をつくと、昨日は時間が足りずに手をつけられなかった部屋を片づけていった。

　だが須賀からは一向に連絡がない。仕方なく少し早いが夕食を作るつもりで冷蔵庫を開けると、ビールとミネラルウォーターしか入っていなかった。名めい刺しに記き載さいされている番号に何度か電話をかけてみたが、こちらは電源を切っているようで、まったく繫がらない。

　友也は迷った末に一階のショールームを覗のぞいた。スタッフに身分を明かし、須賀に連絡を取ってほしいことを伝えると、意外な言葉が返ってきた。

「須賀でしたら、工こう房ぼうですよ。今日は彫ちよう金きん教室の日ですので、終日工房だと聞いております」







　スタッフに工房の場所を尋たずねると、徒歩で行ける距きよ離りだった。

　まだ自宅の鍵かぎまでは預かっていない。施せ錠じようしないまま家を出ることはしたくなかったが、ショールームのスタッフが工房に電話をかけても、須賀に取り次いでもらえなかったので仕方がない。作業優先ということなのだろう。須賀が工房につめているときは、こういうことがままあるらしい。友也はマフラーだけ首に巻きつけると、急ぎ足で通りを進んだ。

　ここだろうな。そう思える建物の前に辿たどり着いたのは、五分ほど歩いた頃ころだろうか。

　ガラスの表札には『ＳＵＧＡ』としか書かれておらず、一見しただけでは工房とは分からない。自宅と同様にモダンな外観だったが、こちらはコの字型の一階建てだ。ウッドテラスに面した窓越ごしに、複数の人間が立ち働いているのが見える。

　彫金教室の最中に訪ねるのは気が引けたが、友也は「失礼します」と断りながら、木き枠わくの扉とびらを押し開いた。

　だが工房内は雑然としていて、誰も友也には気づかない。

　壁かべ際ぎわに並べられた作業台で一心に作業をしている人たち、中央の大きな作業台で器具を使っている人たち、ストーブを囲んでコーヒーを飲んでいる人たちもいる。エプロン姿の女性もいれば、繫ぎを着た男性もいて、誰がスタッフで誰が生徒なのかも分からなかった。

「あの、須賀先生はどちらでしょうか」

　ちょうど目の前をマグカップを持った男性が横切ろうとしたので、友也は彼を捕つかまえた。

　須賀とそう変わらない年ねん齢れいのように見える彼は「あ？」と瞬またたくと、じっと友也を見おろし、いきなり奥まったスペースに向かって「琉ちゃーんっ」と叫さけんだ。

　友也はびっくりしたのだが、工房内にはトントン、カンカンと何かを打ちつける音が絶えず響ひびいていて、このくらいの大声では誰も驚おどろかないらしい。どこからか「何ー」と訊きき返す須賀の声が聞こえたときには、なぜかホッとした。

「琉ちゃんなら、あそこの作業台」

「す、すみません、ありがとうございます」

　人を縫ぬって声がしたほうへ向かっていると、辿り着く前に須賀が振ふり向いた。

　いつもは肩かたに垂らしている髪かみを無造作に結んでいたので、後ろ姿では分からなかった。ブラックスーツを着ていた昨日とはまるで雰ふん囲い気きが違ちがい、服装もカジュアルなパーカーとカーゴパンツである。着古したその上下ではお世辞にも新進気き鋭えいの宝石デザイナーには見えず、友也は目をしばたたかせた。

　だが友也よりも須賀の驚きのほうが大きかったらしい。目が合ってしばらく、切れ長の眸ひとみが絵に描かいたような真ん丸に変わる。

「……あんた、まだいたの？　俺、分かるようにスーツケースを置いてただろ？」

「どういうことですか？　もしかして須賀さんは一晩限りのつもりだったんですか？」

「いや、だってあんた──」

　そのとき先ほどの男がコーヒーを持ってやってきた。男はどうやら友也の分も淹いれてくれたらしく、二つのマグカップを須賀の作業台に置く。

「琉ちゃん、誰だれ、この人」

「あー、ええっと……この間のパーティーで知り合った人」

　ふたりの関係がよく分からず、「こんにちは」とだけ頭を下げると、須賀が「超ちようハイパー彫金師のたけちゃん」と男を紹しよう介かいした。

「いやぁ、須賀センセほどじゃないですよ」

「やめろよ、気持ち悪い」

　同どう僚りようのようだが、友達のようにも見える。男が笑いながら別の作業台に向かうのを見届けたあと、「どちらさまですか？」とあらためて須賀に訊いた。

「だから彫金師。クラフトマンだよ。同じ大学だったんだ。ここで俺を手伝ってくれてるのは、みんな俺の友達か知り合いだよ。信しん頼らいしてないやつと仕事をするのは嫌いやなんだ」

　言われてみれば、工房内にいる人たちのほとんどが須賀と同年代だ。

　ちらほらと女性の姿もあったが、作業姿はみな一様に懸けん命めいなもので、色めいた眼まな差ざしで須賀を見つめる人はいない。誰がトップなのか分からないほど、須賀も工房の雰囲気に溶とけ込んでいる。

「じゃあ彫金教室はもう終わっているんですか？」

「いや、終わってないよ。教室っていってもカルチャースクールみたいなもんじゃなくって、教室の日は、俺かスタッフがいる間はここを自由に使えて、自由に作品を作ればいいってこと。難しい作業があれば手助けするけどね。あの人たちは生徒だよ。それからあの人も」

「へえ……」

　立ちんぼうのまま辺りを見まわしていると、「座りなよ」と須賀が真横の作業台の椅い子すを引いてくれたので、友也はマフラーを外しながらそこへ腰こしを下ろした。

「もしかしてショールームにも行った？　さっき俺宛あてに電話があったみたいなんだけど」

「ええ。だけど須賀さんに取り次いでもらえなくて……」

「ごめん。作業中はあんまり電話に出ないようにしてるんだ。気が散るのが嫌でさ」

　言いながら、須賀は肩を小刻みに揺ゆらして笑い始める。

「まさかあんたがここに来るとは思ってなかったから驚いたよ。てっきり荷物まとめて、とっくに帰ってると思ってた」

「どうしてですか？　僕は住み込みでとお願いしたと思うんですが」

「いや、そうだけどさ……」

　周囲を気にしたらしい須賀が声をひそめて苦く笑しようする。「俺、あんたにひどいことしたじゃん。そういうのは気になんないの？」

　昨夜のことを言っているのだと分かり、わずかに頰が赤らんだ。

「別に僕はひどいことをされたなんて思ってません……」

　体を開くのは、目的を果たすために必要な犠ぎ牲せい──とは言えない。「僕はその、須賀さんのことが好きですから……」と、やはり昨日と同じ理由を口にする。

「それ、本気で言ってんの？　俺、あんたを惚ほれさすようなことをした覚えがないんだけど」

「須賀さんに覚えがなくても、僕は好きになってしまったんです……」

　小声ではあったが言い切った友也の心を測ろうとするかのように、須賀はじっと視線をそそいでくる。

　逃にげ道みちが見つからずうつむき、マグに揺らぐ褐かつ色しよくの水面みなもをただ見つめていると、

「だったらもっと優やさしくしてあげればよかったな」

　ぼそりとこぼれた呟つぶやきが額に触ふれた。

　驚いて顔を上げると、

「ま、俺は楽しかったんだけど」

　須賀は悪戯いたずらげに笑い、作業台に向き直る。

　カアァと熱くなっていく頰をどうすればいいのか分からない。昨夜はあの眸で散々追いつめられたのだ。だが作業を再開させた須賀はもう友也を見ておらず、いろんな工具が並ぶ作業台の上で指輪を磨みがいている。

「フルオーダーの結けつ婚こん指輪なんだ。納期が明日でちょっと焦あせってるところ」

　だが須賀はふと手を止めると、友也のほうを向く。

「あんたも作ってみる？　指輪ならそう難しくないよ」

　思わず自分の手を見た。須賀とは違い、節の目立たないひょろりとした指だ。

「いえ、僕はいいです。指輪なんてつけたこともないですし、似合うとも思えないので」

「そうかな。ごついのは似合いそうにないけど、細めのものなら似合うと思うよ。あんた、きれいな手をしてんじゃん」

　そんなことは思ったこともないし、言われたこともない。困こん惑わくしつつ両方の手を開いたり閉じたりしていると、「はい」と紙と鉛えん筆ぴつを渡わたされた。

「とりあえずどんなデザインがいいか、好きに描いてみなよ。自分で作るのって楽しいよ」

「はあ……」

　まったく気が進まなかったが、焦こがれている宝石デザイナーに指輪作りを勧すすめられて、結構です、と強い語調で断る人間はまずいないだろう。友也は考え考え、細いフォルムに波のような蔓つる草くさのような模様を描いた。だが全体に模様が入っていると女性っぽい気がしたので、ところどころに消しゴムをかけ、縞しま模様にする。

　意外にいいかも、と心のなかで思っていると、ひょいと覗のぞいてきた須賀が「おっ、いいじゃん」と笑った。

「どの指につける？　細い指輪なら薬指のほうが似合うかな」

　須賀は友也の返事も待たず、右の薬指に触れてくる。節や肉づきを確かく認にんするように触さわったあと、あっさり「十五号だな」と言ったので驚いた。

「分かるんですか？　触っただけで？」

「分かるよ。何年も作ってきたから。口説いてる相手を触りたいときの口実にもしてる特技」

　須賀はニッと笑って立ちあがると、別の作業台のほうへ行ってしまった。

　まるでそれを待っていたかのように、「須賀先生、あの──」と声をかける人たち。それは須賀が工こう房ぼう内を動くたびに続いた。

　友也には『先生』と呼ばせなかったが、彼らにとってやはり須賀は『先生』なのだ。

　もう隣となりの作業台には戻もどってこないかもしれない。なんとなくそんなことを思いながら、須賀が触れた薬指と自分の拙つたないデザイン画を交こう互ごに眺ながめていると、須賀が戻ってきた。

「これ使って」

　差しだされたのは手のひらに収まるサイズの金属棒だ。銀色が鈍にぶい照りを放っている。

「なんですか、これ」

「指輪を作るんだろ？　だったら輪にしないと。やわらかくしてきたから曲げられるよ」

　延ばしているのか、そんなに厚みはなかったが、金属だということに変わりはない。啞あ然ぜんとしていると、「ほら、こんなふうに」と須賀が実演してくれた。

　須賀は金属棒を木き槌づちで叩たたいたり、ペンチに似た工具で曲げたりして、曲線を作っていく。

　だが友也は円に近づいていく金属棒ではなく、器用に動く須賀の手に目を奪うばわれていた。

　昨夜この手に触れられたのだ。双そう丘きゆうに秘されている蕾つぼみのその奥が、どんなふうにうねり悦よろこんだのか、この手は知っている。

　好きでもない男に体を開くのは、有馬のときと変わらない。だが須賀は友也の体に負担をかけることも、自分だけが快感を追うこともしなかった。むしろ意地悪く追いつめられ、めいっぱい快楽を享きよう受じゆしたのは友也のほうだ。

　心が伴ともなっていない関係でもあんなふうに抱だけるのなら、本当に愛した人にはどんな触れ方をするのだろう。

　ぼうとそんなことを考えていると、ふと須賀が手を止め、友也を見た。

「暑い？」

「……え……？」

「あんた、のぼせたような顔してるよ。そっちはストーブが近いからこっちに来る？」

「……い……いえ」

　いったい昼日中から何を考えていたのか。「大だい丈じよう夫ぶです」と、もとの自分を取り戻してから木槌と工具を受け取ったものの、これが意外に使いづらかった。

「もしかして須賀さんが作ってるその結婚指輪も、もともとは金属棒だったんですか？」

「いや、俺はプラチナを溶かしてこういう棒を作るところから始めてる」

「そんなに労力がいるものなんですか？」

「ゴム型を作って、それに金属を流し込んで作る方法もあるよ。鍛たん造ぞうと鋳ちゆう造ぞう。あんたに教えようとしてるのが鍛造で、型を使うのが鋳造」

　須賀に接せつ触しよくする前、宝石と鉱物については調べたが、アクセサリーの作り方までは調べていなかった。

　だったら鋳造のほうがいい……と思った表情を読んだのだろう。「どうせ作るんなら、叩いて曲げて磨いていくほうがおもしろいだろ？」と笑われた。

　日曜大工の趣しゆ味みはないので、道具にも慣れていない。悪あく戦せん苦く闘とうしながらなんとか端はしと端を合わせることができたが、かろうじて円になっているだけで、とても指輪には見えない代しろ物ものだ。

「あんたって器用そうに見えるけど、そうでもないんだな。図工とか苦手だった人？」

「得意……ではないですね。国語と算数が好きでした」

「あ、分かる気がする。俺は図工と体育が大好きだった人」

　そんなことを話しながら須賀がバーナーを使って端と端を接合してくれたのだが、今度はそれを棒状の道具に通し、側面を金かな槌づちで叩いて真円にしていくのだという。

「ま、まだあるんですね……」

　今日は力のない声を出してばかりだ。

　須賀はというと、自分の作業を再開していて、いまはスタンド型のルーペの下で結婚指輪の表面に彫ほり模様を入れている。もちろん指輪は二本ともきれいな真円で、友也の手て許もとにあるものとはクオリティがまったく違ちがう。

　あの状態に持っていくまでに、いったいどれほどの工程があったのだろう。そしてこの指輪もどきの金属は、本当に指輪になるのだろうか。

　うんざりしながら金槌を握にぎると、これが重くてまたため息が洩もれた。

　いつの間にか辺りは夕ゆう闇やみに包まれていて、「須賀先生、お先に失礼します」「琉ちゃん、また明日ー」と、ひとり、またひとりと工房をあとにしていく。須賀は「はい」だの「おう」だのと返事はするものの、ルーペから顔を上げることはしない。最後には須賀と友也、そして赤々と燃えるストーブだけになってしまった。

「音、変わってきたね」

　須賀が顔を上げないまま言った。

「……音？」

「あんたの金槌の音だよ。プラチナが鍛きたえられていくと音が変わるんだ」

　音だけでそんなことが分かるとは。感心したのも束つかの間、友也は驚おどろいた。

「こ、これ、プラチナだったんですか？」

「そうだよ」

「そうだよって……」

　アクセサリーに興味のない友也でも、プラチナがシルバーやホワイトゴールドよりも高価なものだということは知っている。まさかそんなものを素人しろうとの自分が曲げて叩いて、つけるかどうかも分からない指輪にしているとは思ってもいなかった。

「いまさらですが、お返しします。これは溶とかして別のアクセサリーにしてください」

「なんで？　せっかくそこまで作ったのにもったいないよ」

「僕が最後まで作るほうがもったいないと思います」

「無理。そのプラチナはあんたしか使えない」

「どうしてですか？」

　無理と決めつけられた理由が分からず、つい詰きつ問もんするような強さになってしまった。須賀はムッとした表情で友也のほうへ体を捻ねじ曲げ、そのときに初めてふたりっきりだということに気がついたらしい。

「……あれ、なんで誰だれもいねえの？」

「皆みなさん、帰られましたよ。須賀さんもそのたびにお返事されてましたけど」

「え、ほんとに？　全然知らなかった」

　いったいどんな集中力をしているのだろう。だが須賀は友也以外誰もいないことを知ると、途と端たんに足を投げだし、行ぎよう儀ぎが悪くなった。

　揃そろえた友也の足の側面に、こんと触ふれた大きな踵かかと。そんな格好で須賀は腕うでを組み、意味深に唇くちびるを歪ゆがめてみせる。

「そのプラチナ、間違えてカットしたんだよ」

「それが何か？」

「だからもともとそれが結けつ婚こん指輪用だったんだよ。だけど昨夜のあんたを思い出しながらカットしてたら、寸法を間違えたんだ。さすがにもう使えねえだろ。だって俺、軽く勃たってたし。もしあんたが指輪をオーダーする側だったら、職人が半勃ちでカットしたプラチナを大事な人に贈おくりたいと思う？　溶かして使うんだったら全然オッケー？」

　たつ、という言葉を起立と捉とらえたかったが、多分違う。

　訊きかなければよかった。まさかそんないわくがあったとは。

「だからそれ、あんたのもの。あんたが今日ここに来なくても、あんたのものだったんだ」

「そ……それはどうもありがとうございます……」

　一応頭を下げてみたが、よかったのかどうか。顔が火ほ照てっていくのが自分でも分かり、このままずっと自分の膝ひざに視線を落としておきたくなる。

「あんたは思い出さなかった？　俺のこと」

　彫ちよう金きんを再開させた横顔が訊く。

　昨日の今日というせいもあるのかもしれない。目が合うだけ、手を見るだけでもこの胸は早はや鐘がねを打っていた。好きという噓うそを浸しん透とうさせるにはいい話題だっただろうが、なぜか素す直なおに口にできず、「少しだけ……」とごまかした。

「あ、そんなもんなの？」

　須賀は意外そうな声を上げたが、ちらりと友也を見ると、また手を動かし始める。

　多分この赤く染まった頰ほおを見て、ただの照れ隠かくしだと知ったのだ。ルーペを覗のぞく双そう眸ぼうは真しん剣けんなものだったが、口くち許もとは緩ゆるんでいる。

　昨夜と同じ、空気が凝こり固まったかのような閉へい塞そく感かん。

　息苦しさは同じでも、昨日はまじっていなかったこのほんのりとした甘さは何なのだろう。

　どうにも居い心地ごこちが悪くなり、友也は再び金槌を握った。静せい寂じやくを打ち破る意味ではなかったのだが、ふたりっきりの工房にはやけに大きく響ひびく。

「すみません、うるさいですよね」

「全然。逆にその音がないと落ち着かない。俺はずっとその音のなかで生きてるから」

　須賀はさらっと言い、プラチナの削けずりかすを吹ふいている。

　いつ見てもスーツ姿がさまになっていたせいもある。パーティーで初めて言葉を交かわした日から、華はなやかなものを好み、美しいもので自分を飾かざることはあっても、自らの力のみで一から何かを作りだす人とまでは思っていなかった。

『きれい……』と多くの女性客が見み惚とれていた黒アゲハのネックレス。あのネックレスは須賀が自らの手で作りだしたものなのだ。

　いったいどれほど複雑な工程を経へた先に完成があったのか、たった一本の指輪で音を上げているような友也にはとても想像がつかない。だが須賀は癇かん癪しやくを起こすこともなく、ネックレスを仕上げていったのだろう。いまも目の前で黙もく々もくと指輪に彫りを入れているように。

　とても他人のものを盗ぬすむような人には見えない。

　もしこの直感が当たっているとすれば、昨日見たあのティアラはいったい何だったのか。

　だが須賀が吐と息いきのような声で「……できた……」と呟つぶやいたので、友也の思考はそこで途と絶だえてしまった。

　須賀の作業台の上には、一対の結婚指輪が並んでいる。指輪の表面には葉脈も緻ち密みつな月げつ桂けい樹じゆの葉の連なりが彫られていて、まるで溶けだしたプラチナからこのままの形でするりと生まれでたような美しさだ。

「すごい……。須賀さん、すごくきれいですね」

　金属を曲げることから始める指輪作りにチャレンジしているせいか、素直に感動した。

「これからもっときれいになるよ。磨みがくから」

「これで完成じゃないんですか？」

「まだくすんでるだろ？　プラチナはやっぱり光を反射させるほどじゃないと」

　十分輝かがやいているように見えるのだが、まだ須賀が思い描えがく指輪にはなっていないらしい。

　友也はおもむろに自分の指輪を手に取ってみた。芯しん金がねにはめて叩たたいているときは気づかなかったが、指の腹で撫なでてみると、大小の凹おう凸とつがいくつもあることに気づく。

「……どうなんですかね、これ」

　須賀に差しだすと、声を立てて笑われたので、相当ひどい出来のようだ。

「あんたってほんとに不器用なんだな。久しぶりにこんな指輪を見たよ。また暇ひまなときに直してあげるよ。だけど今日は無理。とりあえず晩メシにしよう」

　あー、腹減ったー、と頭をかきむしる須賀と、不器用の烙らく印いんを押された指輪を交こう互ごに見つめていたとき、ふと気がついた。

　友也は彫金教室に参加するつもりでここへ来たわけではない。

「す、須賀さんっ……僕はすぐに帰ります。申し訳ありません。家を空けてしまいました」

「あ？」

「僕が起きたときにはもう須賀さんはいなかったので、今日は何をすればいいのか訊こうと思ってこの工こう房ぼうへ来たんです。電話も繫つながらなかったし、食事を作って待とうにも、冷蔵庫に何も入ってなかったので」

「それが何？」

「だから鍵かぎですよ、鍵っ。僕はご自宅の鍵をかけないでここへ来てるってことです」

　五分、十分ならともかく、すでに数時間が経過している。友也は慌あわてて工房を出ようとしたのだが、須賀に腕を摑つかまれた。

「いいよ、もう。そう簡単に空き巣なんて入んないだろ。一階はショールームで、二階には事務所もあるんだしさ」

「で、でも……」

　言いかける友也とは裏腹に、須賀は腰こしを上げようともしない。それどころか「あー」と呟いて耳裏をかいたり、ひとりで笑ったりしている。

「そっか。あんたに自宅の鍵を預けるって発想はなかったなぁ。でも住み込みの家政夫なんだよなぁ。俺が家にいなかったら、あんたはどこにも行けないってことか」

「いえ、鍵は大切なものなので、いただこうとは思っていません。ただ一日の流れを須賀さんのほうで決めてくだされば、僕はそれで──」

　だが須賀は「ちょっと待ってて」とカーゴパンツのポケットを探さぐると、キーケースを取りだした。そこから一本の鍵を外し、「はい」と友也に差しだしてくる。

「だ、だめですよ、鍵なんて。ぜったいにいただけません」

「セキュリティのキーのほうはあげられないけど、こっちならいいよ。だってあんた、一晩限りじゃ嫌いやなんだろ？　俺のことが好きで好きでたまんなくて、俺んとこの住み込みの家政夫になりたいんだろ？」

　呆あきれたような、それでいて優やさしげな微び笑しようを浮うかべた唇から出た言葉は、

「今日からどうぞよろしく」

　──驚おどろいた。

　本来なら、うまく騙だませたと心のなかでほくそ笑えむところだっただろう。だが須賀に「よろしく」と言われた瞬しゆん間かん、まるで本当に須賀のことが好きで、押しかけの家政夫になったかのように、その鍵を手のひらに閉じ込める自分に驚いたのだ。
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　フライパンに豚ぶた肉にくを入れた瞬間、弾はじけた油が手の甲こうに散り、「あっつ」と顔をしかめる。すかさずリビングから「……大だい丈じよう夫ぶ？」と訊く須賀の声がした。

「大丈夫です」

　平静を装った声で答え、あらためて菜さい箸ばしを握にぎる。

　須賀と暮らすようになって、一週間。たいてい須賀は夜の八時をまわらないと帰ってこないのだが、今日は突とつ然ぜん日暮れ前に帰ってきた。友也はちょうど寝しん室しつのクローゼットを『片づける』という名目のもと漁あさっていたので、「腹が減ったんだけど……」と背後から声をかけられたときには、本気の悲鳴を上げた。

「す、須賀さ……お仕事は？」

「晩メシ食ったらまた工房に戻もどる。今日は荷物が届く予定だからいったん帰っただけ。なぁ、メシ、すぐできる？　昼、食いっぱぐれてるから、すんげえ腹減ってんだけど」

　──帰ってくるなら帰ってくると事前に言ってほしい。

　おかげで友也は気が動転したまま、キッチンに立っている。

　その上、今日も青せい龍りゆうの雫しずくを使ったあのティアラを見つけることができなかった。

　もう自宅には置いていないのかもしれない。友也が盗んだ張本人なら、家政夫が住んでいる自宅にはぜったいに置かないので、この予想はほぼ当たりだと踏ふんでいる。だからといってショールームや事務所に出入りできる立場ではないし、家探しする以外の方法も思いつかないので、ないと分かっていても、クローゼットや棚たなの奥を漁るのが日課になってしまった。

「あ、うまそうじゃん。俺、生しよう姜が焼き、好き」

　待ち切れなくなったのだろう。須賀がキッチンにやってきた。

　ソファーで毛布にくるまっていたのか、いつもは整っている髪かみに寝ね癖ぐせを発見し、微笑む。

「おかわりもありますからしっかり食べてくださいね。あ、ごはんは大盛りでいいですか？」

「超ちよう大盛りで」

　偽いつわりの告白をする前、食事の誘さそいをあっさり断られた理由がいまならよく分かる。

　ここのところ須賀は新しく展開させるアクセサリーのシリーズの打ち合わせにかかりっきりで、一日のほとんどを工房で過ごしている。それとは別にオーダー品の制作もずいぶん抱かかえているようだ。来週末は単身でインドへ宝石の買いつけに行くとも聞いている。

　多た忙ぼうを極きわめているせいか、それとももともと興味がなかったせいか。須賀は友也に触ふれることもしない。体を繫げたのはたった一度。友也に自じ慰いをさせたあの夜だけだ。

　青龍の雫は見つからない。体には触れられない。もちろん口説き落とすこともできていない。

　本来なら落ち込まないといけないところなのだろうが、「うまい」と言って、おかずと白飯を交互にかき込んでいる須賀を見ていると、つい表情を緩ゆるめてしまう。

　そもそも須賀が持っていたティアラは、本当に青龍の雫を使ったものなのか。

　最近はそこを疑うようになっていた。

　たった一度しか手に取っていないので、どうしても記き憶おくが薄うすれがちになっていく。あのティアラを発見したときは、確かに本物だと確信したのだが、須賀は複製品だと言っていたし、須賀本人も他人のものを盗むような人間には見えない。

　いまさら振ふりだしに戻るのはきつかったが、もう一度パーティーの出席者を洗い直すことから始めたほうがいいのではないのか。

　いや、きっとそのほうがいい。──決めてしまうと、少し気が楽になった。

「須賀さん。何か食べたいものがあったら言ってくださいね。あまり料理は得意じゃないんですけど、作ってみますから」

「じゃあ豚の角かく煮に。あと牛スジを煮込んだやつ。それからタンシチュー」

「肉料理ばかりじゃないですか。だめですよ、野菜もちゃんと食べないと」

　なぜだろう、須賀のために家政夫をするのはまったく苦にならない。

　無む報ほう酬しゆうはありえないと言われたので、一応日ひ払ばらいで手当てを受け取っているのだが、それがなかったとしても、須賀のためなら料理でも掃そう除じでもできるような気がする。

　須賀の仕事に対する真しん摯しさを知っているからだろうか。あれだけ根をつめてアクセサリーを作っていれば、生活のことにまで手がまわらなくて当然だろう。そのくせ、仕事を離はなれたときはただの年下の男で、自分を飾かざることをまったくしないのだ。

　この人の恋こい人びとになる人は、尽つくしたがりのタイプじゃないと難しいだろうな。

　そんなことを思いながら、レシピを調べようとスマートフォンを開いたとき、偶ぐう然ぜん着信が入ってギョッとした。

　有馬からだ。連れん絡らくはいつも友也のほうからすることにしているのだが、今日は須賀が突然帰ってきたので、まだ進しん捗ちよく状じよう況きようを伝えていない。

　出ようか、出まいか。だが目の前には須賀がいるし、とりわけ報告することもない。

「最近よく非通知でかかってくるんですよね」

　わざとらしく呟つぶやき、拒きよ否ひボタンを押す。

「へぇ」と須賀が洩もらした声と、インターフォンの音が被かぶさった。

「あ、荷物だろうな」

　須賀がダイニングテーブルを立ち、玄げん関かんへ駆かけていく。

　ホッと息を吐はき、ポケットにしまうつもりでスマートフォンを手に取った瞬間、またもや有馬から電話がかかってきた。二度も拒否すれば、火に油をそそぐことになる。友也は通話ボタンを押すと、送話口を手のひらで覆おおいながらキッチンの物もの陰かげへ走った。

「申し訳ありません。実は須賀が自宅におりまして、こちらからまた連絡いたします」

『たかだか家政夫のくせをして忙いそがしいふりをするな。電話の一本も俺に寄よ越こせないほど、須賀にしがみつかれているわけじゃないだろう』

「のちほど必ず連絡いたします。ですからこれで」

　通話を切るつもりで耳からスマートフォンを外したとき、

『気をつけろ』

　有馬の低い声がしじまに響ひびいた。

『優花は須賀の妹だ。恋人なんかじゃない』

　ユウカというすでに頭から消えかけていた名前から、有馬の元恋人・羽村優花を導きだすのに少し時間がかかってしまった。

　名前と名前が繫つながったあとは、慌ててスマートフォンを耳に押しつける。

「……ど、どういうことですか？」

『優花の身元調査をしたんだよ。お前はパーティーの夜にティアラをすり替かえられたと思っているようだが、俺はずっと沙世と一いつ緒しよにいたんだ。すり替えられるチャンスはないと言い切れる。だとすれば、優花に見せたときにすり替えられたとしか思えない。だから優花を洗ったんだ。……驚いたよ、羽村というのは母方の姓せいで、須賀というのは父方の姓だ。兄妹きようだいで姓が違ちがうのは、親が離り婚こんしていてそれぞれに引き取られたせいだ』

「そんな……」

　須賀はいま、玄関先で男性と話し込んでいて、友也の驚きよう愕がくには気がついていない。

　きっと新しい家具でも買ったのだろう。揃そろいの作業服を着た六人組が、高さのある荷物を内階段のほうへ運ぼうとしているのが見えた。

『お前、須賀の自宅は麻布にあるショールームと兼かねていると言っていたな？　その付近で優花を見かけたことはないのか？』

「い、いえ、一度も……」

『おかしいな。優花がいま住んでいるのも麻布だ。須賀のショールームとそう離れていないところにマンションを借りている。兄貴の家に遊びに来ても不思議はない距きよ離りなんだがな』

　羽村優花のことは別れた恋人だと、須賀ははっきり言った。それは意図的に優花との血けつ縁えん関係を友也に隠かくしたということだ。

　いったいなぜ。

　胸に湧わきあがった疑問と不ふ審しんに、はっきり答えを突つきつけたのは有馬だった。

『お前は騙されているんじゃないのか？　いまどき住み込みの家政夫を雇やとうなど、どう考えてもおかしいだろ。須賀はぜったいに何か企たくらんでいるぞ』

　目的を隠して近づいた自分のほうが騙されている──。

　そんなことは一度も考えたことがなかった。

　呆ぼう然ぜんとスマートフォンをポケットの奥に捻ねじ込んでいると、作業員を見送ったらしい須賀が、ダイニングと廊ろう下かの狭はざ間まから顔を覗のぞけた。

「来て」

　手招きする姿は屈くつ託たくがなく、つい先ほどまで夕食をかき込んでいた須賀と変わらない。

　新しい家具を見せたいのだろうが、こんな状態ではどんな感想も上うわ滑すべりしてしまいそうだった。だがダイニングにとどまる理由も見つからず、のろのろと須賀のあとに続く。

　どういう荷の解き方をしたのか、梱こん包ぽう資材が内階段に散らばっている。

　それを拾い拾い階段をのぼっていると、踊おどり場ばで足を止めた須賀の向こうに、背の高いガラスケースが見えた。

「いいだろ、これ。ショールームのショーケースをこれに変えようと思って、試ためしにひとつだけ取り寄せたんだ」

　てっきり家具とばかり思っていたが、届いたのはこのガラスケースだったらしい。

　大の男が六人がかりで運んでいたのも納なつ得とくで、床ゆかから腰こしの高さまでは大理石になっている。その上に錠じようつきのケースが固定されているのだが、友也にはその良し悪あしは分からない。

　階段のなかほどから「へぇ……」と気のない相あい槌づちを打っていると、いきなり須賀がそのケースに肘ひじをぶつけたので驚おどろいた。

　だがガラスケースにはヒビひとつ入らず、音を立てて震ふるえることもしない。

「……な……なんなんですか……？」

「割れないガラスを開発してるメーカーのものなんだ。見た目はガラスだけど、金庫みたいなもんだよ。あんたが間違って掃そう除じ機きの柄えをぶつけたくらいじゃ割れないんじゃないかな。防犯対策にどうかなと思って」

　須賀はそこまで言うと、「そうだ」と手を打ち、階段を駆け下りていく。

　何だろうと思ったが、追いかける気にはなれなかった。先ほどの有馬の言葉を思い出しながら、黙もく々もくと梱包資材を片づけていく。

　おおかたまとめ終えたとき、再び須賀が踊り場にやってきた。

「せっかくだからこれでも入れておこう」

　これ、という言葉につられて顔を上げ、息をつめた。

　複製品だと言ったあのティアラを、須賀がガラスケースの中央に据すえ置いている。

「……そ、それ……どこに置いてたんですか……？」

「ああ？　車のダッシュボードのなかだけど？」

　友也は力なく笑った。ショールームや事務所も友也では探せないが、それは車も同じだった。

「あんた、こんなのでもきれいだって言ってくれたし。空っぽなままより見み映ばえがするだろ」

　須賀は満足げにうなずくと、ケースの扉とびらを閉め、鍵かぎを抜ぬく。

　どうして──。

　友也は心のなかで須賀につめ寄っていた。須賀が引き抜いたガラスケースの鍵をポケットに入れるのではなく、首からぶら下げていたネックレスに通したからだ。

　やはり須賀はこのティアラを持ち去られることを警けい戒かいしている。

　もうここにはないだろうと思っていたものが姿を現したことよりも、須賀のその行動のほうがショックだった。







　その日の深夜二時。友也は踊り場のガラスケースの前に立っていた。

　ガラスケースは夜にさらされていて、ひんやりと冷たい。そっと覗き込むと、アレキサンドライトが呼吸するように緋ひ色いろの光を放っているのが見えた。

　やはりその大きさも、デザインも、有馬が沙世に贈おくったものと何ひとつ変わらない。

　本物だろうと思う。これは青せい龍りゆうの雫しずくを使ったティアラ──友也が探していたものだ。

　もともとティアラを取り戻もどすために須賀に近づいたというのに、たった一週間、須賀の側にいただけで、心は別の場所をさまよいかけていた。本物がここにあるのなら、友也は家政夫の仕事にうつつを抜かすのではなく、ティアラを取り戻すための画策をしなければいけない。

　必要なのは、須賀が首からぶら下げているガラスケースの鍵だ。

　鍵さえあれば、須賀に気づかれることなく、有馬が持たされている刻印のないティアラと、このティアラをすり替えることができる。そのあとは時機を見て、家政夫を辞やめればいい。

　友也は自分がすべきことを心に刻むため、もう一度ティアラを眸ひとみに映してから、家を出た。

　街灯が切り取った紺こん色いろの空は、夜に沈しずみきっていて寒々しい。マフラーに顎あごを埋うずめ、向かった先は須賀の工こう房ぼうだ。本当にこんな時間まで仕事をしているのだろうかと道々疑ったが、工房の掃はき出し窓まどには、棚たなから何かを取りだそうとする須賀の後ろ姿が映っていた。

　コンコンと軽く窓をノックする。須賀はギョッとした顔で振ふり向いたが、友也と目が合うと、眦まなじりをほころばす。須賀はそのままの顔で近づいてくると、掃き出し窓から体を覗けた。

「びっくりするだろ。どうしたんだよ、こんな夜中に」

「夜食を持ってきました。そろそろ須賀さん、お腹なかが空く頃ころだろうと思ったので」

　と、手にした包みを掲かかげてみせる。いっそう笑い顔になった須賀が「入りなよ」と言ったので、友也はそのままウッドテラスから工房へ上がった。

　須賀の他ほかには誰だれもおらず、ストーブだけが燃えている。今夜はブローチの制作をしていたようで、須賀が使っていたらしい作業台の上には、まだ宝石の嵌はまっていない銀枠わくと、細かく書き込みの入ったデザイン画があった。

「そこ、座ればいいよ」

　須賀は隣となりの作業台をさすと、自身は工房の奥へ行く。何か作業の続きがあるんだろうなと思っていると、コーヒーの入ったマグカップを二つ持って戻ってきた。

「すみません、仕事中なのに邪じや魔まをしてしまって。夜食といってもただのおにぎりなので気にしないでください」

「いえ、十分です」

　最近では滅めつ多たに聞けない丁てい寧ねい語だ。友也は少しだけ笑った。

「忙しそうですね。今夜はずっと工房ですか？」

「多分ね。朝になってスタッフが出しゆつ勤きんしてきたら、風ふ呂ろに入りに帰るよ。そのあとは二、三時間仮か眠みんかな」

　そんなことを話しながら、須賀は友也が持ってきたおにぎりにかじりついていたのだが、ものの一、二分ほどで三つすべてを平らげると、すぐさま作業台の正面に椅い子すを向けた。

「ごめん、ゆっくり食えなくて。急ぎのオーダーなんだ」

「あ、いいえ……」

　微笑ほほえむつもりで持ちあげた口角が強こわ張ばり、結局目を伏ふせる。

　ストーブの番をしていますから、少し休んだらどうですか。──本当はそう言うつもりでここへ来た。

　須賀は昨日もほとんど寝ねていない。眠ねむって当然の時間に満腹になれば、きっと睡すい魔まは簡単に忍しのび寄ってくるだろう。須賀が眠れば、ネックレスから鍵を奪うばうことができる。

　だが真しん剣けんな表情でメレダイヤをひとつずつ埋め込んでいる須賀を見ていると、そんなことを考えていたのが後ろめたくなった。

　須賀は優花の存在を隠していたし、本物としか思えないティアラも持っている。

　それでもあのティアラは、須賀の言うとおり、ただの複製品で、実の妹を別れた恋こい人びとと偽いつわったのは、男の小さな見み栄え。友也を住み込みの家政夫として家に入れたのは、家事ができなくて途と方ほうに暮れていたから。

　仕事をしている須賀を見ていると、どうしてもそんなふうに思ってしまう。

　須賀は有馬とは違ちがう。初めて須賀に抱だかれたとき、そして初めて彫ちよう金きんをしている横顔を見たとき、それを感じた。長い工程を苦とも思わず、自分の手で何かを生みだそうとする姿勢は有馬にはないものだ。

　それなのに須賀を相手にもっとしたたかにならないといけないのだろうか。

　なぜ、従い、支える相手が須賀ではなく、有馬なのだろう。

　歪ゆがませた目め許もとでただ須賀を見つめていると、須賀が友也を見ないまま、口を開く。

「ねぇ。あんたは帰りたいって思わないの？」

　瞬またたいたあとで、須賀は急ぎの仕事をしている最中なのだということを思い出した。

「すみません、お邪魔しました。すぐに帰ります」

　慌あわてて帰り支じ度たくをしていると、「いや、そうじゃなくって」と腕うでを摑つかまれた。

「あんたは五年も秘書をやってたんだろ？　社長秘書が三年と……専務秘書が二年だっけ？　会社を辞めるっていうのは聞いたけど、本当は戻りたいんじゃないのかなと思って。あんたのキャリアを考えると、やっぱり家政夫っていうのは違うと思うよ」

　言葉は優やさしい。微び苦く笑しようを浮うかべた表情も。だが最後の一言、違うという言葉が拒きよ絶ぜつのように聞こえ、なぜか胸がちくんと痛んだ。腕を摑んでいた手が離はなれてしまうと、その痛みはますますひどくなる。

「戻りたいだなんてそんなこと……。できればいますぐにでも辞めたいほどです」

　痛みに煽あおられ、ぽつりとこぼれた本音。わずかに声が滲にじんだ。

「社長秘書だった頃はやりがいがあったんですけど、専務秘書になってからはあまり……。須賀さんの家政夫をしてるほうがずっと楽しいですし、やりがいだってありますよ。僕はきっと尊敬できる人の側でないと──」

　じっとそそがれる眼まな差ざしを感じ、ハッと顔を上げる。

　須賀はいつの間にか椅子ごと体を向け、友也を見ていた。

「あんた、楽しいの？　俺んちの掃そう除じをしたり、俺のメシを作ったりするような仕事が？」

　しゃべりすぎた──。

　いまさら否定するのは不自然なので「ええ」とうなずき、平静を装って続ける。

「楽しいですよ、すごく。秘書の仕事も好きだったんですけど、家政夫の仕事も同じくらい好きかもしれません。もともと僕は誰かのために動くほうが好きなんです。それに秘書も家政夫も本質的には同じでしょう。どちらも支えたい誰かのために立ち働く仕事ですから」

　話の核かくをすり替かえるつもりの言葉が、蔓つる草くさのように心に絡からみついていく。

　支えたい誰かのために──だから有馬は違うのだ。友也が日々を捧ささげたい相手ではない。だが須賀のためだったら、と想像し、導き出された答えに息を吞のむ。

　須賀のためなら家政夫をすることなど苦にならない。

　まったく同じことを今日、早めの夕食をかき込む須賀を見たときにも思っている。

「へぇ、あんたってそういうタイプなんだ。もっと割り切って仕事してんのかと思ってた」

　意外そうな口くち振ぶりで言われ、大変な失態をしたような気持ちになった。

　須賀に対してではない、自分自身に対してだ。

　ふらふらと深夜にこんなところにまでやってきて、いったい何をしようとしていたのだろう。

　たかだか夜食で、須賀がうたた寝をするのを狙ねらうなど、周しゆう到とうとはほど遠い。睡すい眠みん薬やくすら仕込んでいないのだ。本当は、有馬が想像する須賀──友也を騙だまそうとしている須賀ではなく、自分の知っている須賀が、ここに変わらずいることを確かく認にんしようと思っただけではないのか。

　ティアラを取り戻すことができないまま、一週間も経たってしまった。

　だが須賀と暮らし始めてからは、まだ一週間しか経っていない。

　須賀の側にいたい、もっとこの生活を続けてみたいと思う自分が、胸の奥、誰ひとり受けつけなかった場所で、息をし始めている。

　──こんなことではいけない。

　友也が青龍の雫を取り戻したいのは、有馬のためではなく、有馬と別れるためだ。あのティアラを持って帰らないことには、倦うみきった日々に終しゆう止し符ふを打つことができない。

　もっと冷静にならなければ。

「すみません、やっぱり僕は帰ります。コーヒー、ごちそうさまでした」

「ちょ、待てよ。そんなにバタバタしなくていいだろ」

　須賀が引きとめるのも聞かず、逃にげるようにして掃き出し窓へ向かう。だが鍵かぎを解いても窓が開かない。うろたえ、ガタガタとガラスを揺ゆさぶっていると、須賀がやってきた。

「だから待てって言ってんだろ」

　友也の真後ろから、頭上高くに伸のばされた手。その動きにつられて見上げると、窓の上部にロックが取りつけられているのが見えた。てっきりそれを解いてくれるのかと思いきや、須賀は友也が触ふれられないようロックを手のひらで覆おおう。

　まだ帰さない、と須賀の行動が言っている。こんな、後ろから抱だきしめるような格好で。　>>>♥

　どうして、と訊ききたかったが、ばくばくと乱れ打つ鼓こ動どうが邪魔をする。それでも恐おそる恐る振り返ると、首を傾かしげるようにして友也を覗のぞく、須賀と目が合った。

「あんたさ、来週の週末から五日間、暇ひま？」

「……は……？」

「俺と一いつ緒しよにインドへ行こうよ」

「……イ、インド……？」

　須賀が言った国名をそのままなぞったあと、友也は「……えっ」と声を上げた。

「それってあの、宝石の買いつけのことですか？」

「他ほかに何があるんだよ」

　須賀はあっさり言ったが、誘さそわれる理由が分からない。

「あの、僕は宝石の知識もないですし、須賀さんに同行したとしても、迷めい惑わくしかかけないと思うんですけど……」

「仕入れの交こう渉しようは俺がするから、あんたの仕事は何もないよ。ただの海外旅行だと思ってついてきたらいい」

「だ、だけど、どうせならクラフトマンの方たちと……」

　なおも言葉を連ねようとすると、須賀はムッと眉まゆを寄せ、言った。

「俺はあんたに来てほしいって言ってんだ。俺はどうもあんたのことを誤解してるような気がする。だからちゃんとあんたを知りたい。あんたとふたりで過ごす時間が欲しいんだよ」

　その言葉に驚おどろき、吸い寄せられるようにして鳶とび色いろの眸ひとみを見上げる。

　視線だけでない。多分心もこの一いつ瞬しゆんで須賀に縫ぬいとめられた。

　息すらつめ、じっと見つめ合った時間はいったいどれくらいだっただろう。

「本当にその……僕が同行しても構わないんですか？」

「構わないから誘ってるんじゃなくて、一緒に来てくれって俺は言ってる」

　ていよく断らなければいけない。たった一週間でこんなにも決意を揺らしているのに、須賀とふたりっきりで旅してしまえば、きっと見つけてはいけない答えを見つけてしまう。

　だが思考とは裏腹に、友也は顎あごを引いていた。それ以外に返事はないとも心が訴うつたえていた。

「……ぜひ……ご一緒させてください……」

　触れられてもいないのに、からめとられていく。虜とりこにするつもりが虜になり始めている自分を、友也はまざまざと感じていた。
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　ううん、と声を出し、ホテルのテラスで大きな伸びをする。

　何度か有馬の海外出張に同行したことはあるが、インドは初めてだ。

　眼下には赤みがかったピンク色の街並みが広がっている。少し肌はだ寒ざむかったが、昨日までの東京を思えば噓うそのように暖かい。まさか十二月に長なが袖そでとはいえ、コットンのシャツを着ることになろうとは。これでパーカーを羽織れば、冷え込む日でも日中なら十分過ごすことができるだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ？　疲つかれてない？」

　声をかけられて振ふり向くと、須賀がテラスに来ようとしているところだった。

　日本を発たって丸一日。昨日の夕方に首都デリーに着き、夜行列車に乗ってこの州都にやってきた。ホテルに辿たどり着いたのは明け方に近い時間だったので、気絶するように眠ねむったことしか覚えていない。

　宝石の街・ジャイプール。赤い城じよう壁へきに囲まれた美しい街だ。

　ジャイプールには古くから宝石の研けん磨ま技術が伝えられていて、インド国内に限らず、遠くはアフリカの国々からも多くの宝石の原石が集まるそうだ。当然のように街のいたるところに宝石を扱あつかう店があり、研磨工場の類たぐいも合わせてカウントすると、その数は優に数千を越こえるという、まさに宝石とともに生きている街だ。

　須賀とともにインドへ行くことを有馬にどう報告しようか迷ったが、結局日本を発つ直前に「須賀がコレクターと接せつ触しよくするかもしれませんので」と空港から電話を入れた。

　無理やりに近いこんな理由で有馬が納なつ得とくするとは思えない。帰国してからが怖こわかったが、ここに有馬はいない。須賀とふたりっきり、それも異国のホテルで向かい合ってブランチをとっていると、インド行きを誘われたときの逡しゆん巡じゆんや戸と惑まどいが、やわらかな水に押し流されて消えていくような気がした。

「須賀さん。今日はどういう予定なんですか？」

「まずは宝石の仕入れをする。今度展開させようと思ってるシリーズは、二十代の女性をターゲットにしてるんだ。ハイクラスのルビーやサファイアみたいに強いカラーじゃなくて、トルマリンやトパーズみたいな優しいカラーが欲しい」

　そうは言われても、にわか仕込みの知識しか持っていないので、トルマリンやトパーズがどんなカラーをしていたか、すぐに思い出せない。ピンと来ないまま相あい槌づちを打っていると、「キャンディーみたいなカラーだよ」と添そえられた。

「すみません、美味おいしそうですねっていう言葉しか出てこないんですけど……」

「それで十分」

　その強いうなずきがなぜか嬉うれしくて、友也は笑った。

　ホテルを出たあとは、須賀とともに市内の宝石商を巡めぐった。

　どうやら須賀は現地の宝石商の多くと顔見知りらしい。「おお、リューセー！」と派手に再会を喜ぶオーナーやその家族がいて、友也は驚いた。

「学生の頃ころ、休みを利用してよくジャイプールには来てたんだ。ここにはハイクラスなルースも集まるけど、学生でも手が出せるルースも多いんだ。安いホテルに滞たい在ざいして、一か月かけて作品を作ったこともある。みんなそのときにお世話になった人たちなんだ」

「へぇ……」

　須賀と宝石商の会話は英語が中心だったが、専門用語が多くまじっていて、友也にはすべては聞きとれなかった。だがときには目を瞠みはり、ときには相好を崩くずす須賀を見ていると、仕入れが順調にいっているのがよく分かる。

　本当に宝石が好きなのだろう。須賀は夜よ更ふけのホテルでも、仕入れたルースのことや過去に制作した作品のことを饒じよう舌ぜつに語った。ベッドが二つ並んだツインの部屋にどぎまぎしていたのは友也だけだったらしい。いったい何を期待していたのか。須賀に気づかれないようひとりで苦く笑しようしたが、いままで知らなかった世界のことを聞くのは楽しい。誰だれでもない、須賀が生きている世界のことだからかもしれない。

「おやすみなさい」

　部屋の明かりを落とし、しゃべりながら眠ってしまった須賀の肩かたに毛布をかけてやる。

　たったそれだけのことが満ち足りた気持ちにさせるのはなぜだろう。有馬もいない、青せい龍りゆうの雫しずくもない、ここが日本から遠く離はなれた地だからだろうか。

　この旅がずっと、五日間を越えた先も続いていけばいいのに──。

　だが転機が訪おとずれたのは三日目。夕食を終えてホテルに戻もどってからだった。

「仕入れが落ち着いたから、明日は遊びに行くよ。夜明け前には出発するから、あんたも早く寝ねなよ」

　遊ぶ、という表現がよく分からなかった。果たしてジャイプールにテーマパークのようなものがあっただろうか。あったとしても須賀がジェットコースターに乗っている姿は想像できないし、自分が乗っている姿も想像できない。

「どこに行くんですか？　遠いところですか？」

　だが須賀は「秘密」と笑い、友也には何も教えようとしない。首を傾げながら寝ね支じ度たくをしていると、ふいに有馬の言葉が蘇よみがえった。

　──お前は騙だまされているんじゃないのか？

　忘れていた。いや、あえて忘れようとしていた言葉だ。

　住み込みの家政夫をしてきたが、この三日間ほど須賀と一緒にいられたことはない。特別なことは何も言われていないし、されてもいないのに、須賀と同じ時間を共有していると実感するだけで、ぼうとのぼせたようになる心。もし須賀のほうも企たくらみを持っているとしたら、胸を熱くしているこの気持ちはどうなってしまうのだろう。

　早く寝ろと須賀には言われたが、なかなか寝つけなかった。大丈夫、何も起こらないと無理やり自分に言い聞かせ、目を瞑つぶる。ようやくうつらうつらしてきたときに「起きて」と体を揺ゆさぶられた。

　窓の向こうに見える空はまだ夜のただなかで、うっすらと白み始めることもしていない。

　なんとか支度を済ませ、須賀とともにホテルのロビーに向かったのだが、そこには濃こい口ひげをたくわえたインド人の男が、須賀と友也を待っていた。

「覚えてる？　二日目の五軒けん目にまわった宝石商の三番目の息子むすこのクマール。友達なんだ」

　友也は覚えていなかったが、クマールという男は覚えていたらしい。

「トモヤも楽しめたらいいんだけどな。リューセーは間ま違ちがいなく楽しめる場所なんだけど」

　そんなことを片言の英語で話しかけてくる。このときにも「どこへ行くんですか？」と訊きいたのだが、クマールも須賀もやはり友也には何も教えようとしない。

　どうやらクマールの車で発つようで、ホテルの駐ちゆう車しや場じようには砂まみれの四よん駆くが停とまっていた。

　須賀は当然のようにクマールの隣となりの助手席に乗り込み、友也にあてがわれたのは後部座席だ。助手席に乗る気はもとからなかったが、ひとりだけ後部座席というのも不安が募つのる。

「あんたは寝てたらいいよ。着いたら起こしてあげるから」

　須賀が言い、クマールも「これを使うかい？」と毛布を差しだしてくる。一応受け取ったものの、湿しめった土の匂においがして、とても安あん眠みんを誘さそうものではなかった。

　まさか宝石のかわりに売り飛ばされるようなことはないだろうが、まだ明けない夜のなか、舗ほ装そうされていない悪路に揺さぶられていると、そうなっても不思議はないような気がする。須賀とクマールは友也の睡すい眠みんの邪じや魔まをしてはいけないとでも思っているのか、ふたりが交かわす声はずいぶんひそめられていて、後部座席に乗っている友也には潮しお騒さいのようにしか聞こえない。

　じわじわとせり上がってくる恐きよう怖ふに、膝ひざの上の毛布を強く握にぎりしめる。

　すべて杞き憂ゆうだったと知ったのは、片方の頰ほおにさんさんとそそぐ陽ひ射ざしを感じたときだ。

「あ、起きた？　もう着くからそろそろ起こそうと思ってたんだ」

　昨夜ほとんど寝ていなかったことが仇あだになったらしい。いったいいつ朝になったのか。それすらも記き憶おくにないということは、本当に眠っていたのだろう。友也はがばりと体を起こすと、車窓に張りついた。

「こ、ここは……？」

　砂にまみれたガラスには、ジャイプールともデリーとも違う風景が広がっている。

　造成地の雰ふん囲い気きに近いだろうか。緩ゆるい稜りよう線せんの連なりを割るようにして濁にごった川が流れていて、網あみやザルを持った人たちが川をさらっている。丘おかに茂しげる樹き々ぎは鮮あざやかな濃のう緑りよくだったが、ほとんどの土つち肌はだが剝むきだしになっていて、風もないのに砂さ塵じんが舞まっている。丸太を正方形に組んだものは井い戸どを囲っているのだろう。いくつも点在するその囲いから、褐かつ色しよくの肌の人たちがロープを使い、地中深くから土ど砂しやを引き上げているのが見えた。

「鉱山だよ。クマールの伯父おじさんが所有してる。規模は小さいけど、昔ながらのやり方で宝石を採さい掘くつしている貴重な場所なんだ」

「……鉱山……」

　宝石が大地から採れることは知っていたが、実際にその光景を目まの当たりにしたのは初めてだった。

　作業にいそしむ人たちはみな、土砂や土つち埃ぼこりで体を真っ茶色にしている。それでもクマールが運転席から手を振ると、顔を上げて車を見やる人たちの口くち許もとに白い歯がこぼれる。

　太陽の下、大地に立ち、生きる。その果てのない力を肌で感じられるような場所だ。

　友也は須賀に手を引かれて車を降りた。先に車を降りていたクマールは、作業員たちと何やら話をしていたが、突とつ然ぜん須賀を振り返ると、弾はずんだ声を上げる。

「リューセー！　昨日ここでハイクラスのルビーが採れたらしいぞ。それも五カラットだ！」

「マジでっ？」

　須賀は日本語で返すと、いきなりシャツの腕うでをまくり始めた。

「俺も探す。五カラットもなくていいから、最高のものがほしい」

「おいおい、そう簡単に探せるものじゃないことくらい、お前も知っているだろ。いつものように泥どろまみれになって、そのシャツもズボンも台なしにするだけだぞ」

「シャツの一枚や二枚なんてどうでもいいよ。明日にはデリーに帰るんだ。仕事が忙いそがしくなるから当分ここへは来れない。今回は一ひと粒つぶでもいいから自分の手で探したいんだ」

　須賀は早口にまくし立てながら、すでにジーンズの裾すそまでまくっている。

「あんたはクマールと待ってなよ、汚よごれるから。最高のものが採れたらあんたに贈おくる。三日と半日、俺のわがままに付き合ってくれたお礼に」

「わがままだなんて……」

　友也が言いかけるのも聞かず、須賀は肩にかかる髪かみを結ゆわえると、あっという間に土砂がたまっているところに行ってしまった。

　どうも須賀はインドへ来るたびに、クマールとともにこの鉱山を訪れているらしい。むしろここで原石を採掘するのをいちばんの楽しみにしているのではないか。そんなことをクマールは休きゆう憩けい小屋で語った。口調は呆あきれていたが、目め許もとには親愛の情が滲にじんでいる。

「だけどリューセーはまだ一度も自分の手でまともな原石を採ったことがないんだ。まぁ無理もないよ。二、三時間泥にまみれるだけでハイクラスの原石が採れるなら、ここで働く人たちはもっと豊かな暮らしをしているはずだ」

「そんなに採れないものなんですか？」

「そりゃそうさ。簡単に採れるなら、あんな高値はつかない。それに宝石は大地がもたらす奇き跡せきだよ。一日二日じゃない、数億年かけて作られるものなんだ」

　数億年──気が遠くなるような年月だ。

「だからこそリューセーは宝石に惹ひかれるんだろうな。俺たちが知らない時代を石たちは知っている。仕事で成功しているくせに、いまだに泥まみれになって原石を探したがるなんて変わってるよ。俺は原石が現金に化けたときにいちばんの喜びを感じるんだけどな」

　須賀は先ほどまで井戸から汲くみあげた土砂を漁あさっていたが、いまは川辺でザルを使い、原石を探している。

　十二月というと、インドでは乾かん期きにあたる。朝夕は冷え込むが、晴れた日の昼間は、日本の初夏とそう変わらないほど気温が上じよう昇しようする。いっそう高くなった太陽は、容よう赦しやなく須賀の肩に照りつけていて、茶色の飛ひ沫まつを派手に散らせたシャツを見ていると、額やこめかみを濡ぬらす汗あせも見えるようだった。

「クマールさん」

　友也は休憩小屋のござから立ちあがった。

「僕も須賀さんと一いつ緒しよに宝石を探してもいいですか？」

「えっ、トモヤも行きたいのかい？　泥まみれになるよ？」

　クマールは濃い睫まつ毛げに縁ふち取どられた眸ひとみをしばたたかせていたが、シャツの一枚や二枚なんてと須賀が言ったように、汚れることなどどうでもよかった。

　須賀の情熱に寄り添そいたい。友也の内側に湧わきあがった想おもいはそれだけだ。

「まぁ行きたいんなら行けばいいよ。伯父にはリューセーとその友達をここに連れてくることは伝えてあるから。ただしハイクラスの原石が採れたなら、俺にも分け前をくれよ」

「ありがとうございます」

　友也は袖そでと裾をまくりあげると、さっそく須賀のもとへ駆かけだした。

「須賀さん、僕も宝石を探しにきました。須賀さんのために最高のダイヤモンドを探してみせます」

　須賀は「はあ？」と瞬またたくと、体を起こし、汗が光る額を手の甲こうで拭ぬぐう。

　すっと走った泥の帯。友也は微笑ほほえみ、それを手のひらで拭った。それがくすぐったかったのか、同じように須賀も笑う。

「あんたはこんなふうに汚れるのは構わないの？」

「全然」

「だったら……」

　差しだされたのは木き枠わくのザルだった。

「これで川底の砂じや利りを掬すくうんだ。もしかしたら宝石の原石がまじっているかもしれない。ちなみにここにはダイヤモンドはないよ」

「ダイヤはないって決まってるんですか？」

「地質を調べれば分かるんだ。ここでよく採れるのはルビーとサファイアかな。ちなみに赤色がルビーで、それ以外の色はすべてサファイア。同じ石なんだよ」

　ダイヤモンドがないのは残念だったが、最高級のルビーでも上々だろう。

「じゃあ僕は須賀さんのために最高のルビーを探します」

　宣言すると、「じゃあ俺はあんたのために最高のルビーを探すよ」と須賀がまったく同じことを言ったので、ますますやる気になった。

　さっそくザルを使い、川底の砂利を掬いあげる。

「あっ、須賀さん。これはルビーじゃないですか？　少し赤いような気がするんですけど」

「あー、残念だけど、それはただの石」

　透とう明めい度がゼロに等しい川だ。すぐにザルを突つっ込む腕が真っ茶色に染まった。

　陽ひを遮さえぎるものがないせいで、浮うき出た汗はすぐに結けつ晶しよう化する。それが痒かゆくてかくばかりしていると、真横の須賀がぷっと噴ふきだした。

「あんた、顔がすごいことになってるよ。猫ねこひげができてる」

「えっ、ほんとですか？」

　頰をかいた覚えはないのだが、須賀は「ほら、ここ──」と人差し指を向けてくる。

　ちょんとつついたあとに伸のばす、その動きを頰の上で繰くり返され、わざわざ泥どろ水みずで猫ひげを描かかれてしまったことを知った。

「くだらないことをしないでくださいよ。僕は真しん剣けんに宝石を探してるのに」

「いや、結構可愛かわいいと思うよ。でもちょっとひげが太かったかな」

「とってください、いますぐに」

　怒おこったふりをして、泥水を蹴けりながら須賀を追いかける。やっと追いつきそうなところで「水遊びならホテルのプールでしてくれ！」とクマールに怒ど鳴なられ、須賀と見合って苦く笑しようする。

　楽しくてたまらなかった。

　いったい自分のどこに、こんなにも弾むような感情が残っていたのだろう。

　有馬の秘書をしているときは、声を立てて笑うことなど一度もなかった。心を殺しすぎていたのか、それともどこかへ取りこぼしてしまっていたのか。だが須賀と過ごしていると、からからに乾かわいた海綿が、陽にぬるんだ水をぐんぐん吸い込んでいくように、心がやわらかくさまを変えていくのがよく分かる。

　シャツもパンツもいつの間にかぐっしょり濡れていたが、まったく気にならなかった。こめかみを伝う汗や、ふくらはぎに纏まとわりつく泥さえも気持ちいい。もしかして幸せとはこういう温度をいうのかもしれない。

　頰ほおを緩めたまま、じゃらじゃらとザルのなかの砂利をかきまぜていたとき、

「……あった……」

　手を止め、ザルのなかを凝ぎよう視しする、須賀の呟つぶやきが聞こえた。

「ほら、これ……ルビーの原石だ……」

　爪つめまで真っ茶色に染めた須賀の指が、ほのかな薔薇ばら色いろをまじらせた石を摘つまみあげている。

　大きさは角砂糖を二つ重ねたくらいだろうか。薔薇色よりも灰色や黒のほうが多かったが、それでも他ほかの砂利とは佇まいがまったく違ちがう。

「す、すごいっ……須賀さん、すごいですね、ルビーの原石を見つけるなんて」

「いや、だけどこの石は──」

　須賀が何か言いかけたが、それすらも耳に入らないほど、友也は興奮していた。

　こんなにも広い、それも濁にごった川で、ルビーを本当に見つけてしまうとは。何億年もかけて結晶化された石が、いま須賀の手のなかにある。

　友也の興奮が伝わったのか、同じように川をさらっていた人たちも集まってきた。

　てっきり友也は、彼らが口々に須賀を称たたえることを想像していたのだが、須賀の手のなかを見るやいなや、首を振ふる者、肩かたを竦すくめる者、腹を抱かかえて笑う者を見ていると、さすがに須賀が見つけたこの石が、何の価値も持たないものなのだと気がついてきた。

「須賀さん……これはルビーの原石じゃないんですか……？」

「いや、ルビーだよ。だけどクズ石だ。赤が弱いし、結晶も小さすぎる。この原石に金を払はらうバイヤーはいないだろうな。……ま、仕方ないか」

　原石を摑つかんだ須賀の腕が弧こを描えがく。川に放り投げるつもりなのだと分かり、友也は飛びつくようにしてそれを止めた。

「僕のために最高のルビーを探すと言ってくれたじゃないですかっ」

「あ？　仕方ねえだろ。あんたには仕入れた分からプレゼントするよ。あとで見せるから、好きな石を選びなよ」

「違います。僕は須賀さんがたったいま見つけた、その手のなかのルビーが最高のルビーだと思うんです」

　それをください──はっきりと言葉にするのは、厚かましいようで気が引けた。

　そのかわり、須賀が二度と泥どろ川がわに捨てる気など起こさないよう、その拳こぶしごと、ルビーを握にぎる。

「……あんた、こんなのでいいの？」

「はい」

「……価値なんてないんだよ？　ただのクズ石なんだよ？」

「僕にとっては価値があるんです。クズだなんて言わないでください」

　須賀はずいぶん長い間、友也を見つめていた。そしてようやく、本当にようやく「これでいいんなら……」と言ったので、友也は須賀の手を握るのをやめた。

　そのあとは我が慢まんしきれず、花びらの形に両手を開く。

「あんたにあげる」

　右の手のひらの真ん中に置かれたルビーの原石は、ほんの一いつ瞬しゆん前の須賀の体温を連れていた。心なしか薔薇色が濃こくなっているように見えるのは気のせいだろうか。ごつごつしているのに温かい、その温ぬくもりごと、友也は小さな石をしっかり手のなかに閉じ込めた。







「きれいですよね」

　枕まくら元もとにルビーの原石を置き、同意を求める言葉を、隣となりのベッドにいる須賀に投げかける。すでに十回以上は訊きいているので、須賀はもううなずくことすらしてくれない。

　あれからしばらくして鉱山をあとにし、だが泥まみれの格好ではさすがにホテルへは帰れなかったので、須賀とともにクマールの家で着き替がえさせてもらった。そのまま夕食をごちそうになり、先ほどホテルへ帰ったところだ。

　軽く汗あせを流ながし、いまはふたりともバスローブ姿でベッドの上にいる。

　友也はひたすらルビーの原石を眺ながめていて、須賀は乱雑に着替えを突っ込みすぎたせいで閉まらなくなったスーツケースの整理をしている。「手伝いましょうか？」と声をかけたが、「あまり俺を甘やかさないように」と仏ぶつ頂ちよう面づらで返されたので、見守るだけにしている。

　今夜はジャイプールで過ごす最後の夜だ。明日はデリーへ移動し、日本へ帰る。

「あんたも変わってるな。そんなに眺めてたら飽あきるだろ」

　ようやく着替えの整理が終わったらしい。須賀は勢いよくスーツケースを閉めると、友也のベッドにやってきた。口調はあきらかに呆あきれていたが、眼まな差ざしに侮ぶ蔑べつの色はない。須賀はそのまま友也の真横に寝ね転ころがり、頰ほお杖づえをつく。

「飽きませんよ。だって何億年もかけて作られたこの石を、あの鉱山で須賀さんが見つけてくれたんですよ。それを僕にくれた。これってすごいことだと思います」

　研けん磨まされていないので、ジュエリーショップに並んでいる宝石のように光は放たないが、その素そ朴ぼくさこそ美しいと思う。よくよく見れば模様を描いている、母岩の灰色や黒も味があっていい。ひとつだけ桜の花びらの形をした紋もんがあり、友也はそこも気に入っている。

　須賀と知り合っていなければ、友也にはこの小さな石の価値は生しよう涯がい分からなかった。この石には大地の息い吹ぶきと須賀の情熱がつまっている。いつかのジュエリーショップで見た、一か月分の給料以上のダイヤモンドも、きっと誰だれかが汗にまみれながら見つけたものだろう。

「大事にしますね」

　にっこり微笑ほほえむと、須賀は友也の肩を抱だくようにして手を伸ばしてきた。

「誘さそってよかった」

「……え？」

「まさかそんな石であんたが喜ぶなんて思ってもなかったよ。本当にハイクラスの原石を採ることができたら、もっとかっこよかったんだろうけど」

　言いながら、須賀の手が友也の後ろ髪がみを弄もてあそぶ。

　ずいぶん自然にベッドに入ってこられたのでなんとも思っていなかったが、互たがいに寝転んで会話を交かわすのはめずらしい。同室同どう衾きんで家政夫をやってきたが、たいてい須賀はベッドに入って一分も経たたないうちに眠ねむりに落ちてしまうからだ。

「そんな……僕にとっては十分すぎるほどハイクラスです」

　つっかえつつ答えたものの、ひとつのベッドで体を寄せ合っていると、たまらなくなった。

　この胸には蓋ふたをしてきた想おもいがある。須賀とふたりで旅をしてしまえば、きっとあからさまになってしまう──そう危き惧ぐしていたとおりの鼓こ動どうがいま、友也の胸を打っている。

　もうずっと、この鼓動のただなかにいたのかもしれない。

　偽いつわりの告白をしたときも、自宅の鍵かぎを渡わたされたときも、須賀が後ろに立つ、それだけで鼓動は色めき立ち、ぐっと深く、心に須賀が入り込んできた。

　その仕草、表情、言葉づかい。いまはもう須賀しか心にいない。

「須賀さん」

　呼びかけると、須賀は「ん？」と訊いて友也を見る。すでに睡すい魔まが絡からみつつあるのか、いつもより眼差しがやわらかい。

　無防備なその表情にもほだされた。

「誘ってくださってありがとうございました。須賀さんとふたりっきりで旅ができて、僕はとても幸せでした」

　友也は腹はら這ばいのまま、伸のびあがるようにして須賀の唇くちびるに自分の唇を押し当てた。

　羽う毛もうのようなかすかさで触ふれ合った体温。それでも須賀は相当驚おどろいたようで、目を瞠みはったきり、瞬またたくことすらしない。「すみません……」とだけ謝ったが、離はなれる気にはなれず、遠えん慮りよがちに須賀の体に寄り添そう。

　このまま眠るつもりで目を閉じたとき、須賀が身じろぎをした。

「あんた、初めてだよな。俺にキスしたの」

「……あ……」

「俺と寝ねたとき、一回もしなかっただろ。体を開くことはしたくせに」

　そうだろうと思う。唇や舌を合わせる行こう為いには抵てい抗こうがあったので、有馬に無理やりされることはあっても、友也のほうからは誰にもしたことがない。

「あのときはその、少し恥はずかしかったので……」

　口ごもりつつごまかしていると、須賀は頰杖を外し、友也の体ごと体勢を変えてきた。

　それはとてもやわらかな動作で、のしかかられた、押し倒たおされたというような言葉を連想させないものだった。

　だが須賀の顔はいま、友也の真上にある。

　左手は友也の耳横で頰杖を、右手で友也の生え際ぎわの髪かみをいじり、

「ねぇ、もう一回してよ」　>>>♥

　甘えるような声で頰ほおの産うぶ毛げをくすぐってくる。

　触れることが精いっぱいだったキスをからかっているのだろうか。だがたとえ遊びの延長でも、須賀のほうからねだられたのは嬉うれしかった。

　その首に腕をかけ、少しだけ頭を浮うかせる。

　湿しめった音がすることもない、ほんの一瞬、かすめただけの接せつ吻ぷん。

「あんたは俺より年上なのに可愛かわいいキスをするんだな」

　思ったとおり笑われた──が、

「じゃあお返しに」

　今度は須賀が唇を近づけてくる。

　友也が目を見開いているまにそれは触れた。

「……っ……」

　驚いて須賀の肩を押してしまったのを、拒きよ絶ぜつと捉とらえられてしまったらしい。

「俺からされるのは嫌いや？」

　唇は遠ざかり、そのかわり鳶とび色いろの眸ひとみが友也を上から覗のぞく。

「い、いえ……」

　首を振ふっただけでは足りないような気がし、あらためて須賀の首に手をまわす。

　嫌ではないという想いはきっと伝わったのだ。須賀はかすかに笑うと、ゆっくりとまた唇を近づけてくる。

　ちゅっと軽く吸われるだけで肌はだがざわつくのはなぜだろう。上うわ唇くちびると下唇を交こう互ごについばむ優やさしいキスだったが、うまく息ができない。早はや鐘がねのように鳴る鼓動のせいかもしれない。

「……っふ……あ」

　酸素を求めてわずかに口の開きを大きくすると、それを待っていたかのように須賀の舌が潜もぐり込んでくる。驚いて喉のどの奥に引きこもってしまった舌を舌でほぐされ、また肌がざわついた。

　口こう蓋がいをくすぐられ、歯列をなぞることもされたが、有馬のときのような嫌けん悪おはまったく感じない。それどころか須賀と舌を重ねるたび、あまやかな引き潮にさらわれるようにしてすっと意識が遠のいていく。

「……ん……ふ……」

　舌と舌を合わせる口づけが、濡ぬれた唇を拭ぬぐう優しいものに変わっても、魔ま法ほうにでもかかったかのようにまぶたが持ちあがらない。

　うっとりと須賀の肩かた口ぐちに顔を埋うずめていると、

「俺も好きなんだ」

　信じられない声がこめかみに触れた。

「好きなんだよ。俺もあんたのこと、好きになっちまったんだ」

　見開いた眸に、切なげに眉まゆを寄せた須賀が映る。

　だが須賀はその顔を隠かくすようにして、再び友也の唇に覆おおい被かぶさってきた。

「俺、あんたってもっと冷めた人なのかと思ってた。だけど全然違ちがうんだな。俺と一いつ緒しよに泥どろまみれになって宝石探して、あんな石でもすごい喜んで。……俺に寄ってくるのは高い宝石が好きな女ばかりだったから、あんたみたいな人とは出会ったことがなかったよ」

　息いき継つぎの合間に触れる、熱を帯びた囁ささやき。

「……須賀……さん……」

　心が繫つながった瞬しゆん間かん、怒ど濤とうのように押し寄せてきた現実の波に逆らうように、友也は須賀の背をかき抱いた。きっとこの幸せは長くは続かない。惹ひかれてはいけない男に惹かれたことへの、これは代だい償しようだ。

　それでも舌と舌、吐と息いきと吐息を重ね合わせ、須賀の濡れた温度に溺おぼれていく。

　いつしか須賀の唇は下り、友也のバスローブを脱ぬがせながら肌を辿たどり始めたが、抗あらがおうとは思わなかった。

　鎖さ骨こつの窪くぼみにも、双そう丘きゆうの稜りよう線せんにも、丸めた足の指先にまで、須賀は口づけを落としていく。

　打算だけだった夜とはまったく違う、須賀に触れられることを、その唇で口づけられることを望み、花が咲さくように体が開いていく。肌がわななけば、須賀はあやすようにまた唇を押し当て、友也の手がさまよえば、やんわりと握にぎり、受け止める。

　追いかけ、奪うばうのではなく、捧ささげるような愛あい撫ぶ。心が先に満ちていき、溢あふれた切なさと同じ数だけ、名前を呼んだ。須賀さん、と。

　どうか夜明けがまだ遠くにありますように。

　爪つめの先まですべて須賀のものになりたい。この胸に企たくらみさえなければ、今夜は人生でいちばん幸せな夜だった。




　　　　＊＊＊




　だがどんなに願っても明けない夜はない。夢とはいつかは醒さめるものなのだ。

「──で、首しゆ尾びはどうなんだ？」

　帰国した翌日、有馬からこの問いを投げられ、友也は体を硬くした。

　進しん捗ちよく状じよう況きようの詳しよう細さいを伝えろと、強ごう引いんに呼び出されたのは今朝の話だ。そのとき須賀はまだ自宅にいたので、「僕が作った引き継つぎ用の資料にミスがあったようで……」と噓うそをつき、久しぶりにスーツを着て出社した。普ふ段だんは秘書課の人間が出入りすることも多い専務室だが、今日は人ひと払ばらいをしているのか、ノックひとつ響ひびかない。

「もう少しお時間をください……。実はまだガラスケースの鍵が手に入らないんです……」

　いまだティアラは須賀の自宅のガラスケースのなかにある。特とく殊しゆなガラスを使っているということも、須賀が肌はだ身み離はなさずケースの鍵を持っていることも、有馬には伝えているのだが──。

「鍵ひとつ奪うのにそんなに時間が必要なのか？　時間なら十分すぎるほどあったと俺は思っているんだがな」

　有馬はチェアの背もたれに深く体を預けると、呆あきれたように鼻を鳴らす。

　友也が須賀の自宅に潜り込み、二十日近くが経たとうとしているのだ。インドを旅した日数を除いても、約二週間。自分の不ふ甲が斐いなさは友也自身がいちばんよく分かっていた。

「実はな、名波。来週の日曜日、有馬家と伊勢崎家とで、もう一度結けつ婚こんについて話し合いをすることになったんだ。俺はこれが最後の話し合いになるんじゃないかと思っている。沙世の父親からあのティアラを見せてほしいとも言われている」

　どうやら友也が有馬の側を離れている間に、結婚に反対していた伊勢崎善一が態度を軟なん化かさせてきたらしい。来週のその話し合いも、善一のほうからぜひにと頭を下げられ、場を設けることになったのだとか。婚こん約やく、そして結婚に向けて、まさに王手がかかったということだ。

　来週の日曜日までにいったい何ができるだろう。友也が必死に頭を巡めぐらせていると、

「今夜、須賀を外へ連れ出せ」

　いきなり有馬が言った。

「口実は何でもいい。ディナーに誘さそうのが無難だろうな。ホテルもリザーブしておくんだ。須賀を一晩自宅へ帰らせるな。もちろん自宅の鍵かぎは開けておけよ。お前がやるんだ」

「……どういうことですか？」

「考えれば分かるだろ」

　見開いたまま乾かわいていく眸とは裏腹に、気持ちの悪い汗あせが背中を濡らしていく。

　空き巣の手引きをしろ──有馬は友也にそう言っているのだ。

「しかし、須賀は自宅にホームセキュリティをかけています。私はそちらの鍵は預かっておりません」

「そんなことはどうにでもなるだろう。俺は一度ガラスケースの実物を確かく認にんしたい。そこらのガラスよりも頑がん強きようなものを使っていたとしても、俺が本気でスパナを叩たたきつければ割れるかもしれないだろ。穏おん便びんに済ませたかったが、もう限界だ。須賀も盗ぬすんだものを盗まれたなら、警察には言えないはずだ。お前は無む駄だに時間をかけすぎている」

「そんな……」

　須賀と暮らしている家に有馬を引き入れるなど、考えたこともなかった。客としてでもありえないのに、わざと留守にさせておいて侵しん入にゆうを許す──。

「できるだろ？」

　有馬は当たり前のように言ったが、友也はうなずくことができなかった。

　だが沈ちん黙もくの長さで答えを伝えてしまったらしい。有馬が大おお仰ぎようなため息をつく。

「できやしないんだろ？　お前はそうだろうなと思っていたよ」

　もしかして鎌かまをかけられたのだろうか。友也は直立の体を強こわ張ばらせたが、有馬は友也に構うことはせず、おもむろに立ちあがったかと思うと、室内のロールスクリーンを下ろし始めた。

　冬の頼たよりない陽ひは遮さえぎられ、作りものの日暮れが、そして薄うす闇やみが満ちる。

　有馬は最後の一枚を下ろし終えると、友也の真ん前にやってきた。

「お前、須賀に惚ほれただろ」

　かろうじて首を横に振ることはできたが、逞たくましい体たい軀くが放つ威い圧あつ感かんには敵かなわなかった。わずかに後ずさりしたのを有馬は見み逃のがさず、まわり込んだ手が友也の腰こしを捕とらえる。

「噓をつくな。ずいぶん色っぽくなったじゃないか。俺が知っているお前の唇くちびるは、氷でも含ふくんでいるみたいに白かった。どれだけ吸われたらそんな色になるんだよ」

　カッと染まった頰ほおを隠すため、友也はうつむいた。だが有馬は友也の顎あごを摑つかむと、力ずくで上向きにさせる。

　迫せまる鼻び梁りよう、唇、濃のう度どを増した影かげに、友也は反射的に顔を背そむけた。

「そら見ろ。須賀じゃなきゃ嫌なんだろ？」

　鬼おにの首でも獲とったかのように言われてしまい、今度こそうつむく。

　あなたのキスはもとから好きではありませんでした。──そんなふうに言えたらどんなにいいか。

　いや、キスだけではない。すべてだ。

「名波。今夜、須賀を外へ連れ出せ」

「できません……」

「それは白旗を掲かかげるということか？　それならそれでいい。さっさと俺のところへ戻もどってこい。ティアラを取り戻すことができなければ、最初からそういう約束だったはずだ」

「それも……できません……」

　殴なぐられる覚かく悟ごで言ったのだが、有馬の右手は持ちあがらなかった。

　違い和わ感かんを覚えて見上げると、有馬はわざわざ友也を覗のぞき込んでから、底意地の悪い笑えみを満面に広げていく。

「名波。俺はな、最初からお前には期待していない。あのティアラをお前が取り戻せるとは思っていなかったんだよ」

「……ど、どういうことですか……？」

「どうもこうも何もないだろ。そこらの質屋じゃ換かん金きんできないような宝石を、ダミーまで用意して盗むようなやつらに、たかだか秘書のお前が太刀たち打ちできると思っていたのか？　須賀のことじゃない、須賀の背後にいる人間のことを言っているんだ。俺にそれを指し摘てきしたのはお前だろうが」

　背後には必ず策を練った人間がいるはず──。

　ティアラが刻印のないものにすり替かえられていることを知ったとき、確かに友也は有馬にそう言った。

「目には目を、歯には歯を、だ。須賀のところへはその筋の人間を行かせる。ようやくその段取りが整ったんだ。だからお前は帰ってくればいい」

　まさか有馬が水面下でそんな話を進めているとは思ってもいなかった。

　なかなかティアラを取り戻すことができない友也を見ても、焦あせることも怒おこることもしなかった理由がいまならよく分かる。須賀を口説き落としてこいと、友也の困こん惑わくを楽しむような提案をしてきたことも、どんなふうに須賀に言い寄ったんだと、くだらないことばかり話題にしてきたことも。

「恋れん愛あいごっこで取り戻すことができれば手間なしだったんだが、仕方がない。須賀も相当したたかなようだが、痛い目にでも遭あえば態度を変えてくるだろう。あのティアラをいまだ手て許もとに置いているということは、売ばい却きやく目的じゃないんだよ。ならばなぜティアラを盗んだのか、背後で糸を引いている人間の本当の目的は何なのか、そこを吐はかせないとな」

　友也は目を見開いた。

「須賀を……痛めつけるということですか？」

「人のものを盗んでおいて、ただで済むわけがないだろうが。あいつは彫ちよう金きんが得意なんだろう？　だったら右手を潰つぶされたら、もう仕事はできないんじゃないのか？　ま、俺にとっては二十五、六の若造の右手より、青せい龍りゆうの雫しずくを取り戻すほうが大事なんだけどな。ちなみにお前はどっちだ」

　ざっと胸に逆巻いた怒いかりのまま、友也は初めて有馬に摑みかかった。

　だが有馬は体軀がいい。一発の拳こぶしすらまともに当てることができず、それどころかあっさり腕うでを捩ねじ上げられ、床ゆかへ転がされた。

「言ったはずだ。女と同じで秘書の使い道はいくらでもあると。青龍の雫を追って須賀に辿たどり着いただけでも上出来だということにしておいてやる。俺以外の男を味わえていい息いき抜ぬきになっただろ。だけどそれも今日で終しまいだ。午後には復職しろ」

「ティアラは私が必ず取り戻します。須賀には手を出さないでくださいっ」

　何も算段はなかったが、いまはそう言うしかない。

　だが当然有馬はそれも見み抜ぬいていた。

「口だけのやつを信じられるわけがないだろ。それでも言うなら証しよう拠こを見せろ」

「証拠……？」

　据すわりきった眼まな差ざしが真上から友也に突つき立つ。

「言っただろう。今夜、須賀を連れ出せ。それができたなら、あいつの右手には傷を負わせないやり方を考えてやってもいい。今夜がお前にやれる最後のチャンスだ。俺とは別れたい、須賀とは離はなれたくない、青龍の雫は取り戻せない、そんな甘えた話がどこにある」

　逃にげ道みちがないことを知り、友也は床の目に爪つめを立てた。

　悔くやしさに滲にじんだ涙なみだが粒つぶにならないよう、ぐっと目を瞑つぶる。それでも洩もれそうになってしまう嗚お咽えつに下唇もきつく嚙かみしめたとき、乱暴に肩かたを摑まれた。

「お前は忘れかけているようだから、思い出させてやる」

　こめかみにかかった低い声こわ音ね。有馬は友也の体を床から剝はぐと、もがいた手足に構いなく来客用のソファーに放り投げる。一いつ瞬しゆん伸のびてしまった体はすぐに閉じたが、のしかかる有馬の力のほうが強かった。

「お前が青龍の雫を取り戻すまでは、お前は俺のものだ。俺がお前を捨てるのはいいが、お前が俺を捨てるのは許さない」

　上げかけた抗あらがいの声が厚い手のひらに吸い込まれる。

　壁かべ一枚隔へだてた先には社の人間がいるというのに、有馬はもう片方の手だけで友也の胸をさらすと、顔を埋うずめてきた。なんとかはねのけようと暴れていると、唇だけでなく鼻も塞ふさがれてしまい、見開いたままの眸ひとみに映る天てん井じようがぐにゃりと歪ゆがむ。

　息が、息ができない。視界が暗転しかかったとき、ようやく手のひらを外された。

　咳せき込むことはできたが、手足は痺しびれたようになっていてうまく動かない。それでも有馬の髪かみを、肩を鷲わし摑づかみにするため、ギッと歯を食いしばり、力の入らない腕を伸ばす。だが一筋の髪を摑むことができたのは一瞬で、今度は引き抜ぬいたネクタイで両方の手首を束ねられた。

「今日はえらく抵てい抗こうするんだな。専務室で俺に抱だかれるのは初めてじゃないだろう。あまり騒さわぐな。人ひと払ばらいをした意味がなくなる」

　有馬は冷れい笑しようを放つと、まるで捨てる前の人形を扱あつかうような手つきで、友也のスラックスを剝ぎ取り始めた。どうあがいても敵わない、貧弱な自分の体が口くち惜おしい。

　須賀さん──。

　ここにはいない愛いとしい人の名を心で唱えると、固く瞑った目の際から涙が溢あふれた。
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　友也は有馬コーポレーションをあとにすると、須賀の家ではなく自分のマンションへ帰った。

　インド旅行の荷造りをする際に一度帰っているが、留守がちにしていることに変わりはない。無む駄だなものがいっさいない１ＬＤＫはひどく寂さびしげで、部屋の空気まで冷たく凝こごっていた。

　きっと近いうちにここへ帰ってこなければいけなくなるだろう。空き巣の手引きなどしてしまえば、もう須賀の側にはいられない。たとえ須賀が友也を疑うことはしなくても、それは同じだ。

　友也は体中──それこそ髪の毛から手指の一本一本、爪の間まで時間をかけて洗った。有馬の舌や手が触ふれたところは特に念入りにスポンジで擦こすりあげる。

　濡ぬれ髪がみを乾かわかしながら、今夜須賀を連れていくホテルに宿しゆく泊はくの予約を入れた。須賀が帰宅する時間ははっきりしないので、ディナーのほうは予約なしで入れる店に行くしかないだろう。着ていたスーツには有馬の匂においが移っていたので、たたみもせずごみ袋ぶくろに突っ込んだ。そのかわりクローゼットからチャコールグレーのスーツを取りだす。婚こん約やく披ひ露ろうパーティーの夜に着ていたものだ。あのときと同じシャツに袖そでを通し、同じネクタイを締しめた。

　今夜はもとの自分──感情の起き伏ふくのない秘書に戻らなければ、きっと事を仕損じる。

　青龍の雫を取り戻すためではない。須賀の右手を守るためだ。

　友也は姿見で隙すきのない身だしなみを確かく認にんしたあと、須賀の家へ戻るため──すなわち今夜の計画を実行に移すために、マンションをあとにした。
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「あれ？　もしかしていま帰ったところ？」

　夜の八時過ぎ、須賀は帰宅するなり、スーツ姿の友也を見て言った。

　本当は日暮れ前には戻っていたのだが、友也は作りものの苦笑を浮うかべた顔で「ええ」とうなずいた。

「引き継つぎの資料を作り直すのに手間取ってしまって」

「大変なんだな、会社を辞やめるのも」

　須賀がソファーの背にダウンジャケットを放る。それをリビングのウォークインクローゼットにしまいながら、友也はできるだけ自然に切りだした。

「今日はそんな状態だったので、食事の支し度たくができていないんです。買いだしにも行けていないので、冷蔵庫にも何もなくて。今夜は外食でも構いませんか？」

　多分部屋着に着き替がえるつもりだったのだろう。友也のあとをついてクローゼットにやってきた須賀は、「あー、そうだなぁ……」と間延びした声を上げながら、後ろからやんわりと友也を抱だきしめてきた。

「今日は寒いからあったかいもんがいいよなぁ。あんたは何が食いたい？」

　うまくいきそうだ。確信したのも束つかの間、須賀は「やっぱやめる」と言った。

「……えっ？」

「せっかく帰ってきたのにまた出るのは面めん倒どうだよ。インドの疲つかれも残ってるし。朝のロールパンがあっただろ。あれでいいじゃん。それから目玉焼き。これは俺が作る」

「で、でもそれは夕食じゃなくて朝食のような気が……」

「だったらデリバリーを頼たのもう。今日は寒いから動きたくない。それに俺、あんたが家にいるようになってから、家でメシ食うほうが好きになったんだ」

　友也も外へ出るよりも、この家のダイニングで須賀と向かい合って食事をとるほうが好きだ。大したものは作れないが、須賀はいつも機き嫌げんよく食べてくれる。

　だが今夜はそれではいけない。

「あの、実は僕、須賀さんにお礼をしてないことが気になっていて……。インド旅行のことです。僕の分の旅費まで須賀さんが負担してくださったじゃないですか」

「そりゃするよ。あれは仕事で行ったんだし、あんたを誘さそったのも俺なんだから。金はいらないって前にも言っただろ」

「そういうわけにはいかないですよ。だけど須賀さんがどうしても受け取ってくださらないんでしたら、せめて今夜の食事だけでも僕にごちそうさせてください。美味おいしいフレンチのお店を知っているんです。さっき電話をしてみたら、今夜だったら飛び込みでも大だい丈じよう夫ぶだと言われたので……」

　祈いのるような気持ちで振ふり向くと、須賀は友也の肩かた口ぐちに顎あごを載のせ、「うーん」と唸うなった。

「あんたはその店に行きたいの？」

「……行きたい、です。……須賀さんとふたりで……」

　じゃあ行こっか、と須賀が言ったときには心底ホッとした。

「僕、タクシーを呼びますね。須賀さんは支度をしていてください」

「は？　車出すけど？」

「だから今夜は僕からのお礼という形にしたいんです。それに須賀さんが車を出してしまったら、お酒を楽しめないじゃないですか。僕のほうもきっと遠えん慮りよをしてしまうと思うので」

　タクシーが一階のショールーム前にやってくる頃ころ、須賀はダークカラーのスーツにラベルピンを飾かざったスタイルでクローゼットから出てきた。久しぶりのスーツ姿に見み惚とれそうになったが、ここからが肝かん心じんだ。

　戸と締じまりはあえて須賀に任せ、先に玄げん関かんを出る。冷えるはずだ。部屋にいたときは気がつかなかったが、塵ちりのような小雪が舞まっている。

　それを見上げながら白い息を吐はいていると、須賀が出てきた。

「お待たせ」

　地上へと続くこの階段が永遠に続いていれば、これからしようとしていることを遠ざけることができる。だが友也の気持ちとは裏腹に、須賀は「さっむ」とぼやいて階段を駆かけ下りていく。「何もたもたしてんだよ」と階下で足あし踏ぶみして待つ須賀を見て、笑うつもりがくしゃりと顔が歪んだ。

「奥おく沢さわのブランジュネージュまで」

　タクシーの後部座席に乗り込み、発車してから約十秒。

　友也は「ああっ」と声を上げた。

「ちょ、何」

「すみません、リビングにスマホを忘れてしまいました。すぐに取りにいってきます」

　バックしかけた運転手に「ここで結構です」と伝え、友也は須賀が何も言わないうちに車外へ出た。

　半開きのドアに胸から上だけを突つっ込み、

「申し訳ないですが、鍵かぎを貸してもらえませんか？」

　と、右手を差しだす。

　声は上うわ擦ずらなかった。動作も自然だったはずだ。だが須賀が「え？」と瞬またたいたその三秒、友也は生きた心地ここちがしなかった。

「ああ、鍵。こっちのほうか」

　須賀はポケットを探さぐり、キーケースごと友也に差しだしてきた。

「これがセキュリティのキー。これを玄関前のセキュリティボックスに突っ込んで解除して。セットするときは外出ボタンを押すだけだから」

「ありがとうございます、すぐに戻もどります」

　とても須賀の目を見ることができず、慌あわてているふうを装って駆けだす。

　須賀に教えられたとおり、鍵を使ってセキュリティを解除し、部屋へ入った。スマートフォンは須賀が着替えている間にリビングのソファーの下に転がしておいた。変わらずあったそれを摑つかみ、再び玄関へ向かう。

　だがこのときだけは勢いのままにとはいかなかった。

　セキュリティの本体には須賀が言ったとおりのボタンがある。押したいが、押せない。押せないのなら、動けない。

　くっと眉み間けんを歪ゆがめ、逡しゆん巡じゆんしたのはどれくらいだろう。

　──須賀の右手を守るためだ。

　友也は怖おじ気けづく自分にそう言い聞かせ、玄関を飛びだした。セキュリティをセットしないまま、玄関の鍵もかけず、階段を駆け下りる。タクシーはいつの間にかバックしていたようで、階段下からそう離はなれていない場所に黒い車体が見えた。

　追いかけ、手を伸のばしてくる罪から逃のがれるように、友也は後部座席に飛び込んだ。

「お待たせしました」

　須賀と運転手の両方に謝り、「ありがとうございました」と須賀にはキーケースを返す。

　本当は「安心してください。きちんと鍵はかけましたから」と言い添そえるつもりだったのだが、言ってしまえば噓うそになる。友也は荒あらく深い息を繰くり返しながら、シートに背中を張りつけていた。

　車中で須賀とどんな話をしたかは覚えていない。須賀が話しかけてくる声は聞こえる。相あい槌づちを打ち、ときには微笑ほほえむ自分も感じることができる。だが鼓こ動どうは鎮しずまることがなく、罪人を殴なぐりつける強さで体の内側から友也を責め続けていた。

　それは目当てのフレンチレストランに着いたあとも変わらなかった。

「へぇ、こんなところにこんな店があったんだ。雰ふん囲い気きいいじゃん。よく来るの？」

「いえ、妹の誕生日に一度だけ。だけどまた行きたいなとずっと思ってて……」

　友也はディナーメニューをオーダーしたあと、トイレに行くふりをして有馬にメールを入れた。『現在奥沢。予定どおり』と一言だけ。有馬からは三十秒も経たたないうちに『了りよう解かい』と返ってきた。次はホテルに着いたあとにメールをするように言われている。

　オードブルは生ハムとフォアグラのコンフィだった。須賀はフォアグラを口に運び、「あ、うまい」と笑う。続くスープはきのこのカプチーノ風ポタージュ。須賀は真向かいでスプーンを使いながら、「いいね、この店」とまた笑ったが、友也はすでにうなずくことも微笑むこともできなくなっていた。

　何を食べても味がせず、須賀が話しかける声もよく聞こえない。「……え？」と訊きき返すことが増え、須賀も次し第だいに眉まゆを寄せて友也を見るようになった。

「あんた、なんかあったのか？　顔色が真っ青なんだけど」

「……あ……いえ……」

　いくら須賀の右手を守るためとはいえ、こんなことをしていいわけがない。

　友也は大きく息を吸うと、意をけっして立ちあがった。

「須賀さん、今夜は帰りましょう。僕はご自宅の鍵をかけ忘れたような気がします」

　予定では友也と須賀がホテルに着いたあと、有馬が須賀の自宅に忍しのび込むことになっている。

　いまならまだ間に合うはずだ。

　だが須賀は友也がしたことも、有馬と繫つながっていることも知らない。「はあ？」と声を上げただけで、ポタージュを掬すくうスプーンを置こうとしなかった。

「あんたの気のせいなんじゃないの？　もし本当に鍵をかけ忘れてたとしても、そう簡単に空き巣なんて入んねえって。前にも言っただろ？　大丈夫だよ、狙ねらわれるとしたら下のショールームのほうだろうし。ま、あっちは自宅より厳重にセキュリティをかけてるけどさ」

「いえ、でもっ……」

「あんたは真ま面じ目めすぎるんだよ。せっかく来たんだ。ちゃんとメシ食って帰ろう。ほら、メインが来たよ。舌びらめのフィレ。うまそうじゃん」

　何も知らないからこんな吞のん気きなことが言えるのだ。テーブルからは、魚の脂あぶらに絡からむバターとレモンのいい香かおりがしたが、友也は再び腰こしを下ろす気にはなれなかった。

「それでしたら僕だけ先に帰ります。須賀さんはこちらでお食事をしていてください」

「はあ？　ちょ……」

　これ以上は待てない。須賀が何か言いかけるのも聞かず、友也はテーブルを離れた。

　中座することをスタッフに詫わび、会計を済ませ、だが自分で車を運転してきたわけではないので、タクシーを呼んでもらわなければいけない。ホテル内のレストランにしておけばよかったといまさら悔くいたが、あとの祭りだ。

「麻布のリュウセイ・スガのショールームまで」

　やっと来たタクシーに乗り込むと同時に、アプローチを駆けてくる須賀の姿が見えた。

「須賀さん、お食事は……？」

「あのなぁ。ひとりでフルコース食ってどうすんだよ」

「す、すみません……」

　謝ったものの、気まずさは拭ぬぐえなかった。須賀はいかめしい顔つきでフロントガラスを見み据すえていて、タクシーが発進したあとは口を利きこうとしない。だが友也のほうも須賀に話しかける余よ裕ゆうはなかった。

　どうか間に合いますように──。

　それだけを祈いのり、窓ガラスに流れていく夜を見つめる。ようやく麻布の街並みが見え、続いてショールームが見えてきたときには、心から安あん堵どの息を吐いた。

「ここで結構です」

　友也は支し払はらいを済ますと、すぐに車外に飛びだした。

　だが須賀の自宅を見上げたとき、三階のリビングに明かりがついているのが見え、真っ青になった。

　もしかして予定が早まったのだろうか。階段を駆けのぼりながらスマートフォンを開いたが、有馬からの連れん絡らくは入っていない。だが他人の家に忍び込むときに、通りから分かるほど明かりをつけるものだろうか。

　友也がさらに混乱したのは、勢いよく玄げん関かんドアの取っ手を引いたときだった。

　鍵がかかっている。

　──なぜ。

　もう一度取っ手を引いたが、やはり開かない。

　いったい何がどうなっているのか。ガチャガチャとドアを揺ゆさぶっていると、ぐいと体を押しのけられた。

　いつ追いついたのだろう。真横には須賀が立っていた。須賀はポケットからキーケースを取りだすと、無言でその一本を鍵かぎ穴あなにさす。右に半回転、カチャッと鍵が解かれる音がした。

　どうして鍵がかかっていたのか。

　須賀は乱暴にも見える動作で靴くつを脱ぬぎ、呆ぼう然ぜんとしている友也を置いて、ずんずんとリビングのほうへ行ってしまう。

「す、須賀さん、待ってくださいっ」

　もし有馬が室内にいれば危険だ。友也は須賀を追うつもりで靴を脱いだのだが、そのとき初めて玄関の脇わきに女性物のブーツが置かれていることに気がついた。

　いったい誰だれのものなのか。

　恐おそる恐る向かったリビングには、友也がまったく想像していなかった人物がいた。

　若い女性がひとり、ソファーでクッションを抱だきしめてテレビを見ている。彼女は須賀に気づくと、「あっ」と声を上げ、駆かけ寄ってきた。その耳に揺れる、星が連なった形のピアス。

　だが女性は、須賀を名字でもなく下の名前でもなく、「お兄ちゃん」と呼んだ。

「お兄ちゃん、お帰り。家の鍵もセキュリティもかかってなかったよ」

「あ、やっぱり？　出かける前にちょっとばたついてさ。悪かったな、急に留守番頼たのんで」

　ふたりの会話を聞き、友也は急速に血の気が引いていくのを感じていた。

　鍵をかけずにこの家を出たときも怖こわくてたまらなかったが、いま友也の全身を包んでいる恐きよう怖ふはそれ以上だ。

　この女性の画像なら、いまだに友也のスマートフォンに残っている。写真で見るよりも素そ朴ぼくで幼い。有馬の元恋こい人びとでもあり、須賀の妹だという羽村優花。

　優花は友也に気がつくと、「お兄ちゃんの友達？」と須賀に訊き、須賀が答える前に「こんばんは」と友也に向かって頭を下げる。だがにっこり笑った優花の顔に、次第に訝いぶかしむような色がまじり始め、ハッと目を瞠みはったあとは一気に険しくなった。

　優花は友也を知らないはず──。そう思っていたが、友也が有馬を通じて優花を知ったように、優花のほうもどこかで友也を知る機会があったらしい。

「お、お兄ちゃん。この人、有馬の秘書にそっくりなんだけど……」

「そうだよ。有馬コーポレーションの専務秘書の名波さん」

「えっ、名波って……」

　優花がぎゅっと兄の腕うでを引く。

「だったら有馬がいちばん可愛かわいがってる秘書よ……？　有馬の愛人かもしれないって噂うわさもあるのに……」

「あ、それは噂じゃなくて真実」

　口角を持ちあげ、須賀がさらりと言う。

　どうしてそれを知っているのか。なぜ真実だと言い切れるほど確信を持っているのか。

　だがショックを受けたのは友也だけではなかった。

「お兄ちゃん、ちょっと待ってよ……。なんでこんな人と一いつ緒しよにいんのよ」

「パーティーで知り合ったんだ。俺のことが好きなんだって」

「好きって……やだ、意味分かんない。そんなの噓うそに決まってるじゃないっ」

「だろうな。俺もそう思ってる」

　須賀のその一言がいちばんショックだったかもしれない。

　インドでプレゼントされた小さなルビーの原石。ジャイプールのホテルで交かわした初めてのキス。須賀からの告白。家を出る前のささやかな駄だ々だすら噓のように、目の前には友也の知らない須賀がいる。

「ど、どうして……須賀さ……どうして……」

「どうして？」

　須賀は冷めた表情で友也の言葉をなぞる。

「最初に俺を騙だまそうとしたのはあんたのほうだろ。いきなり、好きです、何でもしますとか言われて、信じる男がどこにいるんだよ。相手が女でも家に入れないのがふつうだろ」

　正論すぎて言葉が出なかった。

　須賀を口説き落としてこい──有馬の案を聞いたとき、友也ですらありえないと思ったのだ。何かの間ま違ちがいでその手法が須賀に通用したのではなく、須賀は友也の腹を読んでいて、納なつ得とくずくで自宅に引き入れたと考えるほうがはるかに自然だった。

「馬ば鹿かな人」

　優花が鼻先で笑う。

「何が目的でお兄ちゃんに言い寄ったのか知らないけれど、お兄ちゃんを弄もてあそぶつもりだったんでしょ。なのに逆にお兄ちゃんに弄ばれて捨てられるなんて、すんごく滑こつ稽けい。せいせいするわ」

　友也は思わず須賀を見た。だが須賀は何も言わない。　>>>♥

　それこそが答えなのかもしれない。友也が有馬の愛人だということも、今日ではない、もっと以前に知っていたのだろう。恥はずかしさと情けなさで、唇くちびるが小刻みに震ふるえた。

「須賀さんを弄ぶだなんてそんな……。僕はただ、あなた方が盗ぬすんだティアラを取り戻もどしたかっただけで……」

「盗む？　なんで私とお兄ちゃんがティアラなんか盗まなきゃいけないのよ。あなたが言ってるのは有馬が作った青せい龍りゆうの雫しずくのティアラでしょ!?　確かに見せてはもらったけど、あの人が他ほかの女に贈おくったものなんか欲しくもないわよっ」

「だったらあのティアラはっ……踊おどり場ばにあるあのティアラは何なんですかっ。どうしてあのティアラには刻印が入っているんですかっ」

「刻印？　何よそれ、知らないわよっ」

　優花が金切り声を上げて友也に摑つかみかかろうとしたとき、須賀が割って入った。

「優花。もうお前は帰れ。俺はこの人とふたりっきりで話がしたい」

「で、でもっ……」

「いいから」

　短いが、有う無むを言わさぬ口調だった。優花はソファーの背にかけていたコートを摑むと、友也を睨にらみつけてから玄関へ向かっていく。

　バタンッと閉じられる扉とびら。階段を駆け下りていくブーツの足音。そして訪おとずれた静せい寂じやくは、真冬の外気のように張りつめたものを持っていた。

「あーあ」

　わざとなのか、須賀が声に出してため息をつく。

「あんたが引き返さなきゃ、優花とは鉢はち合あわせしなくて済んだんだけどな。あいつ、うちの近くに住んでんだよ。だから戸と締じまりを確かく認にんしてくれって電話をかけたんだ。あんたがスマホを取りに戻ったとき、なんとなく胸むな騒さわぎがしてさ」

　そう言って須賀はソファーのクッションを整え始めた。といってもそれは単に手を動かしているだけで、クッションのひとつが床ゆかに転げても、須賀は見てもいなかった。

「あんた、惜おしかったな。今日あんたが風ふ呂ろに入ってなかったら、俺はふつうに騙されてたと思うよ」

「……お風呂……？」

　今日は朝からいろんなことがありすぎて、何があったのかあまり覚えていない。だが「メシを食いに行く前にあんたを抱きしめただろ？」と言われ、ハッとした。

「あんた、会社に行くって俺に言って家を出たよな？　なのになんで帰ってきたらスーツが違ってて、俺んちにはないシャンプーの香かおりをプンプンさせてるわけ？」

「そ、それは……汗あせをかいたのでいったん自宅へ帰って、シャワーを浴びたんです。会社に行ったのは本当です。それは調べてもらえば分かります」

　友也が社へ出向いたことは、秘書課の人間も知っている。だが専務室で起こった出来事は、友也と有馬以外は知らないはずだ。それを信じて口にしたのだが、須賀は行き先を疑っているわけではなかった。

「あのな、真冬のオフィスでどんな汗をかくんだよ。あんたは有馬が恋こいしくなって会社に行ったんじゃねえのかよ。それで望みどおり会社のなかであいつに抱かれて帰ってきたんだろ」

　すぐに否定すればよかったのだろうが、半分以上当たっていたせいで、言葉を吞のみ込んでしまった。

　たった五秒の沈ちん黙もくだったが、須賀は当然それを肯こう定ていと受け取った。

「大だい胆たんなことをするんだな、あんたたち。会社で何してんだよ」

「……ぼ、僕は……専務のことが好きなわけじゃありません……」

　なんとかそれだけは言うことができたが、須賀はその言葉すら鼻で笑う。

「そうだろな。あんたが好きなのは俺だもんな」

　あきらかに信じていない声こわ音ね。いつか満ちた心がぎりっと音を立て、砕くだけていった。

　須賀にどんな言葉で何を伝えればいいのか。混乱と恐怖は友也から声を奪うばい、須賀と過ごした日々の残ざん骸がいがこの現実に向き合うことを拒きよ絶ぜつする。

　分かっているのはただひとつ。束つかの間の蜜みつ愛あいが終わろうとしていることだけだ。

「あんたも知ってんだろ？　優花は有馬に遊ばれて捨てられたんだよ。優花のほうは本気だったんだけどな。別に俺は妹が誰だれに惚ほれようが、誰と別れようが、知ったこっちゃねえよ。だけど同じ男として有馬だけは好きになれない。優花とだらだら付き合いながら、伊勢崎さんのお嬢じようさんとは結けつ婚こんしたくて、挙句の果てには始終側に置いてる秘書のあんたが愛人なんて、馬鹿にしすぎだろ」

　好きで有馬の側にいるわけではない。そう言いたかったが、言えなかった。

　愛してもいない男と愛人関係にあること。それは有馬のような男に本気で入れ込み、何もかも投げだして尽つくすよりも、きっと蔑さげすまれるべきことだ。

「だけどあんたはあんな男に惚れてるんだよな」

「ち……違いますっ……。ぼ、僕が好きなのは──」

「もういいよ。その手の噓は聞き飽あきた。あんな男の指図で俺んとこに来て、惚れてもないのに体まで開いて、最後は空き巣の手引きかよ。あんたは哀かなしいほど健けな気げだな」

「や、やめてください、これは有馬を助けるつもりでやったことではなくて……」

　だが須賀の眸ひとみはすでに友也を映していなかった。帰りの車内でフロントガラスを見み据すえていたときと同じ表情で、友也の脇わきを通り抜ぬけ、内階段のほうへ歩んでいく。

「……す、須賀さん……？」

　よたよたと追いかけた先で、須賀が鍵かぎつきのあのネックレスを引きちぎっているのが見えた。

　その手はまったく迷うことなくガラスケースの鍵を解き、ティアラを取りだす。

「あんたにやるよ。これが欲しくて俺に近づいてきたんだろ？」

　友也は首を振ふった。ティアラを受け取ってしまえば、須賀が知っている友也は完全に須賀の心から消えてしまう。

　だがもとから須賀の心には、友也はいなかったのだ。

「決めてたんだ」

「……え……？」

「青山通りのど真ん中で、あんたが俺に好きだって言ったとき。それから本当に荷造りしてショールームにやってきたとき。有馬が優花を弄んで捨てたように、俺は有馬の愛人を弄んで捨ててやろうって決めたんだ」

「……そ……そんな……」

　恋ではない。これは騙し合いだったのだ。須賀から必ずティアラを取り戻す──友也自身もそう決め、須賀に近づいたように。

「ほら、やるよ」

　須賀がティアラを放る。

「それを持って帰って有馬にしっかり褒ほめてもらうんだな。俺は逃にげも隠かくれもしない。あんたたちが思うようなこともしてねえよ。今度俺に用があるときは、秘書なんか使わず直接てめえが来いって有馬に言っておけ」

　言葉だけではない。激げき昂こうも突つきつけられ、友也はわななく手でティアラを拾いあげた。

　指先から伝わる、冷え切ったプラチナの質感。まるで目の前の須賀のようだ。たまらず洩もれかけた嗚お咽えつを吞み込んだのも束の間、

「五分以内に荷物をまとめて出ていってくれ」

　追い打ちをかけるように須賀が言い放つ。

　終わったのだと思った。初めての恋が終わった。

　滲にじんだ視界をどうすることもできないまま、ふらふらと四階へ向かう。普ふ段だんから整理整せい頓とんを心がけているので、荷物をまとめるのはすぐだった。ずしりと重いスーツケースを持ち、再び三階へ。

　須賀はリビングのソファーに腰こしをかけていた。だが背もたれに肘ひじをついた不自然な格好で、友也とは目を合わそうとしない。

「これ、お返しします……」

　友也がローテーブルの上に鍵と日ひ払ばらいで受け取っていた報ほう酬しゆうを置いたあとも、それは変わらなかった。須賀は瞬またたきもせずリビングの隅すみを睨み続けている。

「短い間でしたが、お世話になりました」

　自分が招いた結末だ。最後はふらつくことなく、前方──玄げん関かんドアを見据えながら歩くことができたが、涙なみだが一筋、頰ほおを伝うのは避さけられなかった。

　扉を開けた瞬しゆん間かん、ざっと前まえ髪がみが散らされる。

　塵ちりのようだった小雪はいつの間にか吹雪ふぶきに変わっていた。

　あなたが好きです。その言葉の先に待ち構えていた奈な落らくの淵ふちをいま、友也はスーツケースを引きずり、歩いている。

　たったひとりで突き落とされていたなら、まだ幸せだったかもしれない。

　だがその穴にはすでに有馬がいた。

　なぜ思い出さなかったのだろう。もとから友也はこの奈落の住人で、須賀と接せつ触しよくするために這はいあがってきただけなのだ。

　吹ふき荒すさぶ風に煽あおられ舞まう雪は、やわらかで優やさしい思い出のかけらのようだった。純白のそれをひとかけらでも取り戻もどしたくて宙に手を伸のばすが、摑つかんだ白は、友也を拒こばむかのように手のなかで消えていく。

　それでも友也は冬の夜空に手を伸ばした。

　顔をくしゃくしゃに歪ゆがめ、涙を拭ぬぐうこともせず、何度も何度も。




　　　　＊＊＊




　翌朝、友也は鏡に映る自分の姿を見た。

　有馬コーポレーションのエレベーターボックスは、背面すべてが鏡になっている。ビジネスラインのスーツに身を包み、ネクタイを締しめた姿はいままでと変わらない。だが泣なき腫はらした赤い眸は初めて見るものだ。

　うつむいてしまわないようジャケット越ごしに心臓の辺りをぐっと握にぎってから、専務室と秘書課のある九階で降りる。

「名波さん。おはようございます。お久しぶりですね」

「おはよう」

　友也は二十日近くも『出張』していたことになるのだが、周りの温度は二十日前と大して変わりない。友也にとっては人生ごと変わった日々だったが、オフィスにつめている者たちにとっては、流れゆく水のように過ぎ去っただけの日々なのかもしれない。

「あ、そういえば専務がお呼びでしたよ」

「そう。ありがとう」

　秘書たちが揃そろう前に有馬が出社することはめずらしい。もちろん理由は分かっている。

　有馬には昨夜のうちに『本物のティアラを取り戻しました』とだけメールをしている。苦しまぎれの噓うそだと思われたくなかったので、写真も添てん付ぷした。詳しよう細さいを聞きたいらしい有馬からすぐに着信があったが、それを取ることはしていない。

　友也はビジネスバッグもコートも持ったまま、専務室へ向かった。

「おはようございます。名波です」

　重じゆう厚こうな扉とびらにノックを二つ。「入れ」という返事のあとに押し開く。すでに有馬はいつものように革張りのチェアに腰をかけていた。

「まさかお前がティアラを取り戻せるとはな。いったいどういう技わざを使ったんだよ。やっぱり須賀が持っているほうが本物だっただろ？」

　それには答えず、ビジネスバッグからティアラを取りだす。ケースのかわりにハンカチで包んでおいたそれをデスクで広げると、有馬は「おっ」と弾はずんだ声を上げた。

　縁ふち裏うらに刻印があることは友也も確かく認にんしている。有馬のほうも早々にその一文を見つけることができたようだ。「本物は輝かがやきが違ちがうな」と満足そうにうなずくと、デスクの抽斗ひきだしから見覚えのあるケースを取りだす。なかに収まっていたのは、刻印のないダミーだ。

「これは社外で処分してくれ。人の目につかないようにな」

　渡わたされたそれをビジネスバッグに突っ込もうとして、友也はふと手を止めた。

　須賀の仕事だからだろうか。重なり合って咲さく薔薇ばらはプラチナ色の澄すんだ光を放っていて、花びらを飾かざるダイヤモンドも、センターストーンのアレキサンドライトも美しい。

　念のために縁裏を確認したが、刻印は見当たらない。まさかこれが本物のはずはないだろうが、無造作に扱あつかう気になれず、友也はダミーを丁てい寧ねいにハンカチに包んでからバッグに入れた。

「それにしてもあの若造め。どういうやり方ですり替かえたのか知らないが、俺を相手に大それたことをしてくれたもんだな。ほとぼりが冷めた頃ころに一度痛い目に遭あわせてやる」

　有馬はこういう男だ。だから友也は言った。

「それが須賀じゃなかったんですよ」

「……なんだと？」

「そのティアラは、婚こん約やく披ひ露ろうパーティーが行われたレストランの前庭で見つけたんです。須賀が持っているのは別のティアラでした。実はデザインが違っていて……。私の早とちりで、あやうく専務に空き巣の真似まね事ごとをさせてしまうところでした。本当に申し訳ございません」

　有馬を相手に真顔で噓をついたのも、申し訳ございませんと言いつつ頭を下げなかったのも初めてだ。

　もちろんこんな杜ず撰さんな噓で有馬を煙けむに巻くことなどできないのは承知の上だ。だがいまの友也にできることといえば、犯人は須賀だと有馬に断定させないことしか残っていなかった。

　やはり好きなのだ。屈くつ託たくなく笑う姿、『あんた』と呼ぶ声、触ふれてくるときの意地悪で優しい手の感かん触しよく。涙が涸かれるほど泣いても忘れられない。有馬が目の前にいるいまも、恋こいしさだけが胸を占しめている。

「お前……本当に呆あきれるな。いまさら須賀じゃないなら誰だれなんだ。誰がダミーを作って、誰がいつ沙世の頭のてっぺんからこのティアラを盗ぬすんだんだよ」

「それは分かりません。あのパーティーは招待制とはいえ、たくさんのお客さまを招いて行われたものですし、部外者が侵しん入にゆうしようと思えば庭からでも侵入できたと思いますから」

「ずいぶん適当なことを言うようになったな。この期ごに及およんでまだ須賀の家政夫気取りか」

　友也はほんのわずか、睫まつ毛げを震ふるわせた。

　有馬の言葉に竦すくんだわけではない。これから言おうとする自分の言葉に傷ついたのだ。

「私はもう須賀の家政夫ではありません。須賀の家を追い出されてしまったので」

「追い出された？」

「須賀は何もかも知っていたんです。私が近づいた理由も、私が専務の愛人だということも」

　少しは驚おどろくかと思ったが、有馬は「なるほどなぁ」とうなずくと、いやらしく唇くちびるを歪めてみせる。

「だからそんな顔をしているのか。俺からの電話にも出ないで泣いていたんだろ。まさかお前でも泣くことがあるとはな。須賀にどんなふうに抱だかれたのか言えよ。今夜は同じように俺が抱いてやる」

　いつも有馬は涼すずしい顔でナイフを振ふりかざす。こんな男に二年もの間、大人しく仕えてきたのだ。須賀に一ひと括くくりにされて捨てられるのも仕方がないのかもしれない。

「専務」

　ぎゅっと強く、ジャケットの胸を握りしめてから、顎あごを持ちあげる。

「私は青せい龍りゆうの雫しずくのティアラを取り戻すことができたんです。約束どおり、退社させてください。もう一日たりとも専務にはお仕えすることはできません」

　出社する前から言おうと決めていたことだ。とはいえ、有馬があっさり首を縦に振るとは思っていない。案の定、ふんと鼻先で笑われ、チェアにふんぞり返られた。

「俺はもとからお前を自由にする気はないよ。前にも言っただろ。俺がお前を捨てるのは構わないが、お前が俺を捨てるのは許さない」

「それでは約束が違います」

「本物のティアラはレストランの前庭に転がっていたんだろ？　だったらそれは取り戻したとは言わない、拾っただけだ。むしろ会場をくまなくチェックすることを怠おこたった、お前ら秘書のミスだ。責任を取れ」

「……子どものようなことをおっしゃるんですね」

「言うさ。俺はお前を手放したくない。愛人としてはまったく可愛かわいげがなかったが、秘書としてのお前は、誰よりも勤勉で従順、可愛いやつだった」

　そうだろう、有馬に逆らったことは一度もない。

　正一郎の恩義に報むくいるため──それだけを思い、尊敬できない部分があっても仕えてきたのだ。支え、尽つくしたいと、友也が心から思ったのは正一郎と、そして須賀だけだ。

「私の気持ちは変わりません。本日付で退社させていただきます」

　友也は有馬に一礼すると、専務室をあとにした。「おい」と呼びかける声が聞こえたが、振り向くことも立ち止まることもせず、エレベーターホールへと向かう。

　誰もいない、一階へ下りるエレベーターに乗り込んでから、初めてジャケットの内側に手を入れる。有馬と対たい峙じするのに怖おじ気けづかないようにと、ちょうど心臓の上にある内ポケットに、須賀からもらったルビーの原石を忍しのばせていた。

　──あんたにあげる。

　そう手のひらに置かれたときと同じ、ごつごつとした手て触ざわり。ほのかな薔薇色は、須賀の側にいた頃、ずっと胸に閉じ込めていた想おもいのようだ。いまも変わらずここにあるのに、須賀にはもう届かない、その薔薇色を握りしめると、嗚お咽えつが洩もれそうになった。

　どうして夜はいつも明けてしまうのだろう。サラリーマンが忙せわしなく行き交かう朝のオフィス通りでは、失なくした恋を想って泣くこともできない。




　　　　＊＊＊




　友也はそれから三日間、自宅のマンションから出ることができなかった。

『お前が戻もどってくるなら、須賀には手を出さない』

　有馬からそんなメールが届いたせいだ。ただの脅おどしだろうが、黙もく殺さつするのは怖こわかった。だからといって、もう有馬の下では働けない。友也は悩なやんだ末に、有馬の父・正一郎に直接退職の意志を伝えることにした。

　正一郎にはきっと引きとめられてしまうだろう。分かっていて会いに行くのは憂ゆう鬱うつだったが、いずれにせよ正一郎に挨あい拶さつをせずして退社はありえない。電話を入れると、ちょうど正一郎は病院から一時帰宅をしていたので、善は急げとばかりに今日の午後のアポを取りつけた。

　間違いなく間に合うようにタクシーを呼び、スーツの上にコートを羽織る。だが革かわ靴ぐつを履はく寸前に部屋へ引き返し、友也はティアラのダミーをバッグに入れた。

　有馬には処分しろと言われたが、どうしても捨てることができず、実はいまだに持っている。

　ダミーとはいえ、須賀が作ったものなら須賀のものだ。捨てるくらいなら須賀に返したいと、この三日間、ずっと思っていたのだが、果たして会ってもらえるかどうか。最悪の場合はショールームのスタッフにことづけるしかないだろうが、できれば直接返したい。

　いや、本当は須賀に会いたいだけだ。

　口実は何でもいい。ただ須賀に会いたい。

　馬ば鹿かだと思う。他人にも自分にも興味がなかったので、恋がこんなにも人を愚おろかにするものだとは知らなかった。

　だが初めて体を重ねた日、須賀は友也の体の奥まった場所に口づけた。ふたりっきりで過ごしたジャイプールの夜も、計算の上だったとはとても思えない。本当に『有馬の愛人』を愚ぐ弄ろうするのが目的なら、毎晩のように友也の体を玩がん具ぐにするほうが自然だろうに、須賀はそれもしなかった。

　分かっている、須賀は友也よりも巧たくみだったのだ。だからこそ須賀の企たくらみに気づかず、心を奪うばわれたのだろう。

　それでも──会いたい。

　静かに冷たく、須賀の口からもう一度終わりの言葉を聞きたい。これは悪夢ではなく現実なのだと、いまだくすぶっているこの胸の火を踏ふみつけ、消してほしい。

　空は雪ゆき曇ぐもりだった。あの吹雪ふぶきの夜の名残なごりのような鈍にび色いろを見上げ、友也はタクシーに乗った。

　有馬の実家──正一郎が暮らしている家は田園調布にある。正一郎にどう切りだそうか考えているうちに、石いし垣がきに囲まれた和造りの豪ごう邸ていが見えてきた。

　気になったのが、いつもは閉とざされている門が開け放たれていることだった。

　友也は門柱の前でタクシーを降りたのだが、母おも屋やへ続くアプローチにも広い庭にも松葉ひとつ落ちておらず、来客用のガレージには使用人がふたりも控ひかえている。

　まるで重要な客を待っているかのような佇まい──。予感は的中した。

　家政婦に案内された応接間で待つこと数分、室内用の杖つえをつきながら正一郎が現れた。

「ああ、友也くん。悪いが、今日は急用が入ったんだ。実はこれから伊勢崎さんが来られるんだよ。和臣と沙世さんの結けつ婚こんについて話し合うことになった」

「えっ、それは来週の日曜の予定ではなかったのですか？」

「それがどうしても伊勢崎さんのほうで早急に確かく認にんしたいことがあるとかで、今日になったんだ。昼前にいきなり連れん絡らくがあって、わしも何がなんだかさっぱり分からん。和臣は何をしている？　まだ社を出ていないのか？」

　当然といえば当然だが、正一郎はいまだ友也を息子むすこの秘書だと思っているようだ。こんな流れで伝えるのはどうかと思ったが、入退院を繰くり返している正一郎の体調を思うと、次に会えるのがいつになるか分からない。

「あの、社長。実は私、会社を辞やめさせていただくことになりました。今日お伺うかがいしたのも、社長にそのお話を──」

　だが言葉途と中ちゆうで正一郎は目を見開き、「や、辞める？」と引っくり返りそうな声を上げた。

「いったいどうして……和臣が何か無理を言って困らせているのかい？　あれは甘やかして育ててきたから……いや、それとも給きゆう与よのことか？　わしにできることがあれば何でも……」

「いえ、違ちがうんです。これはひとえに私のわがままでして……」

　そのとき、応接間に駆かけ込んできた使用人が「あの、そろそろ……」と正一郎に耳打ちをする。これ以上ここにいても邪じや魔まになるのはあきらかだった。

「またあらためてお伺いいたします。本日はお忙いそがしいときに申し訳ございませんでした」

　友也は何度も正一郎に頭を下げ、逃にげるようにして母屋を出た。

　どうにもうまくいかない。重い息を吐はきながら表門まで歩いていると、黒くろ塗ぬりのハイヤーが二台連なって入ってくるのが見えた。

　一台目の後部座席に乗っていたのは、伊勢崎善一と沙世。続く二台目は、と目を転じさせて驚おどろいた。

　二台目の後部座席には須賀が乗っていた。

　いったいなぜ──反射的に振り返った瞬しゆん間かん、車窓越ごしに視線が交わった。

　車は来客用のガレージに停車し、ほどなくして伊勢崎父娘おやこが、続いて須賀も車を降り立つ。伊勢崎父娘は使用人に案内されるまま母屋へ向かっていったが、須賀だけはその列を離はなれ、アプローチの途中に立ち尽くしている友也のほうへ靴くつの先を向ける。

　友也は息を止め、近づいてくる須賀を見つめていた。

　どうして須賀が伊勢崎父娘と一いつ緒しよにいるのか。有馬と沙世の結婚にどう関かかわっているのか。詳しよう細さいは何ひとつ分からなかったが、会いたかった人と再会できたことに変わりない。

　ああ、何を言おう。友也が迷っているうちに、須賀が真正面にやってきた。

　切れ長の眸ひとみがいつもよりつり上がってみえるのは気のせいだろうか。お久しぶりです、そう言うつもりで唇くちびるを開きかけたとき、須賀のほうがわずかに早く口を開いた。

「まさかこんなところで会うとは思わなかったよ。あんたがここにいるってことは、もう有馬は帰ってきてる？」

　口調は以前と変わらない。が、少し早口だ。

　なんとなく棘とげのようなものを感じ、「い、いえ……」と答える声が強こわ張ばった。

「じゃあ何やってんの？……あ、有馬待ち？」

「い、いいえ……」

　あまり機き嫌げんがよさそうではなかったが、やはり須賀だ。須賀が目の前にいる。

　派手な髪かみ色いろは変わらない。だが長めのそれを今日はきっちり後ろで結んでいて、ダークカラーのスリーピースにコートを羽織ったスタイルも相まって、年下どころか、ぐっと大人の男に見える。

「あ、あの……須賀さんはどうされたんですか？　もしかして今日の話し合いに同席されるんですか？　僕は来週の日曜日だと聞いていたんですけど……」

「ああ。伊勢崎さんをせっついて前まえ倒だおしにしてもらったんだ」

「前倒し、ですか……？」

　意味がよく分からなかったが、同席するのなら個人的なことで引きとめてはいられない。

「あのっ……」

　と、友也が言いかけたのと、「なあ」と須賀が腕うでを摑つかんできたのはほぼ同時だった。

　ぐっと迫せまった表情がひどく切羽つまったものに見え、ごくりと唾つばを飲む。

「な……何ですか……？」

「あんたこそ、何」

「僕は……あとでいいです。須賀さん、どうぞ」

「どうぞじゃねえよ。あんたが先に言えよ」

　さすがに察した。須賀はこういうぶっきらぼうな物言いをたまにするが、今日はあきらかに怒おこっている。

　須賀にとって友也は、出会ったときからずっと有馬側の人間なのだ。そんなことも忘れ、会いたい、須賀に会いたいと願い、ほんの一いつ瞬しゆん前まで、再会できたことにのぼせていた自分が恥はずかしくなった。

「実はこれ、須賀さんにお返ししようと思っていて……」

　くしゃりと歪ゆがんでしまった目め許もとを見られないよう、うつむきがちにビジネスバッグのファスナーを開ける。取りだしたのはティアラ。有馬に渡わたされた、刻印のないほうだ。

「有馬からは捨てろと言われたんですけど、どうしても捨てられなくて……。僕は刻印があるほうよりもきれいだと思うんです。須賀さんが作ったものですよね？　だったらお返ししないと、とずっと思ってて」

　これで終わってしまう。そう思うと、途と端たんに声が震ふるえだした。

「僕は確かに須賀さんを騙だまそうと思って近づきました……。そのことは本当に申し訳なかったと思います。だけど……」

　まだ好きです。ずっと好きです。──そう言いたいのをこらえ、ただティアラを差しだす。

　だが須賀は受け取ろうとしなかった。瞬またたきもせず友也の手のなかのそれを見つめ、長いため息をついたあと、「……っんとに馬鹿だよなぁ」と吐き捨てる。

「……え？」

「あんたのことじゃない、有馬のことだよ。これを捨てろって？　信じらんねえ。あんた、あんな馬鹿のどこがいいんだよ」

　心底呆あきれたようなその声を聞き、須賀は友也のことを『有馬の愛人』だと信じていることを思い出した。

　外れではないのだが、須賀が思っている『愛人』とは少し違う。

　いまさら伝えても何も変わらないだろうが、誤解されたままでは終わりたくなかった。

「須賀さん、最後にこれだけは言わせてください。僕は有馬のことが好きで付き合ってるわけではないんです」

「え？」

「妹に手を出すと言われたので、僕がかわりに愛人になりました。……須賀さんが持っていたティアラを、僕がどうしても手に入れたかった理由は、有馬と別れるためです。もし僕が取り戻もどすことができたら、有馬は別れてもいいと約束してくれたので」

　言葉にした途端、須賀が目を瞠みはる。その心中は分からなかったが、「でも決めたのは僕ですから」と言い添そえる。

　沈ちん鬱うつな思いを抱かかえつつ、それでも有馬の勝手にさせていたのは友也自身だ。何もかも捨てて逃げる方法ならいくらでもあった。須賀と出会い、そして失い、二年間の自分の選せん択たくがことごとく間違っていたことをようやく知ったのだ。

「あんた、それで別れられたのか？」

「それが約束を反ほ古ごにされてしまって……。だけど別れます。会社も辞めるんです」

　有馬を相手にうまくいくかどうかは分からないが、自分に誓ちかうつもりで深くうなずく。

　須賀はずいぶん長いこと友也を凝ぎよう視ししていたが、ふいに眉み間けんを険しくすると、いまだ友也が差しだしているティアラを手のひらで覆おおった。

「さっさとこれをしまえよ。有馬が捨てろって言ったんなら、捨てたことにしておけばいい」

「えっ、で、でも……」

「いいから早く。人に見られたらまずいだろ」

　叱しかりつけるように言われてしまい、慌あわててティアラをバッグに突つっ込む。

　本当にこれでいいのか。須賀の判断を仰あおぐつもりで顔を上げると、今度は先ほどよりも強い力で腕を摑まれた。

「俺がきっちり終わらせてやるよ」

「……えっ……？」

「あんたは自分を殺すことに慣れすぎてんだよ。だから分かりにくいんだ。もう少し自分を大事にすることを覚えたほうがいい。自分だけが傷つけば、誰だれも傷つかないと思ってんなら大間違いだ」

　須賀は友也の腕を摑んだまま、ぐんぐんとアプローチを進んでいく。

　その先にあるのは母おも屋や。これから有馬家と伊勢崎家の結婚の話し合いが行われる場所だ。

「俺はあんたをたくさん傷つけた。今日も俺はあんたを傷つける。だけど今日を越こえた先には二度と傷つけない。これは茶番なんだよ。とっとと終わらせて、俺が本当にあんたに伝えたいことだけ聞いてくれ。俺はあんたに言いたいことも、あんたに渡したいものもあるんだ」

「……僕に、ですか……？」

　須賀が何を言い、何をしようとしているのか分からない。だが胸むな騒さわぎがするなか、風向きが変わりつつあることだけは感じた。

　須賀とともにいた二十日間の──いや、有馬に従っていた二年間も含ふくまれるのだろうか。

　流した涙なみだも焦しよう燥そうも、たったひとりを想おもう切なさ、狂くるおしさ。すべてを巻き上げ、さらっていく風がすぐそこまで来ている。

　その前まえ触ぶれを蹴け散ちらすかのような勢いで、表門から黒いドイツ車が入ってきた。

　有馬の車だ。

　もしかしてアクセルを踏ふみ込む有馬と、須賀の視線が一瞬交わったのかもしれない。須賀の手がまたいっそう友也の腕に食い込んだ。

　須賀は怒っているのではない。友也の知らない何かを前にして、気を漲みなぎらせているのだ。

　冬の冷気をそのまま纏まとったような横顔を見て、友也は初めて気がついた。







　普ふ段だん、通されることのない大広間だ。

　中央にアンティーク調の大きなソファーセットが置かれていて、床ゆかには毛足の長い絨じゆう毯たん。赤く燃える暖だん炉ろの火が、黒こく檀たんの飾かざり棚だなに並べられた陶とう磁じ器きに揺ゆらめく模様を描えがいている。

　友也ですらここに案内された理由が分からないのだ。もちろん正一郎に分かるはずはなく、須賀に続いて広間に足を踏み入れた途端、「なぜ君が……？」と目を瞠られた。だが須賀が「僕が同席をお願いしたんです」と答えると、一応は納なつ得とくしたらしい。「まあどうぞ」と皺しわまみれの手がソファーを示す。

　伊勢崎善一と沙世はすでに四人掛がけのソファーに腰こしをかけていた。その向かいに正一郎。友也と須賀は、隣となり合わせでそれぞれ一人掛けに腰を下ろした。

「彼は須賀くんといいまして、私が懇こん意いにさせていただいている宝石デザイナーです」

　伊勢崎が須賀に手のひらを向け、須賀が正一郎に向かって頭を下げたとき、有馬が襟えり元もとを整えながら広間へやってきた。

「伊勢崎さん、お待たせしてしまって申し訳ございません。今日は社ではなく、湾わん岸がんのビル建設予定地のほうへ出向いておりましたので、遅おくれてしまいました」

　そう言いながら有馬は正一郎の隣となりに腰を下ろしたのだが、すぐに友也と須賀に気がついたようだ。訝いぶかしげに眉まゆを寄せると、正一郎の耳に唇くちびるを寄せ、正一郎もまた息子むすこの耳に何やら囁ささやく。

　須賀はソファーの肘ひじ置おきに肘ひじをついたスタイルで、有馬には頭を軽く下げることすらしない。須賀のつり上がった眦まなじりも怖こわかったが、須賀と友也をまとめて睨にらむ有馬の眼まな差ざしも怖かった。

　伊勢崎が急な訪問を詫わびたあとは、正一郎の体調や有馬の仕事の内容が話題の中心だっただろうか。部外者の友也と須賀を警けい戒かいしてか、有馬はあまり対外仕様の微び笑しようを見せることはなかったが、それでも沙世を退たい屈くつさせないよう、時折くだけた話題も交ぜてくる。

　このまま円満に結納の日取りまで話が進むのでは、と友也が思っていたとき、伊勢崎がようやく本題を切りだした。

「ところで、和臣さん。今日私どもが訪ねさせていただいたのは他ほかでもない、青せい龍りゆうの雫しずくのティアラのことなのですが、いま一度私どもに見せていただくことは可能でしょうか」

「もちろんですとも」

　有馬は使用人を使わず、自らソファーを立ち、ベルベットのケースを持ってきた。それをテーブルの中央で開き、うやうやしい仕草で未来の父親にティアラを差しだす。

　友也はわずかに眉をひそめた。

　ここにあるティアラは刻印入りの本物のはずだが、やはり友也がビジネスバッグに隠かくしているダミーのほうが美しい気がする。だが須賀は無表情を決め込んでいるし、「やっぱり素す敵てき」と微笑ほほえむ沙世も、「これは君のものだよ」と臆おく面めんもなく告げる有馬も、何の違い和わ感かんも覚えていないようだ。

　そんななか、伊勢崎ただひとりが渋じゆう面めんを作る。

「和臣さん。やはり私はあなたに沙世はやれない。娘むすめにこのティアラは似合わない」

　いったい何を言いだすのか。友也だけでなく、正一郎も沙世も目を丸くする。

　もちろんまっさきに異を唱えたのは有馬だ。

「どういうことですか？　私は沙世さんを愛しています。このティアラは沙世さんのためにコレクターから青龍の雫──ロシア産のアレキサンドライトを買い取り、私が特別に作らせたものです」

「そのお話でしたら何度も伺うかがっております。だが私にはどうしてもそのティアラが娘に似合っているようには見えないんですよ。失礼ですが、その青龍の雫とやらは本物ですか？」

「本物ですよ。鑑かん定てい書しよもあります。ほら、ここに」

　だが伊勢崎は有馬が広げたそれには目もくれず、沙世が両手に抱だいていたティアラをさらうと、それをそのまま須賀の前に置いた。

「皆みなさん、彼は宝石デザイナーですが、鑑定士の資格も持っているんですよ。……須賀くん、これは本物の青龍の雫かな？」

　須賀は懐ふところから白手て袋ぶくろとルーペを取りだすと、白手袋を嵌はめてからティアラに手を触ふれる。

　相変わらずの無表情でルーペを使い、数十秒。

「残念ですが、青龍の雫どころか本物のアレキサンドライトでもありません。これはアメリカ製の人工石、すなわちイミテーションですね」

「そんな馬鹿なっ」

　ソファーから立ちあがった有馬が、バンッとテーブルを叩たたく。

「それから地金はプラチナではなく、ホワイトゴールド。ダイヤのほうは……」

　須賀が初めて口角を持ちあげた。「これはおもしろい。ジルコンでもクリスタルでもない、ただのガラス玉です」

　沙世が「噓うそよっ」と悲鳴を上げる。

「そう思われるのでしたらご確かく認にんを。ほら、この辺りに細かな瑕きずがいくつも」

　須賀がルーペとティアラを揃そろえて差しだすと、沙世よりも先に有馬がそれを奪うばった。ふたりは競きそい合うようにしてルーペでティアラを覗のぞき込み、正一郎もまた杖つえをついて息子の側へ寄る。

　多分須賀が言う瑕とやらが三人の目にも見えたのだ。短く息を吞のむ音が、驚おどろきの数だけ聞こえてきた。

「か、和臣……お前はいったい何を考えているんだ。まさか沙世さんのティアラを、人工石とガラス玉で発注したのか……？」

「須賀がっ……彼が噓を言っているんですよ。俺は偽にせ物ものなんか作っていない」

　有馬がギッと須賀を睨みつけたが、須賀は動じない。それどころかテーブルの上に転がっていたティアラを引き寄せると、ポケットにさしていた万年筆を握にぎり、その突とつ先さきをダイヤモンドに突き立てた。

　シャンッ……と小さく響ひびく音。ダイヤは須賀が振ふり下ろしたペン先を受け、簡単に砕くだけてしまう。二つ目、三つ目と須賀は続けていくが、割れない石はない。

「ダイヤモンドの硬こう度どは十。地球上でもっとも硬かたい鉱物だと私は認識しているんですけどね」

　須賀が冷たく言い放つ。

　友也は呆ぼう然ぜんと目を見開いたまま、体の芯しんが寒くなっていくのを感じていた。

　いまここにあるティアラは、刻印はあれど本物ではない。初めて友也が須賀の家でこれを見つけたとき、「複製品だ」と須賀が説明したとおりのものなのだ。

　それなら、もうひとつのあのティアラは──。

「名波っ」

　いきなり有馬に名前を呼ばれ、友也は肩かたを跳はねさせた。

　友也ですら気がついたことに有馬が気づかないわけがない。有馬は友也の肩を摑つかんで無理やり立たせると、引きずるようにして壁かべ際ぎわへ連れていく。

「お前、あれはどこにある。俺が社外で処分しろと言ったあのティアラだ」

　友也が反射的にビジネスバッグに目を走らせたとき、

「捨てたんだよな」

　須賀もまたソファーを立ち、友也と有馬のほうへやってきた。

「残念でしたね、有馬さん。名波さんはしばらくアレを持っていたようですが、ここに来る途と中ちゆうに意をけっして処分したらしいですよ。そこの通りを少し行った先にある、コンビニのごみ箱に。……だろ？」

　須賀には捨てたことにしておけと言われている。

　こく、とうなずいた瞬しゆん間かん、有馬の平手が頰ほおに飛んだ。

「さっさと取り戻もどしてこい」

「──てめえが行けよっ」

　よろめいた友也を、すかさず支えたのは須賀だった。　>>>♥

「あんたが自分で行け。今日のこの人はあんたの秘書じゃない、俺が連れてきた客なんだ。自分で捨てろって命令したんだろ？　だったら自分で取り戻してこい。これ以上この人をいいように使うんじゃねえよ」

　筋は通っているかもしれないが、有馬にとっては暴言以外の何ものでもない。

「お前、いったい何様のつもりだ」

　鬼おにの形相にさまを変えた有馬が、須賀の肩を鷲わし摑づかみにする。目の前で縺もつれ、揉もみ合う四本の腕うでを見て友也は青ざめたのだが、須賀も有馬も体たい軀くがいい。引き離はなそうにも友也の力では敵かなわず、だが最後は須賀がバンッと有馬の背中を壁に押しつけた。

「目印がなければ本物と偽物の違ちがいも分からない、自分の浅さを恨うらむんだな。たったひとりを愛することもできない男がいったい何を手に入れられるっていうんだ。遊びと打算で女を弄もてあそんできた罰ばつが下ったんだよ」

　有馬がひくつく唇で何か言おうとしたが、今度は横から沙世が摑みかかってきた。

「ひどいっ。こんな偽物をプレゼントして私に結けつ婚こんしようって言ったのね。青龍の雫なんてどこにあるのよ、私を馬ば鹿かにしてっ」

「うるさい、女は黙だまってろ」

　お嬢じようさん育そだちの沙世には、有馬の険幕が信じられなかったらしい。短く息を吞むと、真っ青に顔色を変え、そのまま広間を飛びだしていく。「くそっ」と吐はき捨てた有馬が須賀の手を振りほどき、胸むな元もとも整えないままそれを追う。

　いったい何がどうなってこんなことになっているのか。

　テーブルではまさに友也と同じ困こん惑わくを、正一郎が伊勢崎に向けているところだった。

「伊勢崎さん……いったいこれは……」

「娘の目を覚ますために一ひと芝しば居い打たせていただきました。こちらから出向いたのにもかかわらず、お騒さわがせしてしまい、誠に申し訳ない。私が今回のお話をお受けできない理由は、ご子息に直接訊きかれたほうがよろしいでしょう。私にとって沙世はあれでも可愛かわいい娘です。本当に大切にしてくださる方のもとへ嫁とつがせたいのです」

「そ、そんな……。和臣は少しわがままなところがありますが、あれはあれなりに沙世さんを想おもっております。三十代半ばまで独身だったのは、きっと沙世さんと出会うためだったに違いないと、父親の私に言ったほどでして……」

　わななく声で正一郎に言われ、伊勢崎が顔を上げる。だがその表情は硬かたく、傍かたわらに置いていた書類ケースから大判の封ふう筒とうを取りだしたあとは、いっそう頑かたくななものになった。

「こちらをご確認ください。お体が本調子でない有馬さんには、本当は見せたくなかったのですが……」

　友也は息を吞んだ。伊勢崎が正一郎に差しだしたその書類の束に、何枚もの写真が添てん付ぷされているのが遠目にも見てとれる。

　有馬の素行調査の報告書に違いない。

　察した友也はすぐにテーブルに駆かけ寄り、正一郎の手からそれを奪った。

「社長。これはお目を通す必要のないものです」

　自分を守りたかったのではない。有馬を自じ慢まんの息子むすこだと信じている、正一郎の純じゆん粋すいな親心を守りたかったのだ。

　だが書類を両手に抱いたのも束つかの間、それを須賀に奪い取られた。

「な……っ」

「これ以上ひとりで抱かかえるな。すべて知ってもらうのがいちばんいいんだ」

　須賀は友也の抵てい抗こうを封ふうじ、友也には届かない位置から報告書を正一郎に差しだす。

　喘あえぐように洩もれた呻うめき。それは友也のものであり、報告書を目まの当たりにした正一郎のものでもあった。

「和臣さんは実に多くの女性と同時にお付き合いされていたようですね。ここにいる須賀くんの妹さんもそのひとりです。それでも沙世に結婚を申し込んだあとは、和臣さんなりに身辺整理をされたようですが……五枚目の男性とはいまだにお付き合いがあるようで」

「だ、男性？」

　正一郎が急せいた手で書類をめくる。そこには有馬に肩を抱かれてホテルを出る、うつむきがちな友也の写真が添付されていた。

「こちらの秘書さんとは、もう二年もそういう関係なのだとか。私は他人ひと様さまの嗜し好こうについてとやかく言う気はありませんが、娘むすめの婿むこともなると話は別です。沙世以外の女性の存在も許しがたいものがありますが、さすがに男性ともお付き合いされるような方が娘の相手では──」

「申し訳ございませんっ」

　友也は伊勢崎の言葉が終わらないうちに土下座した。

「私がっ……私が軽けい率そつだったのです。こんな大事な時期に……本当に申し訳ございませんっ」

「友也くん……君は……君はまさか和臣のことを……？」

　呻きまじりの声でそれを訊かれたが、とても友也には答えられなかった。

　須賀の前で噓うそはつきたくない。そうかといって本当のことを言えば、さらに正一郎を傷つけてしまう。

　だが友也のかわりに言葉にしたのは須賀だった。

「脅おどし半分だったそうですよ」

「……す、須賀さんっ……」

「あんたも社長なら、この人がどんなに献けん身しん的てきな人間なのか知ってるんじゃないのか？　あんたの息子は、この人のそういうクソ真ま面じ目めなところにつけ込んだんだよ。その上、いまだにあんたの息子に縛しばられてる」

　二年間、頑なに隠かくしていたことを知られてしまい、友也は嗚お咽えつを吞んだ。

　身を焼くほどの羞しゆう恥ち──ひとりで耐たえているときはここまでではなかった。いくら体を縮めても、この場から消えてなくなることはできない。

「も、もしかして、友也くん……君が会社を辞やめたいとわしに言ったのは……」

　友也はうなずくことも首を横に振ることもしなかったが、正一郎は察したらしい。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、

「馬鹿な息子だ」

　静かだが威い厳げんのある声が広間に響く。

「私の監かん督とく不行き届きで伊勢崎さんにも沙世さんにもご迷めい惑わくをおかけした。言いづらいことを言わせてしまい、誠に申し訳ない。息子にはきつく言ってきかせる故ゆえ、今回のお話は私のほうからもなかったことにしていただきたい」

　──風は鉤かぎ爪づめを持つ猛もう禽きん類るいのような獰どう猛もうさで、本当にすべてをさらい、吹ふき抜ぬけていった。




　　　　＊＊＊




　友也は有馬家の庭の回遊路を、須賀とともに歩いていた。

　どうも沙世は広間を飛びだした足でそのままハイヤーを使って自宅へ帰ったらしく、来客用のガレージには一台のハイヤーしか残っていなかった。須賀は伊勢崎にそれを譲ゆずり、あらたに手配された車が来るのをここで待っている。

　てっきり有馬は沙世を追ったのだと思っていたが、いまだに帰ってこないということは、本当にコンビニのごみ箱を漁あさっているのかもしれない。血ち眼まなこになってごみ箱を引っくり返す有馬を想像すると滑こつ稽けいだったが、友也は笑うこともなく、ただぼんやりと須賀のコートの背中を見つめている。

　たったいま、何もかも終わったことがどうしても信じられないのだ。

「俺は伊勢崎さんに依い頼らいされて、あのティアラの刻印を消したんだ。婚こん約やく披ひ露ろうパーティーの日よりももっと前……有馬が沙世さんにティアラを贈おくった直後だよ」

　須賀が語る、それが真実だった。

　キィィと聞こえるのは鳥の声ではなく、多分耳鳴りなのだろう。頭の芯しんを小刻みに揺ゆする、やまないその音のなか、須賀の声だけをたぐり寄せる。

「伊勢崎さんの奥さんは、俺のお客さんなんだ。エメラルドが好きな人で、良質のエメラルドが手に入ったときは、まっさきに見せに行ってる。俺はそのときに奥さんの口から、沙世さんと有馬が結婚を前提に付き合ってることを知ったんだ。驚おどろいたよ。その頃ころ、優花も有馬と付き合ってたから」

　誠実な男ではないのではないのか？──須賀はそれとなく伊勢崎善一に進言したらしい。

　もともと誰だれが相手でも沙世を嫁よめに出すのが嫌いやだった善一は、すぐさま有馬の素行調査を開始したのだという。

　次から次へと出てくる乱れた女性関係の数々に、はらわたが煮にえくり返る思いを味わったようだが、肝かん心じんの沙世は、昔から自分をがんじがらめにしてきた父親の言うことなど信じようとしない。そうこうしているうちに、有馬から青せい龍りゆうの雫しずくを使った豪ごう奢しやなティアラを贈られ、沙世の気持ちは一気に有馬へと傾かたむいたらしい。

「だけど有馬は、縁ふち裏うらに勘かん違ちがいな一文を彫ほってただろう？　あれが伊勢崎さんをさらに怒おこらせたんだ。昼と夜で色を変える石を未来の花はな嫁よめに贈るだけでもどうかと思うのに、永遠に愛する言葉なんてどこにもない。沙世さんが外出してるときに、この文字を消してくれと伊勢崎さんから頼たのまれて、俺は消した。伊勢崎さんはそれを有馬に返せば、有馬もさすがに察するだろうと思ってたんだろうけど、沙世さんはあのティアラを放そうとしないし、伊勢崎さんが直接返しても、有馬は気づきもしない。……でも本当は気づいていたんだよな？」

「はい……。だけど刻印を消されたのではなく、ティアラごとすり替かえられたんだと思ってました……」

「そうみたいだな。俺にとってはそっちのほうがびっくりなんだけど」

　須賀はコートの襟えりに首を埋うずめるようにして、晴れない空を仰あおぐ。

「消せるんだよ、文字なんて。俺じゃなくてもクラフトマンなら誰でもできる。簡単な技わざなんだ」

　そんなこととは知らず、友也は須賀に近づいた。名めい刺しを渡わたし、身分を明かすこともした。

　須賀はすぐに伊勢崎に連れん絡らくを取ったらしい。

　もしかして有馬は、ティアラがすり替えられたのだと思っているのではないのか。それを愛人でもある秘書を使って取り戻もどそうとしているのかもしれない。そう考えた伊勢崎は、今度は須賀にティアラの複製品の制作を依頼したのだという。もちろん刻印入りのものだ。

「あんたが俺の家政夫になりたいって言ったとき、俺は再来週からって答えたよな？　あれは伊勢崎さんの判断を仰ぐつもりで、日にちを空けたんだ。そしたらいきなり複製品を作ってくれって頼まれてさ。他ほかのデザイナーのコピーなんか、スタッフがいる時間には作れねえだろ。寝ね不ぶ足そくにはなるし、仕事の予定は崩くずれるし、そりゃ部屋だって散らかるよ」

　相当しんどい思いをしたらしい。須賀は嫌そうに顔をしかめてみせる。

「だけどうまくあんたに複製品を渡すことができれば──すなわち、有馬に複製品を本物だと思わせることができたなら、今日のような小こ芝しば居いを打って、沙世さんの目を覚ますことができる。伊勢崎さんはそんなふうに考えたんだ」

「……そうだったんですね……」

　友也にはもちろん子どもはいないので、よからぬ男を娘から叩はたき落とそうとする父親の心情は分からない。だが正一郎の目に映る有馬が出来のいい息子むすこだったように、伊勢崎善一にとっての沙世も、ひたすらに可愛かわいい娘なのだろう。親の愛は、友也の想像以上に盲もう目もく的てきだ。

「怖こわいよな、政治家って。いい意味でも悪い意味でも、策を練るのに長たけてる」

「ほんとですね」

　まさか須賀の背後にいた人物が伊勢崎善一だったとは。有馬も政治家が相手ではさすがに逆さか恨うらみなどできないに違いない。すべて線上に繫つながった──と思いきや、ふと疑問が湧わいた。

「だったら伊勢崎さんは、僕が複製品を持ち帰って有馬に渡すことを望んでいたんですか？」

「ああ。二、三日あんたをおちょくったあとに、あのティアラを置き忘れたふりでもしてほしいって言われてた」

　友也は瞬またたいた。そんなことを須賀はしていない。

「で、でも須賀さんはあのティアラを隠していたし……ガラスケースに入れたあとも、ケースの鍵かぎを肌はだ身み離はなさず持っていたじゃないですか」

「そうだよ。俺はあんたに複製品を渡したくなかったんだ」

「それって……僕を本気にさせて捨てるほうが復ふく讐しゆうになると思ったからですか？」

　訊ききながら、ぐっと深く自分の言葉が胸に突つき刺ささる。

　だが須賀は「はあ？」と真顔で友也を見返したあと、自じ嘲ちようするように口の端はしを持ちあげた。

「あんた、誤解してるよ。確かに優花のことがまったく頭になかったって言えば噓になるけど、俺にとってこれは仕事だったんだ。それもがっちり義理が絡からんでて断れない、嫌な仕事。あんたを弄もてあそんで捨ててやろうって決めたのは、あんたが青山通りで俺を捕つかまえて、好きでもないくせに好きだって告白してきたからだよ。荷造りしてショールームに来たときも、あんたは俺が何を言っても帰ろうとしなかっただろう？」

　あの頃の友也はティアラを取り戻すことしか考えていなかった。なんとかして須賀の自宅に潜もぐり込もうとしていたことが、須賀の決意を固めてしまったのかもしれない。

　思い出したくない、だが向き合わなければいけない記き憶おくを突きつけられ、友也はうつむいた。

「あんたには隠してたけど、俺はあんたを知ってたんだ。伊勢崎さんから有馬の素行調査の報告書を見せてもらってたから。だからあんたがしつこく俺に言い寄ってきたとき、有馬のためにやってんだろうなって思ったよ。あんたが俺に興味を持ってないことは、パーティーのときの素そっ気けない態度でよく分かってたから」

　飛んで火に入る夏の虫。ふとよぎった言葉に下した唇くちびるを嚙かむ。

　自分の滑稽さが恥はずかしい。いよいよ地べたから顔を上げられなくなったとき、須賀が長い息を吐はいた。

　少し震ふるえているような気がし、思わず須賀を見る。

「だけど俺は途と中ちゆうから信じたくなったんだ。俺を好きだって言ったあんたの言葉も、俺に尽つくしてくれた、あんた自身のことも」

　どうして──。

　瞠みはった眸ひとみに須賀だけを映していると、有馬家の使用人が小走りにやってきた。どうやら伊勢崎が手配したハイヤーが到とう着ちやくしたようだ。

　時間切れらしい。だが須賀は「来て」と友也の手首を摑つかむ。

「言っただろ？　何もかも終わったら、俺の話を聞いてくれって。あんたに受け取ってもらわなきゃ困るもんもある。俺は今日あんたに会えなくても、茶番にかたがついたら、あんたに会いに行こうって決めてたんだ」

　もしかしてすべてをさらった風は、いまだに友也の近くに吹きだまっていて、あの夜と同じ吹雪ふぶきを連れてこようとしているのかもしれない。

　昼よりも鈍にび色いろを深くした空に、雪雲が見える。







「ちょっと散らかってるけど」

　須賀は最初の日と同じようなことを言い、自宅の鍵を開ける。

　今日こそ謙けん遜そんだろうと思いきや、リビングは初めてここを訪おとずれた日と大差なく乱れていた。

「適当に座ってて。コーヒー淹いれるから」

　思わず、僕がやりましょうかと言いかけたが、友也はもう須賀の家政夫ではない。須賀が脱ぬいだジャケットだけはソファーにかけ、キッチンに向かう背中を大人しく見送った。

　いつから自宅で仕上げ仕事をするようになったのか、ローテーブルの上にはいろんな種類のやすりが無造作に置かれている。その下のラグが細かな光を放っているのは、きっと削けずりかすが散っているからだろう。足あし許もとにあった煌きらめきに人差し指を押しつけると、銀色は束つかの間友也の指の腹に乗ったが、つと滑すべり、どこかへ飛んでいく。それを追い、また手を伸のばす。どうしても見たいものではなかったが、こんなことでもして気を逸そらしておかないと、緊きん張ちようで頭がどうにかなってしまいそうだった。

　やはり怖いのだ。今日を越こえた先に何があるのか、友也にはいまだに見えない。

　しばらくしてマグカップを二つ持った須賀がソファーにやってきた。

「ありがとうございます」

　一口、そして二口と、伏ふし目めがちにマグに口づけていると、今度は別の何かを「はい」と差しだされた。

　須賀の手は小さなものを摘つまむ形をしていたので、ああ、ボタンか何かだな、それを渡したかったのか──そう了りよう解かいして手のひらを開いたのだが。

「……え……？」

　指輪だった。

　二度瞬いてみたが、変わらない。

「あの、これは僕のものじゃないですよ。優花さんが忘れていったものじゃないんですか？」

「違ちがうよ、よく見ろよ。あんたのものだ」

　だが友也は指輪をつけたことは一度もないし、持ってもいない。須賀の勘違いだと思いつつ、眺ながめてみると、おかしなことに見覚えがある。

　そう幅はばのない、華きや奢しやな指輪だ。彫ほり模様と無地の銀色が、斜ななめストライプの形で交こう互ごにデザインされている。模様は細かすぎてよく分からなかったが、波なみ飛沫しぶきのようにも見えるし、幾き何か学がく模様によくある蔓つる草くさのようにも見えた。

「……こ、これって……もしかして……」

　マグを置き、指輪だけを手に取ってみてようやく気がついた。

　信じられない。初めて須賀に抱だかれた翌日、工こう房ぼうで友也がデザインした指輪だ。

「思い出した？　あのとき、家の鍵をかけ忘れたとかで、最後にどたばたしたじゃん。せっかく輪にするところまでできてたのに、あんた、工房に置きっぱにしてたよ」

　そうだろうと思う。いまのいままでこの指輪のことは忘れていた。

　だが友也の手のなかのそれは、歪ゆがみひとつない滑なめらかな真円になっていて、友也が行き当たりばったりに描かいた模様まで緻ち密みつに彫り込まれている。

「きれいにできてるだろ？　少し手直ししたんだよ。さすがにあんたが作ったあの輪っかじゃ指輪になんない。だけど彫りのほうはあんたが描いたまんまになるように意識したんだけど」

「えっ、須賀さんが彫ったんですか？」

「他ほかに誰だれが彫るんだよ。俺しかいねえだろ」

　ぶっきらぼうに言い捨てられたが、そう簡単に彫れるものでないことは友也も知っている。

　いったいどれほどの時間をこの彫りに費ついやしたのだろう。須賀はひと彫りひと彫りに心すべてをそそぐ。

「あんたのものだから。これ」

　言いながら、須賀が友也の右手を取る。

　ひんやりとしたプラチナが薬指の節を通り抜ぬけ、根元に収まる。とても金属棒だったとは思えない、やわらかな嵌はめ心地ごこち。

　指を飾かざる初めてのプラチナに見入ったのも束の間、友也はすぐにそれを引き抜いた。

「これはいただけません」

　だが須賀は友也の右手首を摑むと、また薬指に押し込んでくる。

「前にも言っただろ。これは俺がプラチナをカットしたときから、あんたのものだって決まってたんだ。だからあんた以外には渡わたせない。あんたしかこの指輪はつけられないんだ」

「で、でもっ……」

　須賀がどんなふうにアクセサリーを作るか知っているからこそ、受け取れないのだ。

　友也は指輪を抜こうとし、須賀はその手ごと押さえ込む。その繰くり返しが揉もみ合いになり、最後には縺もつれるようにしてふたりでソファーへ雪崩なだれ込んでしまった。

　あまりいいスタイルではない。友也はすぐに起き上がろうとしたのだが、須賀はすかさず友也の足の間に体を割り込ませてくる。

「ちょっ、須賀さっ……」

「あんたは何考えてたんだよ、あの夜から」

　いきなり尖とがった声を放たれ、抗あらがう手が強こわ張ばった。

　須賀が言っているのはきっと吹雪の夜のことだ。だが友也が言葉を発する前に須賀が言う。

「俺はずっと後こう悔かいしてた。あんたを弄んで捨ててやるって決めてたのに、後悔しかしなかったんだ。あんた、あのとき泣いてなかったか？　どうやって帰ったんだよ、あんな馬ば鹿か重いスーツケース持って。雪だって降ってただろ？」

　心配していた、ということなのだろうか。

　まさか須賀がそんなことを思っていたとは想像もしていなかった。

「で、でも僕は……須賀さんにそうされるのも当然なことをしたんです……」

「だけどあんたはあの夜、ディナーの途中で引き返したじゃねえか。それってなんでだよ。本当は空き巣の手引きなんかしたくなかったんじゃないのか？」

　そのとおりだ。だが友也は首を振ふった。

　引き返したから。泣いていたから。雪が降っていたから。そんな理由で何もかもなかったことにはできない。

「僕はひどいことをしたんです……。あのティアラを手に入れるために須賀さんに近づいたんです……」

「そうだよ。あんたはひどい。だけどそれは俺も同じだろ。俺はあんたを傷つけて捨てるつもりで家に入れたんだ」

「同じじゃないですよ。須賀さんは僕を傷つけることなんてしてません」

「したよ。たくさんした。あんたが俺に惚ほれてないことが分かってて抱いたし、有馬に言えばいいことをあんたにぶつけることもした。それに俺は、伊勢崎さんと打ち合わせをしてたのにもかかわらず、あんたにあのティアラを渡そうとしなかった。だからあんたは追いつめられたんじゃねえのかよ」

「そんなこと、僕は……」

　友也がなおも言おうとしたとき、須賀が体を倒たおしてきた。

　こめかみとこめかみが、髪かみと髪が触ふれ合う。息を吞のんだ瞬しゆん間かんにぐっと抱きしめられ、本当に息ができなくなった。

「俺は楽しかったんだ。あんたと過ごす毎日が。だから終わりにしたくなかった。あんたは口を開けば俺を好きとしか言わないし、俺の世話だって甲か斐い甲が斐いしくして、インドじゃルビーのクズ石で喜ぶし。知りたかったんだよ、もっと。俺はあんたのなかにある本当を知りたかった」

　同じだと思った。まったく同じことを、友也も須賀と過ごす日々のなかで考えていた。

　目的さえなければどんなによかっただろう。須賀は有馬と違う、それを知ったときから須賀に惹ひかれる自分を抑おさえられなくなり、最後には目的すら忘れた。あの吹雪の夜にすべてを失い、自じ業ごう自得だと割り切ろうにも、とめどなく溢あふれた涙なみだ──。

　もしかして須賀も同じように傷ついていたのかもしれない。「なあ」と呼びかける、その眸ひとみは少しだけ赤い。

「本当に何もかも噓うそだったのか？　どうでもいい石ころで、あんなに無む邪じや気きに喜んでみせたのも演技？　ジャイプールのホテルで俺にキスしたのも？……俺、あの夜のあんたが噓をついてるようには見えなかったんだ。それって俺の自うぬ惚ぼれ？　あんたがうまく俺を騙だましただけ？」

「ちが……」

　と言いかけ、下した唇くちびるを嚙かむ。その歯がわななく。

　愛いとおしいジャイプールでの日々。ホテルのテラスで並んで眺めた街並みも、宝石の買いつけをする須賀の高こう揚ようした横顔や、「あんたにあげる」と手のひらに置かれたルビーの原石。あの五日間の思い出は、いまだに友也の心の真ん中で、優やさしくそして鮮あざやかな煌めきを放っている。

　好きだと言ってしまう。いまも好きだと。──罪を置き去りにして。

　友也はもがき、須賀の胸を押した。

「僕は噓つきなんです。もういいでしょう？　今日は帰ります。帰らせてください。とても冷静にはなれません」

「噓なら噓でいい。だけど冷静になんかさせないし、なる必要もない。どうせあんたが見つける答えなんて、自分だけが傷つくようなもんだろ。だから有馬みたいな男に足許見られんだよ」

「あの人とはもう終わったんです。須賀さんが終わらせてくれたんじゃないですかっ」

「だったら俺ともとに戻もどってもいいんじゃねえのかよ」

　言い合いの最中だったので、一瞬須賀の言葉が頭のなかを素す通どおりしかけた。それを慌あわてて捕つかまえ、胸に閉じ込め、反はん芻すうする。

　もとに戻ってもいいんじゃないのか。須賀は確かにそう言った。

「……戻る……？……」

「そうだよ。一いつ緒しよに暮らしてた日々に戻るんだ。だけど俺のことが好きじゃないんなら、好きだって言わなくていいし、好きなふりもしなくていい。今度は俺があんたを口説く。毎晩好きだっつって、体ごと口説いてやる。ただしあんたのときと違うのは、俺は本気だってことだ」

　突つきつける、そんな乱暴さで須賀はとても重要なことをまくし立てた──ような気がする。

　よく聞きとれなかったのだ。言葉と同時に友也の首筋に須賀が顔を埋うずめたせいで。

「ちょっ……やめてくださいっ」

「やめない」

　口づけられている。戸と惑まどいのまま反り返ったこの首に、須賀が唇くちびるを這はわせている。

　驚おどろきが友也の体を硬かたくした。その隙すきに須賀は友也のネクタイを引き抜ぬき、ジャケットの前を割る。

「やめ……」

　須賀の手を摑つかみ、甲こうを引っかくこともした。だが須賀は友也の抵てい抗こうなどものともせず、立て続けにシャツのボタンを外したかと思うと、さらしたての胸に平へい伏ふくしてくる。

「好きなんだよ、あんたのことが」

　切なげで、それでいて嚙みしめるような声こわ音ね。胸に触れたそれに肌はだが震ふるえた。

　信じられなかった。初めての夜は遊びの延長のような手法で友也を翻ほん弄ろうした男が、いまは熱い息を絡からませながら舌を滑すべらせ、この体を求めている。

「あんたの心が有馬のものじゃないって分かったから言ってるんじゃない。俺は俺の側にいたあんたに惚れたんだ。あんたを追い出したのは俺なのに、あんたを忘れることもできなくて、あんたのことしか考えられなくて、ぜったいに有馬からあんたを奪うばおうって決めてて──」

　こんな想おもいを捧ささげられるような資格がいったい自分のどこにあるのか。

　答えない友也に焦じれたのか、唇とともに胸をさまよっていた手が一気に下降した。ぐっと握にぎられたのは、スラックスの内側にある雄おすの証あかしだ。さすがに身を捩よじって逃にげようとしたが、須賀の力がそれを許さない。

「へぇ、意外」

　少しの意地悪を匂におわせた声が何を言おうとしているのか分かり、固く目を瞑つぶる。

　感じないわけがない。愛おしい男──須賀に触れられているのだ。

　有馬に従っていた二年をないものとして、須賀に手を伸のばす。それが許されることだとは到とう底てい思えない。密ひそやかに想うだけならいいかもしれない。だが心も体も繫つなげてしまうことは、とても考えられなかった。

「お、お願いです、こういうことはやめてください……。必ずお返事はします、だから……」

「あんたも強ごう情じような人だな」

　友也の逡しゆん巡じゆんを拒きよ絶ぜつだと決めつけているのだろう。須賀の親指がうごめき、布越ごしに芽生えた欲よくの輪りん郭かくをあぶり出していく。「こんなにしてんのにどんな返事をするつもりだよ」と笑った唇は、「ぜったい気持ちよくしてやる」と狂くるおしく友也の耳みみ朶たぶに嚙みつくこともする。

「……や……あっ、も……」

　もがいても押さえ込まれるばかりで、逃げることすら敵わない。須賀は友也のジャケットを奪い、ソファーに縫ぬいとめる。初めての夜は形だけとはいえ友也のほうから迫せまることをしたので、これほど須賀の肉体が強靭だとは知らなかった。

　はだけたシャツ一枚でどう理性を守ればいいのだろう。友也は目を瞑ったまま、両りよう腕うでを顔の上で交差させた。

「あんた、本当にきれいな体をしてるよな。肌理きめが細かくて色白で。こういう肌にそっくりな宝石を知ってるよ。ミルキークォーツ」

　わななく肌に、須賀がゆっくりと手を滑らせていく。

　最初は慄おののく体温を味わうように、次し第だいに友也の欲を引きだすように。特別なことはまだされていない。それなのに須賀が触れていると思うだけで息が上うわ擦ずり、体の芯しんが疼うずき出す。

「ここ、好きなんだろ？」

　凝こり始めの乳ち首くびをつねられ、それはいっそう確実になった。

　ほんのからかい程度に手を伸ばされただけなのに、ぐんと仰のけ反った体。声だけはなんとかこらえたものの、一瞬薔薇ばら色いろが走った肌を須賀は見み逃のがさなかった。

「やっぱり好きなんだ。可愛かわいいよな、小さくてピンク色で。俺もあんたのここ、好きだよ」

　背を丸めた須賀が、まずは右の花芽に舌をあてがう。

「……ぁあっ……は……」

　根元から掬すくうように舐なめられ、花芽は簡単に凝り固まった。左側には親指をあてがわれ、こちらも指の腹でくりくりと転がされているうちに痛いほど凝っていく。最後はどちらも歯先で弄もてあそばれてしまい、くぐもった喘あえぎが洩もれた。

　このままだと自分を止められなくなってしまう。優しいだけではない、大人の男の情じよう欲よくまじりの想いを突きつけられ、怯おびえ竦すくむだけで終われるほど、子どもではない。

　友也はソファーの上で無理やり体を縮めた。

「お、お願いします……きょ、今日はもう……帰してくださ……」

「嫌いやだよ、帰さない」

「そ、そんな……。必ずお返事はします。だから今日はもう……」

　どんなに求められても自分には応こたえる資格はないのだと、そんな返事しかできない友也を察しているのかもしれない。「帰さねえよっ」と須賀が叫さけぶ。

「こんな雪の日に帰すわけねえだろ。あの夜とまるで一緒じゃねえか。俺はもう二度とあんたを放したくないんだ」

　雪──。

　友也にはリビングの窓は見えなかったが、風に煽あおられ、悲鳴を上げながら散り散りになっていく牡ぼ丹たん雪ゆきが見えるような気がした。きっとあの夜、須賀もまた深い傷を負ったのだ。凍こごえた心もそのままに、思い出のかけらをたぐり寄せようとした友也のように。

「好きなんだよ」

　須賀がまた言う。

　こらえきれず、涙が滲にじむ。

「なんで泣くんだよ。そんなに俺が嫌なのかよ。こっちが泣きたくなるだろ」

　違ちがう、そうじゃないとかぶりを振ふったとき、須賀が友也の右手を摑み、体を引き起こした。

　そのまま四本の指先を握られ、指輪を嵌はめたままだった薬指に須賀が唇を当てる。

　一度目はかすかに、二度目はぐっと押しつけるように。

「これ、あんたのこと考えながら彫ほって、あんたのこと考えながら磨みがいたんだ。あんたがいなくなってからずっと。本当にずっと」　>>>♥

　滲んだ視界にラグにこぼれたプラチナのかけらが映る。流れ星のように尾おを引いた幾いく千せんもの煌きらめきは、須賀の心のかけらでもあるのかもしれない。

　限界だった。

　ひたすらに押し殺していた想いが心の縁ふちから溢あふれ出る。

「僕も……僕も好きなんです……」

「……え？」

　一度溢れたあとは止まらなかった。

「一緒なんです、須賀さんと。許されないことをしたんだと自分に言い聞かせても、須賀さんに会いたくて会いたくて……だけどどうすればいいのか分からなくて。僕も楽しかったんです。須賀さんの側にいた頃ころは本当に幸せでした。忘れることなんてできないですよ。明日あしたも明後日あさつてもその先もきっと。須賀さんは僕が初めて恋こいをした人なんです」

「噓うそ……」

「やめてください、もう噓なんて僕は二度と──」

　言葉途と中ちゆうで頰ほおに手を当てられ、掬うように口づけられた。焦がれ続けていたその温ぬくもりにわななく唇を、須賀がなおも吸う。「本当に？」と訊きき返しながら何度も。

　ああ、須賀は疑っているのではなく、たったいま友也が言葉にした想いの手て触ざわりを味わっているだけなのだ。それが分かり、

「本当です、大好きです……」

　シンプルな言葉を息いき継つぎの合間に捧げる。須賀が訊くのをやめるまで何度も。

「信じらんねえ。あんたさ、そういう大事なことはもっと早くに言いなよ。無理やり襲おそうとこだったじゃん」

「無理やりにはならないと思いますよ。須賀さんに抱だかれるのは嫌ではないので」

　須賀の両耳を挟はさみ、こつんと額と額とを触ふれさせると、

「さらっと言いすぎ」

　照れたように笑う、須賀の唇が見えた。

　いつか砕くだけ散った心が、ゆっくりともとの形に戻もどっていくのが分かる。接つぎ目めもヒビもない真ん丸だ。ともに過ごした短い日々のなかで、須賀がこの形にした。まるでこの形こそ本当だったかのように、胸の真ん中に引きつれなく収まる、その温かさと愛いとおしさ。

　右手には須賀の一いち途ずがプラチナに姿を変えたものが光っている。一等星のように眩まぶしく、そして美しい。

「指輪、ありがとうございます。大事にしますね」

　須賀はそれには答えず、だがニッとだけ笑い、友也のシャツをするりと脱ぬがす。

「しようよ、続き。嫌じゃないんだろ？」

　わざわざ確かく認にんされたのが恥はずかしくて、答えるかわりに須賀の首に腕を絡からめる。

　一度芽生えた熱がそう簡単に消えるわけはなく、乳首に軽く吸いつかれただけで、太ふと腿ももの付け根が湯でもこぼしたかのように熱くなった。

　須賀はすぐに気がついたらしい。「すごいな」と笑うと、友也のそこに手を滑すべらせてきた。

「あんた、最初の夜と全然違うよ。あのときは素すっ裸ぱだかでも萎なえてたのに、今日はもうこんなにして」

「……ぁ……は……」

「濡ぬれてるよ、この辺。それからここも。生で扱しごいてもないのに、こんなになるもんなの？」

「いっ……あっん……っ」

　上半身はすでにさらされてしまったが、下半身はいまだスラックスのなかだ。

　ブラックスーツを選んでいれば、こんな羞しゆう恥ちは味わわなくて済んだかもしれないが、今日のスーツはライトグレーだ。ほんの小さな濡れ染じみでも際きわ立だたせる、そういう色だ。

　冬用の生き地じだというのに、須賀が手のひらを動かすたび、その手にもその目にも発情していることを伝えてしまう。すでに布地に染み込んでいる先走りの情液、あらたにこぼれた露つゆ、どちらも狭せまい内側でなすりつけられ、スラックスの股また座ぐらだけが、どんどんときつくなっていく。

　それなのに須賀は布越しの愛あい撫ぶをやめようとしない。

「待……ぁっ、ちょ、困り、ますっ……」

「なんで困るんだよ。あんた、いい顔してるよ」

「な……なん、って……いっあ……」

　目を瞑つぶれば目め尻じりに、唇くちびるを嚙かめば唇に、ちろと触れてくる舌にも追いあげられた。

「ほ、ほんとに……も、だめなんっ、ですってば……っ」

　ぐっと須賀の肩かたを押したが間に合わなかった。亀き頭とうの引っかかりを弾はじくように指を使われた瞬しゆん間かん、身を折ったままの果芯が爆はぜた。ソファーを汚よごさなかったかわりに、股座全体がじっとりと熱くなる。

「もしかしてあんた、いったの？　まだ脱いでもいないのに？」

　その言葉で、困るの意味も、だめの意味もまったく分かってもらえていなかったことを知った。

　恥ずかしくて須賀を見ることができず、顔を覆う。

「ぼ……僕は……困りますと言いました……」

「それじゃあ分かんないよ。いくならいくでちゃんと言ってくれないと。ふたりっきりなんだから言えるだろ？」

　これは叱しかられているのだろうか。指の隙すき間まから下方を窺うかがうと、にやついた表情で友也のベルトのバックルを外そうとしている須賀が見えた。どうやら確信犯だったらしい。ねめつけるつもりで手のひらを外したとき、下着ごとスラックスをずり下げられた。

「……っぁ……」

　ぐっしょりと濡れている股座には、部屋の空気は冷たすぎた。

　ひく、と喉のどが震ふるえたのと同時に、達したばかりの果芯も震える。たまらず太腿を擦こすり合わせたが、須賀の手がそれを押し開く。膝ひざ辺りに纏まとわりついていたスラックスと下着はすぐに取り払はらわれた。

「嬉うれしいな。あんたがこんなに汚してくれるなんて」

　固く目を閉じても、須賀がそこを覗のぞき込んでいる気配は感じる。まぶれた情液のねとつきを確認するように、下腹や太腿に触れる手も。

　だが熱く濡れた質感をふと亀頭に感じ、驚おどろいて目を開けた。

「なっ……」

　須賀が口づけている。吐はきだした液で汚れている果か芯しんに。

「やっ、やめてくださっ……そ、そんなことっ」

「なんで？」

「な、なんでって、シャワーだって浴びてないですし……」

　組み敷しくほうの雄おすもする行こう為いだとは思っていなかった。実際されたこともない。

　だが須賀はまったく気にする素そ振ぶりもなく、むしろ慈いつくしむように果芯に舌を伸のばし、まだ乾かわいていない粘ねん液えきを拭ぬぐっていく。

「きれいだと思うけどな、そのまんまでも。俺さ、あんたを見るためにパーティーに行ったんだ。伊勢崎さんから写真を見せられたとき、びっくりしたんだよ。あんたがすごい美人だったから。だから本物が見たくなって。きれいですね、って俺、話しかけただろ？　あれ、ティアラのことじゃなくて、あんたのことを言ったんだ」

　こんなことをしながら、知らないことを話すのはやめてほしい。パーティーのときの須賀を思い出そうとしたが、湿しめり始めた息のまま、記き憶おくも揺ゆらめき、うまくいかない。

「で、でも僕は……ぁっ、き、きれいなんかじゃ……」

　喘あえぎがまじってしまったが、須賀はそれでも友也が言いたいことを察したようだ。

「そこを気にするんなら、惚ほれてなんかいないだろ。俺にとってやっぱりあんたは誰だれよりもきれいな人で、可愛かわいい人で、手に入れたかった人なんだ。だからあんたも俺以外の男のことは早く忘れなよ」

　須賀はふと友也を見上げ、「そっか。俺が忘れさせたらいいのか」と笑う。

　その言葉を実じつ践せんするかのように、肉厚の舌がべったりと果芯に添そわされた。舐なめるだけではない、管にわずかに残っていた液まで須賀の唇が吸い上げる。

「……ひゃっ、あ……」

　もし心を繫つなげる前にこんなことをされていたならどうなっていただろう。体ごと口説いてやると須賀は言っていた。きっとこんなふうに……と想像すると、果てたばかりの果芯がぐっと凝こごり、鎌かま首くびをもたげるまもなく反り返った。

「何、また硬かたくしてんだよ。やらしいこと考えたんだろ」

「うぅ……く」

　拭われているのか、育てられているのか分からない。先せん端たんの切れ込みに滲にじんだ蜜みつを舌先でからめとられると、まるでそうやって拭われることを望むかのように、また新しい蜜が滲みでる。しまいには幹を伝う液となり、須賀がすする音が聞こえた。

「奥も舐めていい？」

　疑ぎ問もん符ふつきだったが、須賀は返事も聞かず、友也の片足をソファーの背もたれにかける。

「……待ぁっ……」

　やわらかな肉の間に隠かくれていた蕾つぼみが開き、須賀よりも先に空気が触れた。

　須賀はまだジャケットしか脱いでいない。それなのに、と唇を嚙んだのは束つかの間で、はしたない期待が体の奥から湧わきあがってきた。

「やらしいな。もうぱくついてる」

　意地の悪い科白せりふのあとにさらに太腿を押し上げられ、須賀が下か肢しに潜もぐり込んできた。

「あっあ……あっ」

　尖とがらせた舌に襞ひだをこじ開けられ、ちかっとした光がまぶたの裏に瞬またたいた。

　後こう孔こうの際を須賀の舌が出入りする。こんなところを、と思えば思うほど、湿った息が洩もれ、腰こし骨ぼねが蕩とろけそうなほど疼うずき出す。羞恥なのか興奮なのか、あまやかに広がっていく熱波に逆らえず、友也は自ら両足を寛くつろげた。

「悦よろこびすぎ」

　そう笑われ、反り返った果芯からだくだくと蜜液が垂れていることに気がついた。

　須賀は拭うというより絞しぼりとる手つきでそれを手指にまぶし、そのうちの一本、中指を後孔に埋うずめてきた。

「んっん、はっ……あ」

　まるで穿うがたれるのを待っていたかのように、柔やわ襞ひだが須賀の指に絡みついていく。

「どうする。指だけで一回いく？」

「い、あっ……まだ」

「あ、焦じらされんのが好きなんだ」

　違ちがうと何度も首を振ふり、でたらめに宙をかき、ようやく体を引き起こされた。

「ごめん。痛かった？」

　それにも首を振る。なかなか呼吸が整わない。

「す、須賀さんが……まだ……一回もいってないから、だめです」

「あんた、そんなこと気にすんの？」

　体を引いた須賀ににじり寄り、友也は須賀のベストのボタンに手をかけた。

　燃え立った体をそのままにしているので、指も息も震えてしまう。なんとかすべて外したあとはシャツのボタンに手をかけ、ネクタイも引き抜ぬいた。

「僕も須賀さんを愛したいんです……。ひとりだけ服を着てるなんてずるい。僕だけがふしだらな人みたいじゃないですか」

　須賀の胸に口づけを落としながら、下へ下へと下っていく。あまり積極的なことはしたことがないが、享きよう受じゆしているだけではすべての想おもいを伝えきれない気がした。

　そのまま床ゆかに膝をつき、ベルトを緩ゆるめているときに、スラックスの内側に収まっているものが、最初の夜以上に張りつめていることが分かった。

「こんなにしてるくせに僕ばかりいじめてたんですね」

「勃たつに決まってんだろ。俺が誰だれ抱だこうとしてると思ってんだよ」

　ムッと鼻筋を歪ゆがめた顔で、須賀は嬉しいことを言う。友也は頰ほおを紅潮させながら、須賀のジッパーの裂さけ目から雄おす芯しんを取りだした。やはり雄お々おしいそれに両手を添え、ためらうことなく口に含ふくむ。須賀がかすかに息を吞のむのが聞こえた。

「あんた、平気なの？　俺もシャワー浴びてないんだけど」

「平気ですよ。……んぐ……須賀さんのだったら……」

　だが何度試ためしてみても、うまく根元まで咥くわえられない。須賀も無理やりに友也の口に突つっ込み、髪かみを引っ摑つかんで揺さぶってくるようなことはしてこない。

　仕方がないので幹の側面をひたすら舐め上げていくことにした。雁かりの括くびれは特に丁てい寧ねいに、下腹側も顔ごとまわり込み、愛していく。

　次し第だいに須賀の怒ど張ちようは体積を増していき、先端から引っきりなしに苦味のある液が滲むようになってきた。少しは須賀の愛あい撫ぶに報むくいることができたらしい。そう思いきや、雁首に舌をあてがって先走りを吸い上げると、須賀は呻うめくのではなく笑った。

「……あの、もしかしてあんまり気持ちよくないですか……？」

「いや、気持ちいいよ」

「……じゃあなんで笑うんですか……？」

「あんたが水たまりを作ってるから」

「……水たまり？」

　友也は床に目を落とし、「あっ」と声を上げた。

　床に点々と透とう明めいな雫しずくがこぼれていて、繫がったそれが淫いん靡びな環わをいくつも作っている。

　何が垂れているのかはすぐに分かった。須賀には触さわられていない。それなのに友也の下肢肉は先ほどよりもいっそう角度を持ち、先端だけでなく幹にもぬめった液を絡からませている。

　慌あわてて手で覆おおい、その熱さにうろたえた。

「もうおいでよ。床は冷たいだろ」

　須賀が手を差し伸べてきたが首を振り、うずくまる。

　いったいいつからこんなことになっていたのだろう。須賀はずっとこの卑ひ猥わいな肢し体たいを見ていたのだろうか。

　だが須賀は小さくなっている友也には構わず、半ば無理やりにソファーに上がらせる。

「ちょ……」

　須賀の隣となりに座るのならまだよかったが、取らされた姿勢は座位に近い。

　互たがいのきわどい部分が触ふれ合うのを避さけようと思えば、須賀の太ふと腿ももに跨またがり、膝立ちになるしかなく、もちろん真正面には須賀がいる。

「可愛いな、俺のをしゃぶりながらこんなにして。あんた、二回目の途と中ちゆうだったもんな」

　引き寄せられ、須賀の腹に果芯の先端が上向きに滑すべる。慌てて腰こしを引こうとしたが、須賀が左右からがっちり腰骨を抱だいていて離はなれられない。

「ぼっ……僕は……須賀さんを気持ちよくしたかっただけなんですけど……」

「気持ちよかったよ。あんたがびっくりするほど下手へたくそで嬉うれしくなった」

　奉ほう仕しの最中にそんなことを考えていたのか。たまらず睫まつ毛げを伏ふせたのも束の間、果か芯しんの先端をくっと捩ねじられ、甲かん高だかい喘ぎが[image: 迸]ほとばしる。

「あんたも見てみなよ。すごいことになってるよ、ほら」

　ぞくぞくするような意地悪で甘い声。導かれるまま視線を落とし、目が眩くらんだ。

　色白の肌はだとそう違わない、雄おすの証あかしにしては脆ぜい弱じやくだったそこには、漲みなぎりをあらわす筋がいくつも浮うかびあがっていて、いまにも溶とけ落ちそうな桃もも色いろに染まっている。須賀がやわく扱しごくと、先端の切れ込みが口を開き、悦びの印をつっと吐はきだした。

「可愛かわいすぎるフェラのお返しをしないと。……欲しいだろ？」

　やはり須賀は友也の返事を待たず、濡ぬらした手を友也の後孔へと忍しのばせる。

「ああ、うっ」

　中指を奥深く埋められ、たったいま味わったばかりの羞しゆう恥ちが快楽へと翻ひるがえる。切れ切れに喘いでいると、今度は別の角度から二本目が侵しん入にゆうしてきた。

　左右から尻しりを割るようにして穿たれた二本。視界が揺らぐ。これは中指と中指だ。

　そのどちらもが友也のなかで、くの字に曲がる。

「ひゃあ……あっ、あ……」

　二つの鉤かぎが、突くだけではほぐれない、襞の隅すみ々ずみまで攻せめほぐす。雄を受け入れる器官ではないところが、啼なきながら雌めすのそれへと変わっていく。あまりに強い悦えつ楽らくに、まき散らしてしまった白はく濁だく。必死に須賀の首にしがみつけば、意図せず尻を突きだす格好になってしまい、攻めやすくなった須賀があらたな一本を送り込む。

「あっん……んっふ……」

　唇くちびるの端はしから溢あふれた唾だ液えきを舌先で拭ぬぐわれる、それだけでも尾びてい骨こつが痺しびれ、どっと汗あせが噴ふきだした。逃にげるつもりはないのに喉のどが反り、それを須賀の唇が追いかける。

「何本入ってるか分かる？」

「……さっ……あ、んんっ、さっんぼ、んっ……」

「残念。四本でした」

　その数に意識が遠のく。

　ほら、と須賀が埋めた指を動かしたが、数えることはできなかった。前ぜん戯ぎでこんなにも深すぎる快感を教えられたことはない。かすれた悲鳴を上げ、弧こを描えがく体。須賀の首から手が離れてしまう。

　後ろへ倒たおれる──ぎゅっと目を瞑つぶった瞬しゆん間かん、須賀に抱だきかかえられた。

「……は……あ……」

　どうやらソファーに寝ねかされたらしい。背中に触れた座面にホッとして大きな息を吐いたが、後孔のほうは、須賀の指を失った喪そう失しつ感かんにひくついている。縺もつれる舌で須賀を呼び、その体にしがみついたとき、須賀の肌も汗ばんでいることに気がついた。

「もう俺、限界なんだけど」

　耳じ殻かくに触れた、熱を帯びた訴うつたえ。応こたえる意味で抱きしめる力を強くすると、先ほどと同じようにソファーの背もたれに片足をかけられた。

　さらされたそこに、須賀が漲りを押し当ててくる。

　四本の指でほぐされたせいか、友也の内うち襞ひだは蕩とろけきっていた。きっと須賀にもそれが分かったのだろう。探さぐるような慎しん重ちようさで腰を打ちつけてきたものの、友也の後こう孔こうが湿しめった音を立てて雁首を吞み込むと、根元まで一気に沈しずめてくる。

「……う、んっ……ん」　>>>♥

　心を繫つなげて初めての触れ合いだ。貞てい淑しゆくを気取りたかったが、柔やわ肉にくは須賀を求めてくねり、貪どん欲よくにその肉を取り込もうとしている。

　こんなことはいままでに一度もなかったのだと、須賀とだからこうなるのだと、そう伝えたかったが、息をするのがやっとでうまく言葉にできない。

　ただ泣くような声で「す……好き……」と、それだけを繰くり返す。

「知ってるよ。もう信じてる。俺もあんたが好きだ」

　須賀の吐と息いきが触れる。秘部を抉えぐる猛たけ々だけしい雄の根とは裏腹に、須賀の唇は優やさしい。

　もっと欲しい。衝しよう動どうのまま、友也のほうからも舌を差しだし、求める。深く絡ませると、後孔の奥がじゅんと潤うるんだ。

「……ぁあ、も……」

　欲しい気持ちが鎮しずまらない。須賀にずんと奥まで突かれ、強きよう烈れつな快感が背筋を貫つらぬいた。際まで引き抜ぬく、その動きにも肌がざわめき、また最さい奥おうまで──。

「……ぁあっ、あ……っ」

　激情に翻ほん弄ろうされ、噴き上がった白濁は乳ち首くびまで飛んだ。

　だが須賀はさらに友也の太腿を押し上げ、いっそう深く挑いどんでくる。快楽の余よ韻いんを引っ摑み、あらたな高みへとさらっていくような強い腰使い。また柔肉が添そい始め、それを受けた須賀の怒張がなおも硬こう度どを強くする。

　このままでは気を失ってしまう。友也は須賀にしがみついた。

「いあ……ぁっ、待……待ってえっ……」

「無理。待てない」

「まっ、ぁあ……ああっ」

　気絶してしまうのは怖こわかった。昨日までこの腕うでは何も抱いていなかったのだ。

　目が覚めたら何もかも夢だった──そんな終わり方でも不思議はないほど、たった一日ですべてが変わってしまっている。もはや喘あえぐことしかできない口で切れ切れに不安を伝えると、須賀は笑いながら友也の唇に覆い被かぶさってきた。

「そのときはあんたが俺を口説きなよ。俺はあんたみたいに頑がん固こじゃないからすぐ落ちる。できるだろ？　あんたも俺も、もう誰だれにも何にも縛しばられてないんだ」

　ああ、そうか。友也は須賀の頰ほおを両手で挟はさみ、自分からも口づけた。

　耐たえるだけが強さではないのだと、須賀に教えられた。

　須賀に似合う人になりたい。須賀に守られるのではなく、須賀を守れるほど強く、須賀を支えられるような人になって側にいたい。

「……ま、そのときも俺がまた口説くことになると思うけど」

　再び始まった律動に決意はあまやかに散らされてしまったが、きっと目覚めても忘れることはないだろう。いまはただ愛いとおしい雄に腕を絡ませ、その愛情に溺おぼれる。喘ぎ、のたうつたびに楔くさびは漲りを強くし、これ以上を超こえて友也を快楽の奔ほん流りゆうに巻き込んでいく。

「あ……ぁっ、も……っ……」

　繰り返し貫かれる衝しよう撃げきは脳天にまで響ひびき、須賀の肩かた越ごし、天てん井じようの白が細やかな光を放つ。目を瞑ってもそれは消えず、友也のまぶたの裏で雪のように降りそそぐ。

　寒くはない。今日はこの腕のなかには須賀がいて、須賀の腕のなかには友也がいる。

「あんたは俺のものになればいい」

　言い切ったその強さと等しいものが体の奥で爆はぜるのを感じ、友也も何度目か分からないまま、自分を解放した。




　　　　＊＊＊




　それからしばらくして友也は有馬コーポレーションを正式に退社した。

　青せい龍りゆうの雫しずくを使ったティアラ──ビジネスバッグに忍ばせていた本物のティアラのほうは、有馬ではなく正一郎に返した。

　あの騒そう動どうのあとだ。正直どんな顔で正一郎に会っていいのか分からなかったが、正一郎は気き丈じようにも友也を迎むかえてくれた。

「君は十分仕えてくれた。もう自分の道を生きなさい。だけどこれだけは信じてほしい。私は君たち兄妹きようだいを縛りつけるつもりで親がわりになったんじゃない。君の亡なくなったお父さんには本当に世話になったんだ」

　その言葉を申し訳なく思い、ありがたくも思った。有馬コーポレーションの社員として正一郎を支えることはできなくなってしまったが、これからは正一郎の旧友の子として、妹の美奈子とともに正一郎に関かかわることができたらと思う。

　有馬はというと、いまはバンコク支社を任されているらしい。景気が上向きだった頃ころにタイのリゾート開発に乗りだすつもりで立ちあげたものだが、思うように軌き道どうに乗らず、近々閉へい鎖さを考えていた支社だ。数人いた日本人社員は、すでに東京本社に引き上げ済みだと聞いている。支社長室も何もない雑居ビルの一室で、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で頰ほお杖づえをつく有馬の姿が見えるようだった。

　一か月が経たち、二か月が経ち、何もかも終わったのだと、実感することも少なくなってきた。

　東京にはまだときどき塵ちりのような雪が降る。それでも青が多くなった空が一日ごと春に近づいているように、友也もまた新しい自分に一日ごと近づこうとしている。

　きっちりとネクタイを締しめたスーツ姿は以前と変わらない。

　だが──。

「いらっしゃいませ」

　表のガラス扉とびらが引かれる気配に、友也は口角を持ちあげて振ふり向いた。

　トランクケースを片手にショールームに入ってきた男を捉とらえた瞬間、よそいきの微び笑しようが笑え顔がおに変わる。

「なんだ、須賀さん。お疲つかれさまです。工こう房ぼうのほうはいいんですか？」

「ああ、きりがついたから今日はもういいかなと思って。どう？　変わったことあった？」

「デマントイドガーネットのピアスが売れましたよ。それから吉よし野のさまからオーダーリングのことでお電話がありました。あのリングとお揃そろいでネックレスも作ってほしいそうです」

「いいよ。受ける。石あるし。俺から電話したほうがいい？」

「できれば」

　上顧こ客きやくの電話番号を押し、受話器だけを須賀に差しだす。電話越ごしに挨あい拶さつを交かわす須賀は、束つかの間気き鋭えいの宝石デザイナーの顔になる。それをときどき眺ながめながら、友也はカウンター周りを整えていく。夜の八時十五分前。そろそろクローズだ。

　いま友也はリュウセイ・スガのショールームで働いている。

　ふたりいた女性スタッフが授さずかり婚こんを理由に立て続けに辞やめてしまったので、ピンチヒッターとして入ったのが最初だ。「店番のつもりでいいから」と須賀には言われたが、ショールームというのはデザイナーの顔であり、デザイナーと客と工房を繫ぐ重要な場所だ。須賀の名前を汚けがすようなことはぜったいにしたくない。徹てつ底てい的てきに宝石やその特とく徴ちよう、カッティングについて勉強し、客からの少しの質問なら、須賀を通さなくても答えられるようになった。

「そうだ。見てよ、これ」

　電話を終えた須賀がカウンターでトランクケースを開く。

「あ、きれい」

　収まっていたのは、インペリアルトパーズのネックレスとチョーカーだった。

　少しずつデザインを変えたものが、それぞれ三本。優しいシェリーカラーとイエローカラーのこの宝石は、いつかのジャイプールで須賀が買いつけたものだ。最近須賀とクラフトマンたちは、あのとき仕入れた宝石を使い、本格的に作品作りを始めている。

「本当にキャンディーみたいですね。美味おいしそう」

「あんた、一本いらない？　チョーカーのほうは革かわを変えたらメンズにできるよ」

　須賀はこういうことを平気で言ってくるので、ときどき困る。

「お気持ちだけで十分です。僕は須賀さんから指輪をいただいていますし、その前にはルビーの原石もいただいていますので」

　指輪はいまも友也の右の薬指を飾かざっているし、ルビーの原石もベルベットの小こ袋ぶくろに入れ、肌はだ身み離はなさず身につけている。どちらも須賀と等しいほど、友也にとっては大切な宝物だ。

「似合うと思ったんだけどなぁ、シェリーカラーのインペリアル」

「宝物はたくさんいらないんです。だからこれはショーケースに並べておきますね」

　六本ともショーケースに並べ、日報を打ち込むためにパソコンの前に移動したとき、「あー、腹減ったー」と須賀がぼそりと呟つぶやいた。友也は聞こえないふりで日報を打っていたのだが、須賀は「今日の晩メシ、何？」と続けてくる。

　実はショールームで働くだけでなく、友也は須賀と一いつ緒しよに暮らしてもいる。

　ただし今度の友也は家政夫ではないので、家事は分担制だ。これは須賀が言いだした。友也としてはすべて自分の負担でも構わなかったのだが、須賀は言い始めると聞かないところがあるので、そのままにしている。食事は、朝食が須賀の担当で、夕食が友也の担当だ。

「ねえ、聞いてる？　晩メシの献こん立だて、教えてよ」

　しつこく食い下がられ、友也はちらりと腕うで時ど計けいを見た。

　八時五分前。まだクローズではない。

「須賀さん。仕事中にごはんのことを訊きくのはやめてくださいって前にも言ったじゃないですか。どうしても気が緩ゆるんでしまうから嫌いやなんです」

　間ま違ちがっていることを言っているつもりはないのだが、須賀は露ろ骨こつに顔をしかめてみせる。

「俺はふたりっきりのときは下の名前で呼べっつったじゃん。あれはどうなってんだよ」

　なぜそれをいま言うのか。

　こんなふうに須賀は大人の男と年下の男をかなりの頻ひん度どで行ったり来たりする。もちろんそういうところも嫌きらいではない。むしろ、可愛かわいいなと思う。須賀は年下扱あつかいされるのを嫌うのでぜったいに言えないが。

「どうもなってませんよ。須賀さんはいつも僕のことを『あんた』って呼ぶじゃないですか。それはよくて、どうして僕の『須賀さん』はだめなんですか」

「いつもじゃねえだろ。友也ってときどき呼んでる。せっかく恋こい人びとになれたのに、あんたは普ふ段だんの言葉づかいが固いから、名字で呼ばれるともっと固く感じるんだよ」

「固くて失礼しました。僕だってこれでも直そうと努力してるんです。だけど仕事中に下の名前なんて呼べないでしょ」

「俺は客の前で呼べなんて言ってねえし」

　くだらない言い合いだ。青山通りで告白をしたときは、まさかこんな仲になるとは思ってもいなかった。あの日、須賀に捧ささげた偽いつわりは、いまではすべて友也のなかで真実の想おもいになっている。

　須賀のことが大好きで、須賀のためなら何でもしたい、ということ。

　幸せだ。つい口くち許もとがほころんだ。

「ごめんなさい、ちょっとだけ待っててください。日報を仕上げますから」

　日報を事務所にあるパソコンと、須賀が寝しん室しつに置いているパソコンに送信すれば、友也の仕事は終わる。

　ちょうど八時。クローズだ。

「──琉生さん」

　おかしないちゃもんをつけられないよう、目を見てしっかり呼びかける。

「今日の晩ごはんは、鶏とり肉にくのソテーとひよこ豆のトマトスープです。スープは出勤前に作ってるんで、あとは鶏肉を焼くだけなんですぐですよ。それから昨日のポテトサラダがまだ残ってるんですけど、食べてくれますか？」

「食うよ。俺、あんたが作るサラダ、好きなんだ」

　須賀は笑い顔で友也を引き寄せ、頭のてっぺん辺りに口づける。簡単に機き嫌げんを戻もどす、須賀のこういう屈くつ託たくのないところも大好きだ。

「友也」

「はい」

「帰ろうぜ。俺は腹も減ってるし、あんたとキスもしたいし、それ以上のこともしたいんだ」

　まったく同じ気持ちだったので、変に照れたりはせず、「はい」と笑った。

　これから朝までは須賀と同どう棲せい中の恋人で、朝から夜までは宝石デザイナー・須賀琉生を支えるスタッフのひとりになる。

　心から愛している人に昼も夜も存分に尽つくすことができ、とても幸せだ。







　あとがき







　初めまして。つばき深玲と申します。このたびはデビュー作『青龍の虜』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　本作は「クールビューティーが、好きでもない男に熱ねつ烈れつ告白するはめに陥おちいったら大変だろうな」という妄もう想そうから始まりました。だって「好き」って言っちゃったんですもの。押し倒たおされようが、何されようが、「やめてください！」とは言えないので大変です。だけど噓うそつきは罪なので、相応の報いも受けなければいけません。そういうお話を書かせていただきました。

　執しつ筆ぴつにあたり、担当さまには大変お世話になりました。懇こん切せつ丁てい寧ねいなご指導だけでなく、根気よく励はげましてもくださり、感謝の思いでいっぱいです。おかげで長い道のりを全力で走り切ることができました。（遅ち筆ひつなので歩いているようにしか見えなかったと思いますが）

　それからイラストを引き受けてくださったサマミヤアカザ先生。お忙しいなか、本当にありがとうございます。先生が描えがいてくださる須賀と友也をとても楽しみにしています。

　最後になりましたが、読者の皆みなさまへ。ここまでお付き合いくださり、心よりお礼申し上げます。拙つたないところが多々あるかと思いますが、どうかひとつでも皆さまの心に残るシーンがありますことを祈って。




　　二〇一四年　五月


つばき深玲　


















[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥
















カバー・口絵・本文イラスト／サマミヤアカザ

デザイン／chiaki-k（コガモデザイン）










青せい龍りゆうの虜とりこ








つばき深み玲れい





[image: ]





平成26年9月1日　発行





(C) Mirei Tsubaki 2014





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ルビー文庫『青龍の虜』

平成26年9月1日初版発行





発行者　堀内大示

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8697（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/logo-ruby.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		青龍の虜



		あとがき



		ギャラリー



		奥付













Guide





		表紙



		目次

 

		本編













item/image/p043.jpg





item/image/gaiji-cid15190.png
Seis





item/image/cover.jpg





item/image/p179.jpg





item/image/p011.jpg





item/image/p215.jpg





item/image/k001.jpg
-T@\A Ew.(,m,ﬁ;o %k&ﬂﬁﬁ%&@ﬁ; 10 .,bﬁ.w/éfz\&éfa_

‘ll'






item/image/rubygallery-001.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p151.jpg





item/image/p067.jpg
) A

)//;r{\






item/image/p109.jpg





item/image/p129.jpg





